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    ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＳ


    



    



    大おお垣がい内と歩あゆ


    高校一年生。「何を考えているかわからないので怖くて不気味」とクラスメイトに恐れられているが、陸上競技が生き甲斐だった普通の少年。


    



    逆さか木き原ばら赤あか糸し


    高校一年生。成績優秀、容姿端麗、運動神経抜群の完璧お嬢様。


    



    郷ごう田だ勇ゆう気き


    高校一年生。歩に対して気兼ねなく話しかけてくる、友達思いで友情に熱い男。


    



    柄え州す巴ともえ


    高校一年生。歩に対して気兼ねなく話しかけてくる、不思議ちゃん。


    



    竜りん胆どう凛りん


    高校一年生。中学時代、歩の所属していた陸上部のマネージャーで高校生となった今はクラスメイト。


    



    仁に科しな永えい樹き


    高校一年生。太っていて嫌なやつ。よく舌打ちをしている。


    



    キグルミ


    謎の生命体。

  



  
    　　　プロローグ


    



    「僕を着てくれ！」


    　全速力で走る俺おれの腕の中で、抱きかかえられたままの高く透き通った声が、叫ぶ。


    「お願いだから、君！　僕の言うとおりにしてくれ！」


    　透き通った声は、語気を強くするときだけ耳障りに濁にごりながら、なおも懇こん願がんする。


    　俺はその声に応こたえず、角の一つを曲がり身を隠す。薄暗い巨大病院の長い廊下。たった今走ってきた方向に神経を張り巡らせながら、自分の両腕が抱えたそれを、もう一度見た。


    「君。今ならちょうどいいと思うんだ。ベストなタイミングじゃないかな？　君は、今このタイミングでこそ、僕を着用するべきだよ」


    　信じられないことではあるが、間違いない。


    　両腕で抱えているそれは、ふかふかの、着ぐるみだった。


    　鮮あざやかな蛍けい光こうの緑色をした長毛を全身に纏まとい、中身のない両手両足を力なくぶら下げたその胴体とひとつながりになった頭部が、先ほどから間違いなく、話しかけてきていた。高く透き通った少年の声で。


    「今ならあいつもいない。これはチャンスなんだ。ねえ君、意地を張らずに僕の言うとおりにしてくれよ。早くしないと、何もかも手遅れになってしまう。またあいつが来たときに、まだ君が僕を着ていなかったら？　そのときはおしまいだよ。二人とも、ね。僕も君も、手も足も出ないまま無む残ざんに殺されてそれで終わり、さ。君はそれでも構わないのかもしれない。たとえば自殺志願者であるとか。でもね君、僕は違うんだ。なるたけ長生きしたい。そして僕が生き延びるためには、君に僕を着てもらうしかないというわけなんだ」


    　それにしても、よく喋しやべる。鮮あざやかな緑色のふさふさした毛と、大きな単眼、てろん、と垂れ下がった両耳をもつその着ぐるみを眺めながら呆あきれる。


    　それに、先ほど出会ったときから一貫している、この妙な上から目線なのはいったいどういうわけなんだろう？　第一、今はこんなふうに長々とお喋りしてる場合でも議論している場合でもないはずだ。


    「いいから、少し黙ってくれ」


    　まだ乱れていた息を徐々に整えながら、できる限りの小声でそう言った。


    「そりゃ僕だって黙りたいさ。でも、それは君が僕を着てくれさえすれば叶かなう願いなんだよ？　どうしてわからないんだ？　いいから、早く着てくれ」


    　腕の中の着ぐるみは少しも声のボリュームを抑えず、相変わらずの高く透き通った声で減らず口を叩たたく。その挑ちよう発はつ的てきな態度に一瞬、着ぐるみを床ゆかに叩きつけてその場を離れようか、という衝動に駆かられたが、ぐっと我慢した。そんなことをしても、何の解決にもならない。


    　この生意気な喋る着ぐるみの言うとおり、今現在、俺おれは命の危機にさらされているのだ。


    



    　──『またとない機会だ。今のうちに二人とも、殺しちまおう』


    



    　押し殺したような声でハッキリとそう言われて──俺はこの着ぐるみを持って一目散に駆け出した。どこへ逃げたらいいのかも、まだわかっていない。


    　それより、今いる場所が病院であることだけは確かだが、どこであるのかも完全には理解しきれていない。さらには、このよく喋る着ぐるみがいったい何なのかさえも、わかってはいなかった。


    　ようやく呼吸が落ち着き、今自分が走ってきた廊下の先の闇やみをそっと覗のぞき見る。追ってくる気配は──まだない。今のうちに、この病院を抜けだしてしまえれば逃げきれるかもしれない。


    　廊下の形状と非常口の明かりの場所を確認する。目の前の病室には５０３の文字。もう一度しっかりと両手に抱えた着ぐるみを握り直した。


    「痛いよ。なあ君、もう少し優しく持ってくれないか。いや、ていうか、持たなくていいから、着てくれよ。君が今何を考えてるのか、僕には君に着られてなくても手にとるようにわかる。まあ、手にとられてるのは僕なんだけどね。どうやってここから逃げ出そうか、なんて考えてるんだろう？　先ほども言ったように、そんなことは不可能なんだ。ここは一度おとなしく僕の言うことを聞いてくれ。簡単なことだ。僕の口を大きく広げて、そこに君の体を滑り込ませてくれたらそれでいい。まるで僕に飲み込まれるみたいで少し嫌な感じかもしれないけれど、約束する。僕は決して君をそのまま飲み込んだりなんかしない。さっきのあいつ、あれを見ただろ？　君のクラスメイトの、なんて言ったかな、名前は──」


    　そう。確かについ先ほど、病室の入り口でクラスメイトに遭そう遇ぐうした。学校で会うときとはずいぶんと違った姿で。


    「あいつも──お前を着てた」


    「僕の知り合いだ。あれは僕じゃない。姿も性格も何から何まで異なる」


    　確かに手にしている着ぐるみとは違った。あれは、もっと禍まが々まがしくて、もっと凶暴で、もっと力強く、そして──


    



    『殺しちまおう』


    



    　もっと残忍だった。あの後あんなことがなければ、俺おれもこの着ぐるみも、あっという間まに切り裂かれていただろう。俺は、それを着ていたクラスメイトの表情を思い出す。


    　憐れん憫びん。[image: ]笑。侮ぶ[image: ]べつ。優越。悦楽。楽観。失望。落胆。嫌悪。そのどれもがないまぜになったような歪ゆがんだ顔。


    　あのときと同じだ。嫌な記憶が蘇よみがえる。遠巻きからこちらを見つめる、いくつもの歪んだ顔。整えたはずの呼吸が再び乱れ始める。左の膝ひざがずきん、と痛んだ。


    「とにかく、君の知り合いは、僕の仲間を着ていたけれど、別に飲み込まれたわけでも消化されていたわけでもなかっただろ？」


    「飲み込まないにしても」


    　思わず言葉に力がこもる。着ぐるみが少しだけ怯おびえたように見えた。


    「お前を着てしまえば、、きっとお前に操あやつられてしまうんじゃないのか？　たとえば殺したくもないクラスメイトを殺してしまうような──」


    「操ったりなんかしない！」


    「信じられない。お前の仲間を着たあいつは──あんな顔をするようなやつじゃなかった。あいつはいいやつだったんだ。なのに、俺を見て、あんな顔をするなんて、おかしいじゃないか」


    　着ぐるみは、その大きな単眼を少しだけ細める。


    「あのね。今は説明している時間がないから簡単な言葉で言う。ここはもう、君が今までいた世界とは違うんだ。それを理解してほしい。あのクラスメイトが今までどういう人間だったのかなんか、ここではもうどうでもいいことなんだ。この世界での君の友人は、君と僕を、まとめて殺してしまおうとするようなやつなんだよ」


    　まだ理解はできない。しかし、ここが特殊な空間であることは理解できた。


    　再び廊下の先へ神経を張り巡らせながら、辺りを確認する。


    　初めて訪れた巨大病院。どこにも、誰の姿も見えないが、廃はい墟きよではない。電気も通ってるし、清潔だ。恐らく水道もガスも生きているのだろう。しかし、病室にもナースステーションにも廊下にも誰一人として存在していなかった。


    「とにかく、ここを出る」


    「まだそんなこと言ってるのか？　そんなことは不可能──」


    　着ぐるみの抗議を無視して廊下を駆かけ出した。


    　無人のナースステーションの横を突っ切ると、エレベーターが見える。ランプは９の数字で止まっていた。そのままエレベーターを無視し、非常口のランプの下の扉とびらを押し開ける。そのまま速度を落とさずに階段を下へ下へと降りて、フロアを二つ過ぎた直後だった。


    　──からん。からん。


    　乾いた音が階段のさらに下から小さく聞こえた。即座にその場で急停止し、息を殺して耳を澄ませる。間違いない。つい先ほど耳にした、あの音だ。それにしても、いつの間まに階下へ移動していたのか。


    　からん、からん、という乾いた音は階段の下から、こちらへと徐々に大きくなって近づいてきていた。息を潜ひそめたままゆっくりと、今降りてきたばかりの階段を後ろ向きに上り直す。三階の踊り場まで戻ったところで、乾いた音はふいに下の階から聞こえなくなった。


    　恐らく一つ下の階を探索することに決めたのだろう。三階の待ち合いスペースまで音を殺したまま移動し、長なが椅い子すに座り込んで一息ついた。


    「よく喋しやべらずにいてくれたな」


    「え？」


    　お互い、初めて小声で会話をした。


    「いつお前が、わあわあと喚わめき散らし始めるんじゃないかと、生きた心地がしなかった」


    「僕だって馬ば鹿かじゃない。君に着られてもいないのに、わざわざ針の山になりにいこうなんて思わないさ」


    「さっきは大声で喋ってたくせに」


    「あのときは、近くにいないってわかってたからだ。もしいたらもっと小さな声で君に文句を言っていたさ」


    　文句を止めようとは思わないんだ。


    　呆あきれると同時に、新たな疑問が生じる。


    「わかっていた？　わかっていたって？　お前、あいつらがどこにいるのか、わかるって言うのか？」


    　着ぐるみの頭部を両手で摑つかんで小声で抗議。


    「ああ、わかる。ハッキリとわかるよ。それは僕の特性だからね。だけど君にぶらんぶらんと乱暴に振り回されてたんじゃちっとも集中できない。そうだね、たとえば君が僕を着てくれさえすれば、もっと精密にわかるんだけど」


    　相変わらず口が減らない。


    　俺おれは着ぐるみの嫌みには応こたえず、長なが椅い子すの上に放置したまま立ち上がった。待ち合いスペースを横切り、窓際に立って確認をする。はめ殺しの窓のため、開閉はできなかった。


    「あいつら、今はまだ、下にいるな？」


    　着ぐるみのところへ戻って尋ねる。


    「さっきのやつなら、まだ下だ。なあ、君の質問に答えたんだ。だから僕にも一つ質問させてくれ。どうしてかっていうと、君を見ているととても嫌な予感がするからなんだ」


    　声を震わせた着ぐるみを無視して左肩に担かついだ。そしてそのまま、柱のそばに置かれていた一人がけ用の椅子を両手に持つと、しっかりと握り直し、そのまま早足で窓際へ向かっていく。


    「いや、質問はやっぱりなしだ。取り消す。忠告させてくれ。それも違うな、警告だ。いや、噓うそ。命令だ。ああ、お願いする。頼む君！　後ご生しようだからそれだけはやめてくれ！」


    　その懇こん願がんする声に一切答えることなく、俺は思い切り椅子を窓ガラスに叩たたきつけた。想像していたより、はるかにあっけなく窓ガラスは砕け散る。
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    「全く信じられない！　考えられない！　君はとんでもない愚おろか者だ！　どうしてガラスなんか割ったんだ！」


    　着ぐるみは左肩で喚わめくが、窓の外へ身を乗り出す。


    「きちんと後で弁べん償しようするよ。状況が状況なんだ、仕方ないだろ。さて、三階程度ならまあ、ひょっとしたらこの足は絶望的なことになるかもしれないけれど、死ぬことはない──」


    　言葉を失った。


    　予想していたよりもずっと、地面が遠い。明らかに、通常の三階分の高さではなかった。一五メートルくらいはあるように見える。


    「……どうしたの」


    　左肩で透き通った小声がささやいた。


    「……これは、死ぬことになる」


    　乗り出した身を屋内へ引っ込ませて、そう言った。


    「だから言ったんだ！　馬ば鹿かなことはやめろって！　言ったよね、この馬鹿！　どうするのさ？　逃げ場もないまま大きな音だけ派手に鳴らして！　答えは一つだ！　　僕を着るんだ、それしかない！」


    「じゃあ、何か？　お前を着て飛び降りたら死なないっていうのか？」


    「あーもー、そうじゃなくて！　そもそも逃げられないってさんざん言ってるじゃないか！」


    　──からん。


    　乾いた音が響いた。


    「──さっきから騒々しい。あなたたち、隠れたいのか見つけてほしいのか、どっちなの？　　やってることも言ってる内容も滅茶苦茶だわ」


    　静かだが芯しんの強い声が背後から聞こえる。俺おれと着ぐるみは、ナースステーション脇わきの非常階段の扉とびらに目をやった。


    　その瞬間、非常階段とはナースステーションを挟んで反対側に設置されたエレベーターが軽い電子音を鳴らす。ランプは３の数字で止まっている。すかさずそちらへも目を向けた。乾いた音と静かな声の主ぬしは、どちらから現れるのだろうか。


    　答えは、そのどちらでもなかった。


    　真ん中にあったナースステーションの床ゆかのリノリウムが一瞬大きく盛り上がり、すぐさま引き裂かれた。コンクリートと鉄筋が粉々に砕け散り、激しい音とともに階下へ崩れ落ちていく。


    　立ち込める粉ふん塵じんの中、床に乱暴に開けられた穴から、巨大な髑どく髏ろがゆっくりとせり上がってきた。


    　白い二本の両腕は、やはり大小さまざまの骨を組み合わせて形作られた巨大な鎌かまをしっかりと握りしめており、その背中に纏まとわれた白い巨大なマント状の物体もまた、さまざまな骨の組み合わせでできていた。


    　病院の床ゆかを突き破って現れたその死しに神がみは、からん、と乾いた音をさせて俺おれの前にその全身を見せた。


    　怒りに歪ゆがんで真っ赤かに染まった眼球は、こちらを見下ろしたまま微動だにしない。このまま見み逃のがしてくれるような雰ふん囲い気きを持ちあわせてはいなかった。


    



    　──『殺しちまおう』


    



    　先ほどの言葉が、再び頭の中に蘇よみがえる。


    「──時間がないの。私、滅茶苦茶なのって一番嫌いだわ。さて、さっきからコソコソと逃げまわってる間に、いよいよこれからどうするべきか、方針は決まった？」


    　髑どく髏ろはそう言うと、ゆっくりと巨大な白い鎌かまを俺の前に突き出した。


    　しゃがんっ、と音を立てて髑髏の口が大きく開く。その中に、よく見知った顔があった。クラスメイトでありクラス委員長であり、俺に告白をした人物。


    　逆さか木き原ばら赤あか糸しは、くすり、と笑った。


    「大おお垣がい内と歩あゆくん。いよいよ、滅茶苦茶に殺される準備はできた──のね？」


    　学年一の美少女は、自分が着込んだ骨でできている着ぐるみから、からん、と乾いた音を一つさせて、言った。

  



  
    　　　第一章　Ohne dich ～あなたなしでは～


    



    　よく他人に「何を考えているのかわからない」と言われてきた。


    　眉み間けんに深い皺しわを寄せて、三さん白ぱく眼がん気味の目で一点をじっと見つめ、口の両端をできる限り下ろしたままの顔で教室で一人、じっとしていることが多いからだ。


    　かといって俺は別に、世の中に不満を抱いだいているとかクラスメイトたちを心の底から憎んでいるとかいうわけじゃなく、ただ単にリラックスしていると自然にそういう表情になってしまうだけだ。


    　もちろん家族──特に姉から、「お前ももうちょっと笑ってみれば世界も変わって見えるかもよ」というアドバイスをもらったこともある。


    　そういうもんだろうか、と無理して笑え顔がおを作ってみたところ、「無理。怖い。不気味」と言われたので馬ば鹿か馬鹿しくなって無理に笑うことはやめた。


    　自分が「何を考えているのかわからないやつ」と「怖くて不気味なやつ」のどちらかであれば、前者を選ぶ。


    　選んだ結果。早々にクラスメイトたちは俺おれに近寄らなくなってしまったが、別にそのことが苦痛なわけではない。もとより集団で群れるよりも一人でいるほうが楽だった。


    　小学校の頃から陸上部に籍を置き、部活の顧問や仲間たち、家族、そしてもちろん俺自身も、高校へ行ってもそのまま陸上を続けるのだろうと思っていた。


    



    　左膝ひざに違和感を覚えたのは中学三年生の夏のことだった。


    　練習メニューの垂直跳びをしていたとき、思い切りジャンプして両足を伸ばした直後、左膝に違和感を覚えて、そしてそのまま着地すると同時に、左膝の中で何かが引っくり返ったような感触がして同時に激痛が襲おそった。


    　次の日になってもその次の日になっても痛みは引かず、左膝はひと目でわかるほどに腫はれ上がっていた。


    　ある日、帰宅して階段を上ろうとしていると、姉に「膝、どうした」と低い声で引き止められ、そのまま母親に車を出させて病院へ連れていかれた。医師の診断結果は捻ねん挫ざであった。痛み止めの薬と湿布をいくつか手渡され、しばらく激しい運動は控えるように、と言われた。


    　顧問にその症状を告げると、彼は驚き、そして自分の管理不足を嘆なげき始めた。


    「先生のせいじゃありません」


    　申しわけなく思いながらそう言った。自分が誰にも言わなかったのだから、知らなくて当然なのだ。


    「歩あゆ。痛いときは痛いって顔しないと、ボクでも気づけないんだからな」


    　同級生の女子マネージャーにはそんなことを言われた。


    　自分としては普通に痛みに耐える顔をしていたつもりだったのだが、普段と変わらないように見えていたらしかった。激しい運動は控えて、上半身だけのトレーニングで部活を続けようとしたが、マネージャーはそれを許さなかったため、仕方なくしばらく部活を休むことにした。


    　俺はそこで初めて、自分に陸上以外は何もなかったことを知ったのである。


    　放課後に一緒に街をぶらつく友人もいなければ、映画や読書などの趣味もなかった。


    　はじめのうちはリビングのテレビで自分の過去のフォームをおさめたビデオなどを見なおしていたりしたのだが、そうすると直ただちに修正、確認、実行をしたくなり、つい運動を始めてしまうので、それを姉に禁止された。


    　ゲームでもしてみようと、姉からいくつかのゲーム機器とソフトを借りて挑戦してみたが、画面の中の自分は現実世界の自分よりも行動が制限されていることに不満を感じ、やめてしまった。走るのも跳ぶのも物を摑つかむのも、現実の自分の肉体のほうがもっと思いどおりに複雑な行動ができるのに。


    　だが映画は面白かった。


    　特にアクションやホラー、ＳＦやファンタジーといったジャンル。そういった映画の中で、登場人物は素晴らしい運動をしていた。高いところから飛び降りたり、敵の攻撃を素早く避けたり、知恵を使って合理的に移動しているのを観るのが楽しかった。


    　一か月以上部活を休んでいる間、黙々と映画を観続けていた。いずれ、自分にも再び自由に体を動かせる日々が戻ってくるのを待ち続けた。


    　左膝ひざの違和感がなくなったのは、秋の大会の二週間前だった。


    　もう大丈夫、と診断されたので、部活に戻った。いきなり急な運動をすることは控えてゆっくりと自分の体をほぐすことに集中した。


    　何よりも再び自由に体を動かせることが幸せだった。


    　それから何日か部活を続けていると、体を動かすとき、自分自身が今まで観た映画の登場人物になりきっていることに気づいた。


    　映画の主人公たちは困難を知恵と勇気と努力で乗り越えていく。膝の怪け我がから復活した自分も、そんな主人公の一人になったかのようだった。


    　短距離走と幅跳びのトレーニングをしながら、次の大会ではきっと素晴らしい成績を残せるだろう、と確信していた。だが、それは間違いだった。


    　そのとき俺おれはまだ映画を観始めたばかりで、きちんと物語の構造を理解していなかった。今ならわかる。映画では大抵、困難は乗り越えられた、と主人公たちがひと安心しているときに決まって、それよりももっとひどい絶望が襲おそってくるのだ。


    　大会当日。一〇〇メートル走に出場した後、休憩を挟んで午後から走り幅跳びの予定だった。


    　直前のストレッチもウォーミングアップも、垂直跳びをしたときでさえも、膝に違和感は全くなかった。スタートラインに並び、スターティングブロックの角度と位置を両足で確認し、呼吸を整え、じっと耳を澄ます。ピストルの音に瞬時に反応し、スターティングブロックを思い切り蹴けって勢いよく飛び出した。あっという間まに景色が後ろへ過ぎ去っていく。両側に並んでいた他校の生徒たちの姿も見えない。そしてゴールはもう既に目前。


    　その瞬間、左足の下の地面に大きな穴が開いた。


    　大きくバランスを崩す。後ろへ流れていた景色は一瞬で上へ流れていく。両側を他校の生徒たちが抜き去る。トラックに両手をついて、目の前に地面があることに気づく。


    　何が起こったのか全く理解できなかった。


    　慌あわてて左足を見る。もちろん、地面に穴など開いてはいない。ただ、左膝に全く力が入らなくなっていた。


    　周りの音が全く聞こえなかった。地面に倒れたまま周囲を見渡すと、雲も鳥もほかの選手も審判も観客席の人々もすべてスローモーションで動いていた。


    　ああ、そうか、転んだんだ──と理解するのにずいぶん時間がかかった。意識の中の自分はもう、とっくに一着でゴールしてガッツポーズを決めていたからだ。


    　現実の自分と意識の中の自分を重ねるために、再び立ち上がらなければならなかった。


    　両手と右足を使ってなんとか立ち上がり、せめてゴールまで進もうと努力したが、二歩目に左足を地面につけた瞬間、またその場で転倒した。左足の膝ひざは、全然体を支えてくれようとはしなかった。


    　このとき頭の中にあったのは、ゴールしなければ、という意志だけだった。リタイアだけはしてはいけない、と固く誓っていた。リタイアしてしまえばもう二度と陸上競技ができなくなる、という思いが心の奥底にじんわりと広がった。両手で体を持ち上げ、もう一度立ち上がろうとした。


    「無理すんな！」


    　その声と同時に、世界に音が戻った。


    　声のした方角を見ると、マネージャーが俺おれに手を貸そうとしていた。


    　なんとか右足だけで再び立ち上がる。


    「大丈夫だから。ゴールさせてくれ」


    　そう言って、精いっぱいの笑え顔がおを作った。


    　そしてそのまま、ゆっくりと左足を地面につけて確認した。膝を曲げようとしなければ、一瞬だけは体を支えてくれそうだった。


    　左足を引きずるように、それでも何度か転びながら、ようやくゴールした。


    　もちろん、会場のどこからも拍手があがることなどなかった。誰が見たってリタイアするべきだったし、大会には進行時間というものがあるのだ。選手一人のわがままに会場中の誰もが無理やり付き合わされただけだった。


    　それでも、ゴールをした、ということに意味を感じた。


    　顧問もマネージャーも、ほかの部員も皆、走り幅跳びは棄き権けんするように言ったが、どうしても参加させてほしい、と頼んだ。


    　午後の休憩を挟んで、膝の様子が変わっていなかったら棄権させる、と顧問は言った。


    　左膝は、様子が変わらないどころか目に見えて腫はれていた。マネージャーが競技会のスタッフに棄権を申し出に行くのを、右の片足跳びで追いかけた。


    　せめて、挑戦だけはさせてほしいと願った。


    　助走路に立った俺は競技開始の合図を待ったが、合図が出されることはなかった。助走路の上で鳴らされることのない合図を待っていると、会場の人々の顔が目に入った。


    　憐れん憫びん。[image: ]笑。侮ぶ[image: ]べつ。優越。悦楽。楽観。失望。落胆。嫌悪。そのどれもがないまぜになったような歪ゆがんだ顔。


    　そしてそれは顧問や部員たちの顔にも表われていた。一気に目の前が暗くなった。気がつくとマネージャーが傍そばにいた。彼女に肩を貸され、そのまま競技場を後にした。


    　顧問に借りたお金を持って、マネージャーと二人で競技場近くの病院へ行った。


    　左の膝は捻ねん挫ざなどではなく、内部で膝の皿が割れてずれ込んでいるという診断だった。


    　そして俺おれは、陸上をやめた。


    



    　休み時間。いつものように大きめのヘッドホンで音楽を聴きながら、外の世界を遮断していると、クラスメイトの郷ごう田だ勇ゆう気きが現れた。彼がヘッドホンを外せ、というジェスチャーをしたので、音楽を止めてヘッドホンを首にかける。


    「歩あゆ、リラックスしてるところ悪いけれど、ちょっといーか」


    　低めのよく通る声で、郷田は言う。


    　長身で男前のこのクラスメイトは、「何を考えているかのわからないので怖くて不気味」な俺に気兼ねなく話しかけてくれる数少ない友人だった。


    「別に大丈夫、音楽聴いてただけだし」


    「今度の球技大会のことなんだが──」


    　今け朝さからずっと空いている席に目をやる。昨日きのうまで男子生徒が座っていた席。


    「山やま下したのやつも、消えちまったみたいでな」


    　郷田は、さらに二つの空席を見ながら、腕を組んでため息をついた。


    「つうわけで、どうだ？　まあ、俺としてはお前に足に無理はさせたくないんだが」


    　俺は左膝ひざをさすった。


    　この私立桜おう舞まヶが原はら学園高校では、新学期早々の五月に球技大会が催されている。


    　だが俺は膝の故障を理由に、早々にメンバーを辞退していた。


    「やっぱり連絡はとれないのか？」


    　先日消えた、名前も覚えていないクラスメイトと同じく、また一人、消えた。


    「そうみてーだ。松まつ本もとや林はやしと同じ」


    「登校拒否。いや、失しつ踪そうだっけ」


    「[image: ]なぞ。[image: ][image: ][image: ]だ。先生の話じゃ家族も捜索願出してるっつうし、連絡があったらみなさんすぐにお知らせお願いしますなんつってるけれど。歩、なんか連絡あった？」


    「今のところはない」


    　そしてこれからもない。だろう、恐らく。何しろ郷田と違い、消えてしまったクラスメイトの名前を覚えてすらいなかった。連絡先など知っているわけがない。


    「まーとにかく、これで欠けたのは三人目だ。さすがに人員不足。補欠であり秘密兵器の大おお垣がい内と歩に早くも出番が回ってきたっつうわけだ」


    　郷田は爽さわやかにそう言うと俺の目の前に人さし指を突きつける。


    「そんなことよりもさー。普通だったら球技大会なんか中止しちゃうんじゃないの？　新入生が三人も行方ゆくえ不明になってるんだよ？」


    　舌足らずな甘い声がして、ミルクの香りとともに柄え州す巴ともえが会話に割り込んできた。


    「立て続けに三人、しかも全員男。んー。中に一人でも女子が入ってれば駆かけ落ち？　からの横よこ恋れん慕ぼ？　的な嫉しつ妬とからの追跡？　という修しゆ羅ら修羅な可能性？」


    　んふふふ、と笑って巴ともえはまん丸の目を細めて両手を口元に添える。


    　小柄だがプロポーション抜ばつ群ぐんのこのクラスメイトも、やはり俺おれに気兼ねなく話しかけてくれる数少ない一人であった。というか、この二人で全部だった。


    「いや柄え州す。それは固定観念っつうものだ。……女子が入っていなくとも横恋慕は成立しうるのではないだろうか？」


    　郷ごう田だが人さし指を立てて瞳ひとみを光らせる。


    「うわわわ。それってそれってひょっとして、男同士の恋愛というやつですね？　あちゃーどうしよっかなー、巴さん、その辺のジャンルは未開拓だからして。それでもね、歩あゆくん」


    　巴は焦あせって照れていたかと思うと急に俺のほうを向き、


    「興味は、あるのです！」


    「知らないよ！」


    　鼻息荒く宣言する巴を横へ押しやり、話を戻す。


    「確かに、もし三人が何らかの事件に巻き込まれていたりとかだったら、球技大会どころじゃないんだろうけれど、なあ郷田？」


    「ん？　ああ……。ま……そうだな」


    　郷田は少し視線を落としたまま言った。


    　常に快活なクラスメイトの挙きよ動どうに引っかかりを覚える。


    「……なんか、知ってんの？」


    「いや何も。クラスメイトだから心配だけれどな。まあもう高校生だし大丈夫だろ、うん」


    　郷田はそう言うと再び健すこやかに笑った。


    　ふむ。先ほどの引っかかりは気のせい。この心優しいクラスメイトは消えた三人のことを案じていただけだ。そう安あん[image: ]どしたとき、冷たい声が背後から割り込んできた。


    「他人のことよりも、自分の心配したほうがいいんじゃないか？」


    　背中がぞくり、と粟あわ立ち、ちらりと後ろに目を向ける。


    　竜りん胆どう凜りんが、手にしているレポートファイルから目を離さずに立っていた。


    　サラサラのおかっぱヘアに浅黒い肌はだ。すらり、と伸びた手足とスリムな体はまるで少年のように見える。


    「どうせ無理をしてまた、膝ひざを壊すのが目に見えている。ふん。悪いことは言わない。補欠で出場などせず、その日は堂々と棄き権けんするか、欠席でもすれば良い」


    「竜胆、お前、そんな言い方はないんじゃねーのか」


    　語気を荒くする郷田を思わず抑える。


    「いや、いいんだ。確かに、言うとおりだ。俺、やっぱり出場はよしとくよ、マジで膝、悪いんだ。無理して歩けなくなっても困るし」


    　俺おれは竜りん胆どうのほうへは振り返らず、ヘッドホンのコードを見つめながら言った。


    「ふん。賢明な判断だ。じゃあ男子は、一人メンバーが足りないままで競技に参加するということで決定でいいか？　郷ごう田だくん」


    「竜胆。待て。勝手に決定するんじゃねーよ。男子のメンバー決めは俺の仕事だ。最終的に決めんのは俺だ」


    　郷田は、男子体育委員としての業務を最後まで自分で遂すい行こうするつもりだった。


    「ふん。もちろんそれは理解してたつもりなんだが、男子はメンバーが固定しないからな。続けて三人もいなくなったかと思えば、今度は怪け我が人にんを無理やり参加させようとしてるし」


    「無理やりじゃねえ。俺はちゃんと、歩あゆの意思で参加してほしいと思ってる」


    「その本人の意思とやらは先ほど辞退を口にしたみたいなんだが？」


    「結論じゃねえ。まだ過程だ。歩は、俺の目を見てそう発言したわけじゃねえ」


    「ふん。甘いんだな、郷田くん。男子ってのは、一度口にした言葉を引っ込めないのを美学とするんだと思ってたが」


    「古いんだな、竜胆。そんなこと言ってたら何も発言できなくなっちまう。俺が許せね─のは、一度した決意を簡単に曲げちまうことだ。そんで決意っつうのは、お互いの目を見た状態じゃないと成立しない」


    　ええと、これって、球技大会の話だったよな。学校のレクリエーションの。


    　首一つ動かせないでいる俺を挟んで郷田と竜胆は視線をぶつけあう。


    　先に視線を逸そらしたのは竜胆のようだった。レポートファイルの表紙を閉じる音がして、細いため息が聞こえた。


    「ふん。まあいいさ。ボクは忠告したかっただけだ」


    　竜胆はそう言い捨て、もう一度小さく「ふん」と言うと、その場を去っていった。


    　ふえー、と音にならない声を出して、巴ともえは隣の机にもたれかかる。


    「こえー。竜胆さんこえーよう。ピッキピキだよね？　あれ？　ビッシビシか？　どっちだろ。どっちでしょね？」


    　巴はスマートフォンにぶら下げられた小さな女の子の縫ぬいぐるみに、答えのわからない疑問を投げかけていた。


    「歩、お前、竜胆とは中学が一緒だったんだっけ」


    「あー。うん。まあ……」


    　思わず口ごもる。


    　竜胆凜りんとは中学のときからの付き合いだったが、今では目を合わせることすらできなくなってしまっていた。


    「あーあー。なるほどなるほど。うんうん。それで歩くんにあたりが強いんだねえ。んー納得納得。巴さん、全部理解しました」


    　んふふふ、と笑って巴ともえは俺おれの肩をバンバンバン、と叩たたく。痛い。


    「あ？　何を理解したって？」


    　郷ごう田だは困惑した表情を巴に向けた。


    「男子にはわっかんねーでしょーがねー？　６級乙おと女めライセンスをもつ巴さんにはお見通しっ！　んふふふ、ねー知りたい？　知りたい？」


    　巴はストラップの縫ぬいぐるみをぴょこぴょこと動かしながら目を細める。


    「待て。なんだその乙女ライセンスってのは。あと、６級って果たして優秀なのか、その位は。わけわかんねーこと言うな」


    「郷田くん。乙女っていうのはね、わけのわからないものなんだよ」


    　巴は、んふーっと鼻から長い息を吐き胸を反らせた。着席していた俺の目の前にその大きめの胸が迫り、思わず視線を逸そらしてしまう。


    　視線の先に、遠巻きからこちらを眺めているクラスメイトたちの顔が見えた。目が合い、素早く視線をずらす生徒も何人かいる。俺はそれで、自分が教室の中で「何を考えているかわからないので怖くて不気味」な存在であったことを思い出す。


    　そのとき、視線を感じた。


    　思わず教室内を小さく見回す。すると、教室の前方にその瞳ひとみはあった。


    　逆さか木き原ばら赤あか糸し。


    　腰まで伸びたまっすぐな黒髪のクラス委員長は、色白の整った顔に何の表情も浮かべずに、ただじっと沈んだ視線を俺に投げかけていた。


    　俺とは完全に目が合ってるのだが、一瞬たりとも逸らそうとはしない。


    　だが赤糸は、クラスメイトの女子に声をかけられると何もなかったかのように視線を外し、つい今しがた浮かべていた冷たい顔とは打って変わってにこやかで優しい表情で喋しやべり出した。


    　何なんだ、いったい。照れるじゃないか。


    「そうそうそう、だから、竜りん胆どうさんの話だったんだよ、だーかーらー」


    　巴がようやく話の筋を元に戻した。


    「こほん。聞いて驚け。つまりですねーえ……竜胆さんは、歩あゆくんのことがラブ好きなんですよ！」


    「「はあああ？」」


    「うえええ？」


    　俺と郷田は思わず大声を出し、その声に驚いた巴も負けじと大声を出した。再び教室の視線が一斉に集まり、俺たちは体を小さくして口元を押さえる。


    「ちょっと！　そんなびっくりしないでよー!!　こっちが驚いちゃったよ」


    「お前が聞いて驚けっつったんだろ。なんだラブ好きって。初めて聞いたわそんな単語」


    「いやいやいやいや、ちょ、待って、ええ？　ないないない、絶対ないから、それはマジで」


    　三人で顔を寄せ合い小声で会話する。


    「いやーこれは男子にはわかんない類たぐいのことですよ？　ま、巴ともえさんは乙おと女めティックマシーンに改造を施ほどこされているので即座にキャッチできる電波なわけですけども？」


    「ここに来て新たな設定か。お前、別の電波受信してんじゃないだろうな」


    「ちょっと待って。マジでないから。それだけは。うん。ありえない。ほんと、なしなし」


    「えー？　そんなことないよー。それに、そんなに必死に否定しちゃったら歩あゆくん、自分自身が可か哀わい相そうだよ？」


    　巴は上目遣いで抗議した。その言葉にどきり、とした。机の下、思わず左膝ひざに手が伸びる。


    



    　──『自分自身が可哀相だとは、思わないのか？』


    



    　あのときの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。背中がぞくり、と粟あわ立つ。


    「自分自身のことがわからない人には、ほかの人のことなんか絶対にわからないんだからね？」


    　巴は自信たっぷりにそう続けた。


    　そのとき、どこか近くで舌打ちのような音が鳴った気がした。しかし郷ごう田だも巴もその音は聞こえていないようだったし、俺おれも特に気には留めなかった。


    「自分自身のこと……確かに、わからないかもしれない」


    　思わず沈んだ声でそう言った。陸上をする以外の自分は、まだ見つけられていない。


    「あああ、いやいやいや、歩くんだって別にその、性格が悪いわけじゃないし、顔のパーツだって別に普通だし、面白いし、まあ……目つきが悪いというか、いつもおなか痛そうというか、窮きゆう地ちに立たされた政治家のような顔を改善すれば、もっと友達もできる可能性が出てくるかも、というか、まあ、そんな簡単な話ではないかもしれないけれど、ごめんなさい」


    　巴は必死に何かをフォローしようとして最終的に謝罪をして、郷田に「何が言いたいんだお前は」と突っ込まれた。


    「でも竜りん胆どうさんが歩くんのこと好きだと思うのはホントだと思うんだけどな─」


    「あんなに冷たい態度なのにか？」


    「おっとっと。その辺が乙女ニストと一般人の解釈の違いだねっ、郷田くん」


    「……まさかお前、竜胆が冷たい態度をとるのは、歩のことが好きだからわざと──とか思ってる？」


    「うええ？　どうしてわかったの？　まさか、郷田くんも乙女ライセンスを手にする修しゆ羅らの一人だったとか？」


    　そんな二人のやり取りを聞きながら俺は、そうだとしても、やはり竜胆凜りんは自分のことを決して好きなんかではない、と確信していた。


    　竜胆が冷たい態度をとるのは──目すら合わせないのは、きっと、本心から俺に失望し、落胆し、嫌悪しているからだ。


    　あの日、陸上競技場から直行した病院での診察が終わり、帰宅のため呼んだタクシーが到着するまでの時間を、二人で病院の外のベンチで過ごしたときから始まっている。


    



    　竜りん胆どうは俺おれのほうを見向きもせずに言った。


    「──陸上部のことは別にいい。最後の大会だったこともたいした問題じゃない。僕が腹が立って仕方ないのは、本気で許せないのは、歩あゆが自分の体を、本気で労いたわらなかったことだ。──自分自身が可か哀わい相そうだとは、思わないのか？」


    　彼女は、目を閉じることもせず、空中を強く睨にらみながら大粒の涙をこぼしていた。


    



    「まあそう言った理由でさっ」


    　巴ともえの快活な声で、回想から戻された。


    「竜胆さんはあんなふうに言うけれども、歩くんは気にしなくていいんだからねっ」


    「うん……え？」


    「だーかーらー。歩くんが出たいって思ったら出たらいいんだし、やっぱりやだって思ったら正々堂々と棄き権けんしたらいいんだよ」


    　巴は俺の肩を再びバンバンバンと叩たたきながら言った。


    　そこで、巴が球技大会への参加の話をしていることに気がつく。


    「歩。俺も柄え州すの意見に賛成な。別に強制力なんて全くないから。お前が補欠で登録している以上、人数の埋め合わせとして尋ねなきゃいけね─から聞いてるんだ。で、どーする？　秘密兵器は、秘密のままでも誰も文句は言わねーし、俺が言わせねーよ」


    　郷ごう田だは人さし指を再び俺の顔の前に突きつけながら言った。


    　ああ、そうか。と、俺は理解する。この二人の心優しいクラスメイトは、竜胆の登場により気が沈んでしまった俺を元気づけるために、漫才のような会話を繰り広げていてくれたのだ。


    　ありがとう。それで、そんなこともなかなかわからない俺は、やっぱりほかの人のことが見えていないんだ。


    「俺、球技大会、参加するよ」


    　左膝ひざをさすりながら、一つ一つの言葉を大切にそう言った。二人とも驚くだろうな、と予想していたのだが、思いのほか真ま面じ目めな顔でその言葉を受け止められた。


    「嫌々とか、俺たちに気を遣って、とかじゃなく？」


    　郷田は俺の目を覗のぞき込みがら尋ねる。


    「そんなんじゃない。ちゃんと俺の意志。まあ、役には立てないと思うけれど、突っ立ってるだけならできるから。俺、ドッジボール、出るよ」


    　だから俺も、郷田の目を覗き返して、答えた。


    　郷ごう田だは白く綺き麗れいに並んだ歯を見せて、左手で拳こぶしを作り、俺おれの前に軽く突き出した。


    



    　昼休み終了のチャイムが鳴ったので、郷田と巴ともえはそれぞれ自分の机へと戻っていった。


    　五時限目の授業の教科書を用意しながら、自分が鼻歌を歌っていることに気がつく。


    　鼻歌など歌ったのはいつぶりだろうか。ひょっとしたら、初めての経験かもしれない。


    　そういえば、自分の意志で何かを成し遂げようとするのも、あの日以来、初めてのことのような気さえしてきた。


    　それが全く通用しないということを全身で痛感した、あのときから。


    「ちっ」


    　その舌打ちの音で、鼻歌と少しだけ浮き足立った思考は遮られた。


    　まただ。つい先ほども、これと同じ音を聞いた。あのときは気にも留めなかったが、今はハッキリと不満の意思が、舌打ちの主ぬしから聞きとれた。


    　あんなふうにわかりやすく意思を表示してくれたら、ほかの人のことでもわかるのにな。


    　俺は音のした方角に視線を向ける。


    　斜め前の席。その椅い子すに座る巨大な肥満体の背中と左半身は、ハッキリと俺の鼻歌に対する不満の声をあげていた。


    　仁に科しな永えい樹き。


    　確かそんな名前だった。珍しくそのクラスメイトの名前を覚えていたのは、あいつもまた、俺と同じく、教室の中では孤立した存在だからだ。


    「うるさかったかな。ごめん」


    　仁科の背中に謝罪した。しかし巨体の男は何も言わずに、丸々とした左手で細いフレームのメガネのつるを少し触っただけで、それがどういった意味の返事なのかはわからないままだった。


    　その後、六時限目の授業も終わりに差しかかったときに、ふと昼休みに見たクラス委員長の冷ややかな視線の意味がわかった。


    　やはりあれは、馬ば鹿かみたいな話に興じていた俺たち三人に対する抗議の視線だったのだ。


    　心はまた深く沈み、次に竜りん胆どうのおかっぱの後頭部が目に入ったとき、やはり球技大会は辞退しようか、と再び考えてしまうほどだった。


    



    
      ＊　　　　　＊　　　　　＊

    


    



    　授業が終わり、教室の中にはすでに誰もいなくなっていた。


    　昼休みにあったいろいろな出来事がグルグルと頭の中で思い返される。


    　充電が切れて、音楽が止まった。ヘッドホンを首にかけ、ふと思い立って廊下に出て、窓の下を見下ろす。


    　校舎の中庭と体育館へと続く渡り廊下が目に入った。そのまま体育館へ視線をやるとテラスで女子バスケットボール部員たちがストレッチをしていた。その中におかっぱ頭のジャージの姿を見つけた。


    　竜りん胆どうは高校に進学した後、陸上をやめてしまった。かつて陸上部のマネージャーをしつつも、その才能をかわれリレーの選手も兼任していた彼女は、今はバスケに打ち込んでいた。


    「まだ教室に残っていたのね。少しだけ意外だったわ」


    　背後から突然声がして驚いて振り向くと、廊下の少し先に、クラス委員長の姿が見えた。


    「逆さか木き原ばら……さん」


    「大おお垣がい内と歩あゆ、くん。こうやってお互いの顔を見つめながら話をするのは初めて、よね」


    　黒髪の美少女は、両手の指先までピッタリと体に添え、冷ややかで澄ました顔のまま、まっすぐに立っていた。


    「……え」


    「──私、あなたのクラスのクラス委員長の、逆木原赤あか糸しよ」


    　いや、あの、知ってますけど。突然の自己紹介に戸惑う。


    「今後とも、よろしくね」


    「いや、何の話？」


    　その言葉など耳に入っていない様子で、赤糸は窓の下を見た。


    「──あら。あれは、りん──竜胆、さん。竜胆凜りんさん、ね。大垣内歩くん、彼女と付き合っているの？」


    　彼女は表情も変えずにそんなことを言った。


    「い、いや、付き合ってるだなんて、そんな。違う違う、よ。そ、そんなふうに見える？」


    　昼休みの巴ともえの言葉を思い出す。


    「見えないわ。ちっとも」


    　赤糸は眉まゆ根ねを少しだけ寄せて言う。


    「何を慌あわてているの？　奇怪よ」


    「い、いや、別に。突然そんなこと言うから」


    「そう。それは失礼。──でも、突然じゃないことなんて、人生においてきっと一つもないわ」


    　彼女はそんなことを言った。


    「成功も挫ざ折せつも、恋も失恋も、誕生も死でさえも──すべては突然訪れるものよ。そうは思わない？」


    「いや……よくわからないけれど。そうなのかな」


    　なおも唐突に人生を語りだすクラス委員長に戸惑いながらそう答える俺おれの顔を、当の本人は眉根を寄せたまま沈んだ目つきで眺めている。


    　そうなのかもしれない。自然に、自分の左膝ひざに手が動いた。


    　問題はいつだって突然訪れる。


    「大おお垣がい内と歩あゆくん、膝を怪我しているのよね」


    　赤あか糸しのその言葉で再び我に返る。クラス委員長の視線は、左足に注がれていた。


    「大切なことだから聞いておきたくて。どの程度の怪我なのかしら──たとえば、走ったりするのは平気なのかしら」


    　赤糸は表情も変えずに平然とそう言った。


    「確かさっき、球技大会に出場すると耳にしたので、完治したと思っているのだけど。──間違えてるかしら、私」


    「いや、間違えてないよ、逆さか木き原ばらさん。以前ちょっとやっちゃっただけで、日常生活を送るぶんには何も問題はないし。特別なことをしない限り、特に痛むわけでもないから」


    「特別なこと？　たとえば──激しい運動、とか？」


    　彼女の視線が俺おれの左足から顔へ移動する。


    「まあ、そうだね。あ、でも、ちょっと走ったりするくらいは全然平気」


    「むーん」


    　赤糸は両方の掌てのひらを自分の頰ほおに当てて俯うつむくと、そんな奇声を発する。


    「む、むーん？」
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    　驚いてそう言うと、彼女は顔をあげた。


    「何？」


    「いや、今、むーんって言ったから……」


    「ああ。考えごとするときの口癖なのよ。勝手に出てくるの」


    　彼女はそう言うと再び頰ほおに掌てのひらをあてて「むーん」と言いながら俯うつむいた。


    「……でも、運動能力は……わけだし……日常的に走ったりするのは？　……だし……別にそんなに……」


    　顔を伏せたまま赤あか糸しはブツブツと何かを自問自答している。


    　それにしても、いったい何の用なのだろう。とりあえず、とっとと用件を聞いて、早く一人の世界に戻ろう。そうだ、そうしよう。


    　俺おれはそう決意し、少し離れた位置で独り言を繰り返す彼女に声をかけようとして、息を呑のむ。


    　改めて見る、逆さか木き原ばら赤糸の美しさに驚いたのだ。


    　癖のない艶つややかな黒い髪は白い肌はだをより際立たせ、小さく丸いたまご形の顔は顎あごが尖とがっており、切れ長の大きい目に長い睫まつ毛げ、細く通った鼻筋の下にバランスよく配置された小さめの口元。薄い胸板と細い腰は一見頼りなさげだが、スラリと伸びた長い足はしっかりと全身をまっすぐに支えており、彼女の芯しんの強さを物語っていた。


    　しばらく見とれていたが、その美しさは顔やプロポーションから来ているだけのものでないことに気がついた。


    　赤糸は、立ち姿が美しいのだ。もう少し言うなら、体たい幹かんのバランスがほぼ完かん璧ぺきだった。


    　俺の人生にまだ陸上しかなかった頃、世界中のアスリートの動きを何度も繰り返し見るのが好きだった。彼らはそれぞれの競技に特化した筋肉をもつ。しかし稀まれに、どの競技でも通用しそうなバランスのとれた肉体をもつ選手もいる。赤糸の体はまさにそれだった。


    　服の上からではよくわからなかったが、女性らしく柔らかそうなその皮ひ膚ふの下には、細くてしなやかな筋肉があるのだろうな、と思わず想像した。


    「──何を見つめているのかしら。ジロジロとさっきから。奇怪よ」


    　いつの間まにか独り言をやめていた赤糸が眉まゆ根ねを寄せたまま上目遣いで訊きいた。


    「あ、いや……細くて綺き麗れいな体だな、と思って」


    「むーん？」


    　赤糸はそう言って少しの間、自分の体を爪つま先さきから順に確認していたが、やがて視線が自分の胸のところへ来ると一瞬で無表情のまま赤面して、両手で胸元を隠すと半身をよじった。


    「あまり他人のコンプレックスについて思いを寄せるものではないわ」


    「ええと、違うんだ、君の、体をその、筋肉を！　一度、見てみたいな、と」


    「そう。なるほど。するとそういう目で、さっきもバスケ部の女子たちを眺めていたのね。いやらしい。やっぱり大おお垣がい内と歩あゆくんとはもう少し距離をとらせてもらうわ」


    　赤あか糸しはそう言うなり、両足でぴょん、と一メートルほど後ろへ跳び退のいた。


    「誤解だ。そういういやらしい意味で言ったんじゃなくって」


    「仕返しなのね」


    　唐突に赤糸は言う。


    「人のコンプレックスをじろじろと見ることで、私を恥ずかしめよう、という意図なのね」


    「そんな意図はない！」


    「そうなの？」


    　彼女は眉まゆ根ねを寄せたまま上目遣いで訊きく。


    「逆さか木き原ばらさんのコンプレックスが何なのかも知らなかったし。そもそも、そんなものないと思ってたし」


    「ないと思ってた？　──私にコンプレックスが？」


    「……あ、うん。少なくとも、そう思っていた。今こうやって逆木原さんと話すまでは」


    　それは俺おれだけでなく、恐らくクラス全員がそう思っていることだ。


    　彼女は、完かん璧ぺきな少女。眉び目もく秀しゆう麗れい、頭脳明めい晰せき、人当たりもよく、さらに実家が超のつく金持ち。そんな彼女にコンプレックスが存在するとは、誰も想像していないだろう。


    「むーん」


    　赤糸は再びそう言って掌てのひらを頰ほおに当てて少し考えていたが、すぐにこちらを睨にらみつけ、右手の指を三本立てて前に突き出した。


    「三つよ」


    「何が？」


    「私を見くびらないことね。私にだってコンプレックスくらいあるわ。三つあるわ」


    　彼女は堂々とそう言った。


    「ああ、三つってそういう意味か」


    　しかし、見くびる、の使い方はそれで合っているのだろうか。


    「大おお垣がい内と歩あゆくんが先ほど挙げてくれた、私の特徴は確かに間違ってはいないわ。美人だし成績もいいし友達も多いし人望も厚いし運動神経もいいし、クラス委員長だわ。だけれど、それとは関係ない部分で私にはコンプレックスが三つもあるのよ」


    「わ、わかったよ」


    　いくら俺が先に言ったこととはいえ、よくもまあ表情一つ変えずに自分の長所を並べ立てられるものだ。


    　だが不思議なことに、なぜか嫌みには聞こえない。


    「私はその三つのコンプレックスが何なのかを、大垣内歩くんに教えるつもりはないわ」


    　赤糸はそう言うと口元に涼しげな笑みを浮かべ、ふふん、と小さく言うと、満足げに腕を組んだ。


    「いいよ、別に訊きかないし。……一つは、プロポーションのことだってわかったし」


    　その態度に少しだけムッとしたので、わざとそう付け加えた。彼女は組んでいた腕を即座に解き、神妙な顔つきになる。


    「大おお垣がい内と歩あゆくん──どうして私のコンプレックスを知っているの」


    　信じられない質問だった。


    「どうしてって……さっき、自分でそう言ったんだけど」


    「自分で？　私が？　言った？」


    「うん」


    「言うわけないわ。なんて言ったの？」


    　どうやら本気で訊いているようだ。言おうかどうか少しだけ迷うが、素直に教えることにした。


    「逆さか木き原ばらさん……自分の胸を、両手で隠して、『他人のコンプレックスについて思いを寄せる』んじゃないって……」


    「むーん？」


    　彼女はそう言いながら両方の掌てのひらを頰ほおに当てて俯うつむいたが、少ししてから顔をあげる。


    「──言ったわね。私」


    「うん。言ったんだ」


    「ええと、その、なんといえばいいかしら。──忘れて」


    「わかった」


    　忘れられるわけがない。


    「ありがとう。感謝するわ。でも大垣内歩くん」


    「うん？」


    「残念ね」


    「だから何が？」


    　どうやらこのクラスメイトは、思考の過程を飛ばして結果だけ先に伝える癖があるようだった。唐突に繰り出される思いもよらぬ言葉に、思わず突っ込まざるをえない。


    「残り二つのコンプレックスが何であるかは、私は決して口に出さないわ。知りたくなっても私は教えないから」


    　ふふん、と小さく言って赤あか糸しは再び腕を組む。


    　どうせまた、自分から漏もらすに違いない、と思いながら「残念だなあ」とだけ返事をした。


    　逆木原赤糸についての見解を改める必要があるかもしれない。


    　今日きようこうやって赤糸と話をするまで、彼女のことを、とても手の届かない高たか嶺ねの花だと思っていた。もちろん、ルックスや成績の優秀さや家柄などを鑑かんがみると、高嶺の花には違いないのだが、どこか一つ、何かが抜けている。会話が成り立たないわけではないのだが、ところどころでズレる。


    　そう考えると急に赤あか糸しが高たか嶺ねの花のお嬢様から、魅力的なクラスメイトの女子に見えてきて、思わず目を逸そらす。


    　できるなら少しでも長く、赤糸と喋しやべっていたい、と思っていた。


    　また明日あしたになって教室にクラスメイトが集まれば、こうやって今と同じように赤糸と会話をすることは恐らく不可能だろう。


    　今日きようだけでいい。何かお互いの距離をもっと近づけるような会話はないだろうか。


    　共通の趣味とか。電話番号やメールアドレスを訊きくまではいかないにしても、明日からも素直でにこやかに話しかけられるような、面白くて興味深い話題は。


    「電話番号を教えてもらえるかしら」


    　気がつくと、目の前に赤糸がいた。手には最新型のスマートフォンが握られている。


    「何だと？」


    　心を読まれたのかと思い、焦あせって大声が出た。


    「そんなに驚くことかしら。奇怪ね。──ひょっとして携帯電話を持っていないの？」


    「い、いや、携帯、持ってるから。ちょっと待って」


    「早く教えて頂ちよう戴だい」


    　どうやらこちらがスマートフォンを取り出すのを待つつもりは一切ないらしい。電話番号を伝えると、赤糸はその場で発信をしていた。ようやく取り出せたスマートフォンが光る。見るとディスプレイには大きく『非通知』と表示されている。


    「も、もしもし」


    「もしもし。私よ。大おお垣がい内と歩あゆくん。聞こえる？」


    「……聞こえるも何も、目の前で喋ってるだろ」


    「オッケー」


    　赤糸はそれだけ言うと電話を切った。


    「確かに電話は繫つながったわ」


    「あの、どうして非通知なんでしょうか」


    「このご時世に個人情報をホイホイと公開するわけにはいかないもの」


    「俺おれの個人情報はいいのかよ！」


    「むーん」


    　赤糸はスマートフォンを持ったまま、空あいた手を頰ほおにあてた。


    「不用心よ、大垣内歩くん」


    「開いた口が塞ふさがらないよ！」


    「さてと、用事はすんだわ」


    　その言葉に引っかかりを覚えた。


    「てことは……逆さか木き原ばらさんは、俺の電話番号を聞きだすために、話しかけてきたってこと？」


    「そのとおりよ。まさかまだ学校に残ってるとは思わなかったから、少しばかり姿を捜して街を歩いてしまったわ」


    　その言葉で、俺おれの心は一瞬で大きく跳ねあがる。


    　だとするなら。昼休みに交わしたあの視線の意味も、自分の解釈とは大きく異なるんじゃないだろうか。ひょっとしたら彼女は、俺に少なからず好意を抱いだいているのかもしれない。もっと思い切って希望を抱くなら、俺が赤あか糸しに対して今抱いてる好意と同等か──それ以上に。


    　グルグルと回り始めた思考を見透かしたように、赤糸は大きくて切れ長の目をゆっくりとこちらへ向けると、唐突に言った。


    「予約をしておこうと思ったのよ」


    「え、何？」


    「大おお垣がい内と歩あゆくんを、誰かにとられてしまう前に、私がきちんと、取り置きをしておきたくって」


    「ええと、それってつまり……。誰かにとられてしまう前っていうのはその、そのまんまの意味、ってこと？」


    「そのまんまの意味よ。たとえばこの先──それが今夜だとして、誰かが大垣内歩くんのことを滅茶苦茶切実に、心底手に入れたいと請こい願うかもしれないわ。それでも大垣内歩くんには、その私以外の誰かの希望を、きっぱりと断ち切ってほしいの。その瞬間は少しだけ心細くなったり、不安に思ったりするかもしれない。その誰かの失望して絶望した顔を見て、心が大きく揺れてしまうかもしれない。何か摑つかまるものはないかと、水面みなもに浮かぶ藁わらにすがってしまうかもしれない。でも安心して。私が必ず、可能な限り早く、大垣内歩くんの手をしっかりと握りに行くわ。だからもし大垣内歩くんさえ良かったら、私のものになってほしいの」


    　長い睫まつ毛げを伏せ気味に、赤糸はそう言った。


    　学園一の美少女にここまで言われて誰が断ことわるだろうか。赤糸の言うとおりだった。すべては突然訪れる。


    　今や俺の心はノンストップで高速上昇するエレベーターだった。最上階は成層圏のさらに向こうかもしれない。それでも構わなかった。


    「もちろんだ。約束しよう！」


    　感極まって赤糸の手を握りながらそう言った。すかさず赤糸は小さく「うわ」と言ってその手を振りほどく。


    「ん？」


    　なんだか二人の間にひどく温度差を感じたが、あえて気にしない。気にし始めると、エレベーターだと思っていたものが実はフリーフォールだった、という恐るべき未来が待っていそうだった。


    「約束してくれるのね。滅茶苦茶に嬉うれしいわ、大垣内歩くん。本当よ。それじゃあ──指切りをしましょう」


    　赤あか糸しは表情を変えずに、小指を差し出す。


    　当然俺おれはそれに応こたえた。一度は減速しかけたエレベーターは再び加速を始めている。


    「頑固なのよ」


    「ん？　ん？」


    「その昔、指切りの誓いを破ると──女は指を、男は首を切ったそうよ、大おお垣がい内と歩あゆくん」


    「ん？　ん？　ん？　ん？」


    「そうならないといいわね。私、見た目よりもずっと頑固だから。きっと──首を切り落とすまで追いかけちゃうに違いないもの」


    　赤糸はゆっくりと目を閉じると、絡ませていた小指を離した。


    「約束は成立したわ。これで大垣内歩くんは、私のもの。異論はないわよね？」


    「う、うん」


    「これで私、予約に入金したことになる。滅茶苦茶に安心したわ。ありがとう大垣内歩くん」


    　赤糸は冷ややかな澄まし顔を崩そうともせずにそう言った。


    「では──今後とも、よろしくね」


    　赤糸はそう言うと、こちらに背中を向けて、廊下の奥へ歩きはじめる。


    「幾いく許ばくもなく電話すると思うわ。必ず出てね。お願いよ」


    「な、何の用事でかけてくるんだ」


    　我ながら間抜けな質問だ。だが、何かを言わずにはいられない。


    「むーん」


    　赤糸は振り返りもせずに立ち止まってから、言った。


    「消えてしまった、三人のクラスメイトのことよ」
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    　校舎を出ると、もう日は沈みかけていた。正門へと続く桜の並木道を、俺は既にすべて散り落ちてしまった花びらを踏みつけながら歩く。


    　告白された──ってことでいいんだよな。あれは。


    　先ほど校舎で交わされた、いささか奇妙な契約のことを思い出す。学園一と[image: ]うわさされている美少女に、自分のものになってほしい、と願われ、俺はそれを受け入れた。その事実を表面だけ受け取るならば、あれは告白であり、二人は晴れて恋人同士になったはずだった。


    　で、あるならば。今まさに、この瞬間。俺は赤糸と、恥ずかしそうに手を繫つなぎながらこれから訪れるであろう二人のいろいろな可能性のある未来についてにこやかに、少し照れながら語っているはずじゃないのか。


    　百歩譲って未来について語らないにしろ、手を繫がないにしろ──いくらなんでも一人で帰宅ってことはないんじゃないのか。


    　でも、ひょっとしたら自分が知らないだけで、こういう恋愛のスタートもある、のかもしれない。


    　誰でもいい。誰か一人でいい。「ああー、あるよそういうこと、ありあり、気にしなくていいよ、この果か報ほう者ものっ」と、背中をバーンと叩たたいて勇気づけてはくれないだろうか。少しくらい強めに叩いても許す、今なら。


    　俺おれは、相談できるような友達はいないか、とスマートフォンを素早く操あやつり、ここ数日の着信履歴を指でスライドさせる。


    　家。母。姉。姉。家。姉。宅配便（姉は通販で買い物をするとき、なぜか俺の携帯番号で登録する）。父会社。家。母。姉。宅配便。家。姉。姉。姉。姉。姉。姉。姉。姉。姉（宅配便の会社から電話があったか、という確認のため、同じ日に何度もかけている）。家。非通知。……家族と宅配便、そして非通知しか着信がなかった。


    　いっそのこと、姉に相談でもしてみようか、と思うが、即座にその発想は却きやつ下か。


    　どうせあいつに相談したところで──


    「──恋愛の始まりも何も、ドッキリに決まってるだろそんなもん。今晩にでも録画されたお前のアホタレ面づらが動画サイトにアップされて再生回数十万回余裕で突破して、明日あした学校に行ってみりゃ黒板や廊下中にそれをプリントアウトされたもんが至るところに張りだされていて、校内では初対面の学生にすれ違うたびにゲロ吐くほど爆笑されるんだ。バーカ、バーカ、バーカ、バーカ、ざまあみろ」


    　と言われるのがあっという間まに細部まで想像できて、全身が打ち震えた。


    　ダメだ。あいつにだけは言えない。


    　それに、なんだか想像上の姉の言うとおりのような気がしてきて哀かなしくなってきた。動画サイトやプリントアウトはさすがにないにしても、本当にドッキリなのかもしれない。


    　一瞬でも舞い上がってしまった自分が急に惨みじめに思えてきた。


    　くくく、と下唇くちびるを嚙かみ締めて涙を堪こらえる。


    　エレベーターは高速落下中。こんな状態がこの先も続くくらいだったら今すぐにでも逆さか木き原ばら赤あか糸しに確認をとって、ドッキリならドッキリ、冗談なら冗談、気の迷いなら気の迷い、をハッキリさせたい。そのどれでもない、という淡い希望も捨ててはいなかったが。


    　しかし、連絡先もわからない今のところは、落下し続けるエレベーターの中で過ごすしかないという。ため息をついて家路へと歩き始めた。


    　今日きよう一日だけでいろいろなことがあった。


    　発ほつ端たんは、球技大会の参加のことを郷ごう田だに訊きかれたことだった。そこへ巴ともえが乱入してきて、竜りん胆どうに嫌みを言われ、赤糸に見つめられ、仁に科しなの舌打ちを聞かされ──。いや、発端は恐らくもっと前からだ。そう。そもそもは、球技大会のメンバーが足りなくなったことが始まりだったんじゃないだろうか。そうすると、今日きようになって急に話しかけてきた赤あか糸しが、去り際に言った言葉も、あながち無関係や口からでまかせではないような気がしてきた。


    



    　──『消えてしまった三人のクラスメイトのことよ』


    



    　そうだ。今日が特別おかしな一日だったわけじゃない。


    　クラスメイトが、まず一人失しつ踪そうしてしまったときから、おかしな日常は始まっていた。


    　一番はじめに消えてしまった生徒。ええと、彼の名前は、何と言っただろうか。林はやし、山やま下した。どちらだったかな。


    　俺おれは入学早々クラスメイトが一人消えたらしい、と教室が騒ぎになっていたときも、まるで興味がなかった。俺には関係のないこと、と情報を遮断していた。


    　そして、その異変から目を逸そらし続けていた結果、遮断された世界で着々とキャリーオーバーされていた「おかしなこと」が今日の昼休み、郷ごう田だに言われてヘッドホンを外した瞬間に、一気にこちらへと雪な崩だれ込んだのだ。


    　そこまで考えたとき、突然背後から背中を思い切り平手で叩たたかれた。


    「痛い！」


    　思わず肩掛けカバンを手にとった。振り回してやろうかと考えたのだ。


    「悪い悪い。ずーっと何度も呼んでるのにお前がちっとも気がつかねーから」


    　俺の背中に大きな手形をつけた下げ手しゆ人にんは、部活帰りの郷田だった。


    「……悪い。ちょっと、考えごとに没ぼつ頭とうしてた」


    「──球技大会のことか？」


    　真ま面じ目めな顔つきになって郷田は言った。


    「え？」


    「ほんとに、無理ならやめてもいいんだからな、全然」


    「あああ、違う違う。球技大会は、うん。出るから。そのことじゃないよ」


    「そっか。っつうことは、なんだ？　それ以外に歩あゆが考えこむよーなこと……友達が一人もいないこととか？」


    「うん。それは事実だけれど。別に悩んでない。だし、あんまそういうことハッキリクッキリ本人の前で言わないほうがいい」


    「冗談だ。それに、俺は歩の友達だぞ？　たぶん、巴ともえも」


    　郷田は笑え顔がおでそう言うと、わざと激しめに肩を組んできた。


    　言われなくたってわかってるし、俺もそう思ってるよ。


    「考えてたのは──逆さか木き原ばら赤糸のこと」


    　俺は素直に言った。さて、どこまで詳しく、話すべきか。


    　その名前を聞くと郷ごう田だは笑え顔がおをすぐに引っ込めてしまった。


    「逆さか木き原ばら──クラス委員長か。あいつがどーかしたのか？」


    　さらに、露骨に不機嫌そうな口く調ちようになる。


    「いや、ちょっと……郷田、逆木原赤あか糸しのこと、どのくらい、知ってる？」


    「あ？　……どのくらいも何も、別にたいしたことは何も知らねえよ」


    　噓うそだ。


    　俺おれは直感した。郷田は何か知っている。それも、結構たいしたことを。


    　郷田は、わざとらしい咳せき払いを一つ、した。


    「あー。お前、あれか！　やめとけやめとけ、あいつは。確かに顔だけはいいけどな、ありゃ、とてもじゃないけど歩あゆとは釣り合わねーよ」


    「釣り合わなくて悪かったな」


    「え。何。お前、本気であいつと付き合いたいとか、そういう、大それたこと考えてるのか？」


    「別に──そういうわけじゃないけど」


    　というか、ついさっきまでは告白されて既に付き合ってる、とすら思っていたけど。


    「あいつは──逆木原だけは、マジでやめとけ」


    　郷田は、沈んだ声でもう一度そう言った。


    「何を知ってる」


    　もう一度俺は訊きく。


    　郷田は大きなため息をついて言った。


    「逆木原赤糸は、松まつ本もとと付き合ってたんだ」


    「えっ、松本って、行方ゆくえがわからなくなってるやつか」


    「ああ。俺が知ってんのはそれだけだが、あいつだけはやめといたほうがいいってことは、わかる。お前もわかるだろ？」


    　もし郷田の言うことが本当ならば、赤糸は、自分が付き合っていた男子がいなくなって何日もたたないうちに、俺にアプローチをかけてきたことになる。


    　だとしたら、それは確かに普通じゃない。やめておいたほうがいいに決まっている。だが、それでもやはり引っかかるのは、あの言葉だった。


    



    　──『消えてしまった、三人のクラスメイトのことよ』


    



    　それにはもちろん、松本のことも含まれているはずだ。だとするなら、赤糸は、そのことについても、俺に話そうとしているのではないか。


    「なあ、歩。今から俺はすげー変なこと言うかもしれねーが……全部大マジだから、そのつもりで聞いてくれ」


    　郷ごう田だはこちらを見ようともせず、ただ帰り道の進行方向をまっすぐ見み据すえながら言う。


    「わ、わかった」


    「お前、気がついたら、自分が夜の病院にいた。なんてこと、ないよな？」


    　何を言い出すんだこいつは。


    「しかもただの病院じゃない。ものすげーでけー病院だ。電気も水道も通っている。なのに、中には患かん者じやも医者も看護師も誰もいない。そんな病院にハッと気がついたら、一人で立ち尽くしていた。……そんなこと、今までなかったよな？」


    「幸い……そんな貴重な体験は、まだしたことがないけど」


    「だろうな……そんな経験、できることならしないほうがいい。だけど、もしかしたら、この先長い人生、そんな珍しい目に遭あうようなことが、起こらないとも限らない。そうは思わないか？」


    「思わないよ。思わない。全くもって思わないぞ、そんなことは」


    「もしかしたら。イフ、の話だ」


    「だとしたらもうちょっと楽しいシチュエーションにしろよ。なんだよ、誰もいない巨大な夜の病院って！　おっかねえわ！　何だ、夢の話か？　夢占いか何かか？」


    「そうじゃない。いいから聞いてくれ。変なこと言ってるのは俺おれだってわかってる。でもこれ、マジなんだ」


    「……何なんだよいったい」


    　郷田の顔はとても冗談を言っているように見えなかったので、俺は先を促うながす。


    「その病院には、中身のない着ぐるみがあるんだけど、話しかけてくるんだ」


    　やっぱり黙ってられない。


    「郷田……大丈夫か？」


    「大丈夫だよ！　歩あゆ、俺がおかしく見えるってのか？」


    「見える。すごく見える。今のお前に評価を一つするとすれば、『残念』だ」


    「憐あわれむよーな目で見るんじゃねえ。変なこと喋しやべってるのは、承知してんだ。ただ、マジな話だから、これ。最後まで聞いてくれ」


    「わかったよ」


    　夢の話か、おかしなファンタジー・ホラー映画のあらすじか何かなのだろう。とりあえず結末を聞くまで、俺は気にしないことにする。


    「その中身のない着ぐるみは、お前に、自分を着てくれ、と言うと思うんだ。だけど歩、絶対に着ちゃダメだ。それは、絶対に着てはいけないやつだからな。なんと言われようが、着ないでくれ」


    「わかったわかった。着ない。着なきゃいいんだろ。了解したよ」


    「頼む」


    　郷ごう田だは、立ち止まった。俺おれは少し歩いてから振り返ってその顔を見た。やはり、冗談や面白い話をしているような顔ではなかった。


    「絶対に着ないって、約束してくれ」


    　約束。その言葉を聞くのは、それをさせられるのは、今日きようで二度目だ。


    「約束……？」


    「きちんと約束してくれ。着ぐるみを、絶対に着ないってことを」


    「……わかった。約束するよ」


    「本当か？」


    「ああ。俺は、病院で頼まれても、着ぐるみを、着ない」


    　昼休みと同じように、一つ一つの言葉を大切に、俺は郷田の目に向かって、そう言った。


    　最後まで聞き終えると、郷田は白く綺き麗れいに並んだ歯を見せながらこちらに駆かけ寄ってきた。


    「安心した！　それなら俺と歩あゆは、いつまでだって友達でいられるからな！」


    　そう言うと郷田は再び勢いよく肩を組んでくる。何のことかはわからないままだが、俺は恥ずかしげもなくこういうことを言い、ハッキリと態度に出す郷田の臆おく面めんもない性格が、嫌いではなかった。むしろ羨うらやましくもあったし、好ましかった。
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    　結局その後、すぐに郷田とは別れ、俺は帰宅した。


    　カバンを床ゆかに投げ出し、スマートフォンを充電器に置き、ベッドに仰あお向むけに倒れこみ、白はく熱ねつ球きゆうの明かりに照らされる天井を見つめながら考える。


    　明らかに郷田は、嫌悪に近い感情を、彼女に抱いだいている。


    　理由は恐らく──消えた松まつ本もとに関することだろう。


    　それがいったい何で、どういった種類のいざこざなのかはわからないけれど。大なり小なり、何かがある。なければ、あの態度はおかしい。それに、去り際まで話していたあのおかしな話と、それに関した意味不明な約束。


    　あれはいったい、何なのだ。


    　放課後の校舎で赤あか糸しにさせられた約束といい、おかしなことが多すぎる。むくり、と上半身を起こし、髪の毛をかき乱す。


    「おかしなことってのは、いつだって突然一気にやってくる、が……」


    　さっき、赤糸が言っていた台詞せりふを思い出していると、突然ドアの開く音がした。


    「突然じゃねーわ。前々から起こってたのを、お前が気がつかなかっただけだろ」


    　まだ春先だというのに大きめのＴシャツにハーフパンツ姿の姉が立っていた。


    「もしくは、目を逸そらしていたか、だ。いつぞやの左足のときみてーに、な」


    「か、勝手に開けんなよ。ノックしろって」


    「あ？　めんどくせーわ。晩飯だってさ。とっととなんか着て降りてこい」


    　そう言うなり姉はさっさと階下へ降りていった。そして俺おれは、姉が下着姿だったことに気がつく。


    



    　夕食をすませ、リビングでぼーっとテレビを眺めてから自分の部屋へ戻った俺は、充電中だったスマートフォンの画面が光っていることに気がついた。


    　心臓がどくん、と跳ねあがる。急いで手にとると、そこには『非通知』と書かれた着信履歴が表示されていた。


    　二件。およそ一時間前と三十分前にかかってきていた。俺は慌あわてて学校の書類を分類したファイルをひっくり返す。この中に確か連絡網があったはずだ。すぐに見つかり、逆さか木き原ばら赤あか糸しの名前を探す。それは連絡網の一番上にあった。しかし、赤糸の電話番号は記されていなかった。


    「載ってない！」


    　思わず叫ぶと、ほぼ同時に隣の姉の部屋から壁を蹴ける音がした。「うるせーぞ！」という声とともに。


    　俺はベッド脇わきの時計に目をやる。二十三時半。


    　常識で考えるならばもう電話はかかってこないような時間に思える。だが、連絡網に連絡先を載せないようなクラス委員長にそんな常識は通用するだろうか。


    　その瞬間。手の中のスマートフォンが光った。画面には『非通知』の文字が浮かぶ。


    「もしもし」


    　俺は隣の部屋を気にしながら小声で電話に出た。


    「三度目よ。私がこの番号にかけるのは」


    　電話の向こうから赤糸の冷たく沈んだ声が返ってくる。


    「悪い、テレビ見たり、リビングで一家団だん欒らんをしてたんだ」


    「その時間を禁止したりはしないけれど、これらからは可能な限り、いつでも電話に出られるようにしておいてもらえるとありがたいわ」


    「わかった。ごめん」


    　なぜか謝ってしまった。


    「今日きようのところは許すわ。初めてだものね。でも、私からの電話は、何を差し置いてもすぐに出てほしいわ」


    「わ、わかった」


    　咄とつ嗟さにその要求を受け入れたが、すぐさま勝手だな、という思いが湧わき上がった。


    「ま、まて逆木原。いくらなんでも、何を差し置いてもってのは難しいときもあるぞ。俺だって、電話に出られないときもある」


    「──かもしれないわね。でも、そんなのは、許されないのよ、大おお垣がい内と歩あゆくん。学校で言ったでしょう？　大垣内歩くんは、もう私のものなんだから、電話に出られないときっていうのは、今後一切なくしてもらわないといけなくなったのよ」


    　なんてことだ。思わず全身が緊張する。赤あか糸しはとんでもない束そく縛ばく女だったらしい。


    「い、いやしかし──」


    　もう少し譲じよう歩ほしてもらおうと思ったときだった。


    「時間がもったいない。説明するよりも直接に味わってもらったほうが早いだろう」


    　そんな、太く静かで落ち着いた男性の声が──電話の向こうから聴こえた。


    　赤糸は、誰か、男の人とそこにいる。それを理解した瞬間、全身の皮ひ膚ふがざわついた。誰といるんだ？　即座に思いついたのは、松まつ本もと、という名前の失しつ踪そうしたクラスメイトだった。赤糸と付き合っていた、と郷ごう田だは言った──。


    「そうね。あなたの言うとおりだわ。本当はじっくりと説明してから、のつもりだったのだけれど──まさか電話に出ないことがあるなんて思いもしなかったものだから」


    　赤糸は電話の向こうで、何者かわからないその男性に、答えた。


    「それじゃあ大垣内歩くん」


    「は、はいっ」


    　思わず敬語になってしまった。


    「私が夕方、言ったことは覚えているわよね？　とても、大事なことよ」


    　夕方言われたこと。学校で、赤糸に。


    「お、覚えているけれど」


    「今、どんな格好？」


    「まだ制服のままだけど……」


    　それよりも、この電話は、いったい何なのだ？　赤糸は今誰と一緒で、いったい俺おれに何を味わせようとしてるんだ？


    「安心したわ。それじゃあ、改めまして、大垣内歩くん──」


    「何」


    「──遊びましょう」


    　その瞬間。耳にあてていたスマートフォンの画面がぐにゃり、と柔らかくなったかと思うと、水面のように広がり、まるで意思をもった生き物のように空中に伸びる。


    「……は？」


    　思わずスマートフォンを顔から離すが、空中に広がった画面は一瞬でその範囲をさらに拡大し、音もなく俺の全身を包み込んだ。


    「わあああっ！」


    　頭から一気に全身を包み込もうとするスマートフォンの画面から身をかわそうと、上半身をひねりながら顔の前を両手で覆おおった状態で、叫んだ。思わず再び隣の部屋から壁を蹴けり上げる音に耳を澄ます。だがいつもなら即座に鳴るその音は、いつまでたっても聞こえてこなかった。


    　恐る恐る目を開ける。視界が何も捉とらえない。そこは、真っ暗な世界だった。


    　自分の部屋の白はく熱ねつ球きゆうの明るい光に慣れていた目が、急激に光量の変わったこの場所にまだ対応できていないのだ、とわかった。


    　顔の前に掲げていた腕を下ろし、目を細めて視界が回復するのを、少し待つ。


    　鼻び孔こうの奥に、冷たい消毒液の匂においが入り込む。続いてほかの、アルコールや薬品の匂い。


    　この匂いを嗅かぐのは初めてではない。今までも何度も嗅いだことがある。たとえば、去年の秋に。その場所の空気が、知っている匂いなので安心すると、ある程度緊張が解けたのか、視力が急速に回復してきた。


    　さっきまで真っ暗な場所だと思っていたそこには、薄暗いが、光があった。


    　視界の中がすべて、深く沈んだ青白い光で一色に塗り込められている。それ以外の色は、その光が作り出す真っ黒な陰だけだった。


    　光源は背後から差しこむ光量の低い蛍けい光こう灯とうの色だ。


    　青白い光が目の前に置かれている物体を浮かび上がらせる。それは、むき出しのマットレスが置かれた簡易なパイプベッドだった。ベッドの脇わきには、小さめの物入れを兼ねたテーブルと、円椅い子す。壁際には洗面台があった。正面にはブラインドの閉じられた窓がある。視界に入る物と鼻につく匂いで、ここがどこか判断がついた。


    「──病室だ」


    　患かん者じやのいない入院用の個室。俺おれはそこに立っていた。いったいいつからそこにいたのかはわからない。というか、つい一瞬前まで、家の自分の部屋にいたはずだ。


    　ようやく視界がひらけ、ひとまずベッドの上のマットレスに腰を下ろす。


    　俺は自分の手の中を確かめる。スマートフォンがあった。すぐに日時を確かめようとしたが、そこには見慣れたはずの画面は表示されてはいない。


    「何なんだこれ……」


    　ディスプレイには、よく知っているものが写っていた。


    　つい数時間前、ベッドに寝っ転がりながら見つめていた景色。俺の部屋の、天井だ。それがスマートフォン内蔵のカメラで撮影したときのように、表示されていた。


    　どのボタンを押しても画面には何の変化も起こらなかった。一度電源を落としてみようと試みるが、それすらも全く反応しなかった。しばし途方にくれて、天井の画像を見ていると、ときどき画面全体が揺らぐのに気がついた。


    　ほんの一瞬だが、不定期に画面全体が大きく歪ゆがむ。


    　壊れたのだろうかと焦あせっているうちに、ディスプレイがゆっくりと、大きく歪み、一瞬真っ暗になったかと思うと、そこには薄桃色に光り輝かがやき、幾重にも重ねられた巨大な翼が画面いっぱいに表示された。


    　慌あわててもう一度よく見ようとしたが、既に画面は自室の天井に戻ってしまっていた。


    「……何だったんだ、今の」


    　あれはまるで、ヨーロッパの教会の壁画などに描かれた天使がもつような、そんな美しくも荘そう厳ごんな翼のように見えた。もちろん、そんな画像ファイルは保存されていない。保存した覚えもなかった。


    　しばし呆あつ気けにとられていると、夕方、帰り道に郷ごう田だから言われた言葉が脳のう裏りをよぎる。


    



    　──『お前、気がついたら、自分が夜の病院にいた。なんてこと、ないよな？』


    



    　ある。あったよ。郷田。そんなこと、あった。今、まさに、それだ。


    　そんな経験をしたとき、あいつはその後、なんて言っていたっけ？　適当に受け流していたので、どうしても思い出せない。


    　今、まずそのことを思い出すのが先決だろうか。その前に、家に電話しなければ。というか、この建物から出なければ。公衆電話はあるだろうか。いや、小銭がない。そういえば、赤あか糸しとの通話が切れてしまってるようだけれど、また怒っていないだろうか──。


    　ダメだ。考えが混乱してまとまらない。とりあえずこの個室から出てみようか、とベッドから腰をあげたときだった。


    「……こっちだ」


    　その声は確かに聞こえた。思わず辺りを見渡す。個室の中に人の気配はない。すると今の声は、部屋の外から聞こえたのか。


    「……こっちに来てくれ、お願いだ」


    　高く透き通った声が、今度は部屋の外からハッキリと聞こえる。


    　赤糸の声か、もしくは電話の向こうにいた男性の声かと一瞬思ったが、その誰の声とも違うようだった。声に従って部屋の外に出ようとしたとき、足が止まった。


    　何かの罠わなだったら？　何の罠かはわからないし、罠にかけられるようなことをした覚えもないのだが、とにかく今のこの状況は、どこからどこまでも普通じゃない。


    　そもそも自分がなぜ今こんなところにいるのかもわからない状況で、誰のものともわからない声に従って行動するのは得策とは思えない。何よりも、あの声が俺おれにかけられたものなのかどうかさえわからないじゃないか。


    　そう考えて個室のドアの側に寄り、もう一度耳を澄ます。


    「……君に言ってるんだ。君にお願いをしているんだよ。その部屋の中にいるんだろう？　じっと身を潜ひそめているね。お願いだから一度、こちらへ来てほしい。頼んでるんだ」


    　もう一度声が聞こえた。


    　その高く澄んだ声は少年の声のようにも聞こえる。小学生か、それよりも幼おさないのではないか。そのわりには、話す言葉がやけに大人びているし、まわりくどい。


    　どうやら息を潜ひそめて隠れていても、向こうは既にこちらを捕ほ捉そくずみらしい、俺おれは思い切ってドアの外へ話しかけてみる。


    「誰だ？」


    「誰だって訊きかれても、困るな。僕は僕だ。ねえ、お喋しやべりならこっちに来てくれたらいくらでもゆっくり付き合ってあげるから、とりあえず早いところこちらへ来てくれないかな。どうして来てくれないんだい。ねえ、頼むよ。冗談でも何でもないんだ。早く──」


    「ダメだ。このまま話す」


    　高く澄んだ声は、一度話しだすと早口で一気にまくし立てるので、途中で遮った。


    「このまま話すったって、そんなの無理だよ。むちゃと言い換えてもいいな。僕は君に直ただちにこちらへ来てほしいし、君だって僕のもとに何を差し置いても直ちにやって来るべきなんだよ。そんなことは、道端に転がっている小石を蹴けり上げることよりも簡単にできるはずだし、それよりもよっぽど有益なことなのに！　もし君が小石を力任せに蹴っ飛ばして、どこかの屈強な肉体をもった誰かの頭にヒットさせることが、何を差し置いても有益だって言うなら訂正するけれど、そこまで君はアホじゃないだろう、違うかい？」


    「黙れって言ってんだよ！」


    　よくもまあ、ベラベラと喋るものだ。しかも同じことをまわりくどく何度も何度も。


    「お前がこっちに来たらどうなんだよ？」


    　そう言ってやった。そうだ。お願いするほうが足を運ぶべきなのだ。どうしてこっちが見も知らぬ正体もわからないやつのお願いを、ホイホイと聞かねばならないのだ。


    「……こっちに来い？　こっちに来いだって？　僕がそっちに行くべきだって？　君は本気でそんなことを言っているのかい？」


    　ドアの向こうの声は驚きを隠そうとせずにそう答える。


    「言ってるよ、もちろん、本気だ」


    「呆あきれたな。もちろん僕だってそうしたいさ！　それが可能ならばね！　こうやって君とベラベラと何の積み重ねにもならない言葉を消費しているくらいなら！　君がここに連れてこられたその瞬間にでもそうしていただろうさ！　だけれど、それが僕には無理なんだ！　ずっとお願いをしているってことは、そういうことなんだって想像が、どうして君にはできないんだ？　少しは考えてみてくれよ、大声でわーわー喚わめく前にさ！」


    　そいつは、大声でわーわー喚きながら言った。


    「ちょっと待て。連れてこられたって言ったか、今」


    「もう君の言葉には答えないよ僕は。答えてほしかったら、君がこちらへ来るべきだ。すべてはそこからスタートさせようじゃないか」


    「連れてこられたってことは──俺おれがここにどうしているか、知っているってことか？」


    「僕は何も答えないんだ」


    「友達が、夜の病院へ来るようなことがあるかもしれない、って言ったんだ。──そいつも以前、ここに連れてこられたことがあるのか？」


    「そいつが誰かは知らないけれど、連れてこられるのは別に、君が今日きよう、初めてじゃないはずだよ」


    「お前、たとえば……俺のクラスメイトのこと、知っているか。郷ごう田だ勇ゆう気きって名前なんだが」


    「答えないって言ったのに答えちゃったじゃないか。もう答えないよ僕は──郷田？　郷田勇気だって？」


    　その声は突とつ如じよ、慌あわてふためいた言い方になった。


    「そうだ。俺のクラスメイトの、郷田だ。おい、知ってるんだな、そいつはいったい今、どこにいる？」


    「なんてこった！　君もあいつの知り合いなのか！　いいから早くこっちへ来てくれ！　このままだと僕も君も、あいつらに殺されるぞ！」


    　殺されるだって？　郷田に、俺が？　ありえない。あいつに限って、そんなことはしない。


    「君も？　も、って言ったな？　俺のほかに誰がここに連れてこられているんだ？　それに、あいつらって、どういうことだ？　郷田と、ほかの誰が、俺を殺すっていうんだ？」


    「質問なら答える！　でも、それは君がこっちに来てくれたら、だ！　頼む！　その部屋を出て目の前、正面の病室に僕はいる！　すぐにこちらへ来てくれ！　僕からはそっちへは行けないんだ！」


    「質問に先に答えろ！」


    「頼むからお願いだ！　君がこちらへ来てくれなければ、僕は質問に答える前に殺されるし、君も質問の答えを知る前に死んじゃうんだ！」


    　その言葉で俺は動いた。体を寄せていたドアを勢いよく横に引き、廊下に飛び出す。廊下を挟んで目の前にある病室のドアを思い切り開け、中に飛び込んだ。


    　そこは先ほどまでいた部屋とほとんど変わらない。


    　目の前にはブラインドの下りた窓。マットレスの置かれたパイプベッドに洗面台。部屋の中には電気が点ついておらず真っ暗だったが、廊下から差しこむ青白い蛍けい光こう灯とうの光が部屋の中を一色に染めていた。


    　そいつは、マットレスの上に丁てい寧ねいに畳まれていた。


    「ようやく僕の願いを聞いてくれた。感謝するよ。お喋しやべりは後回しだ。さあ早く君、僕を着てくれ──」


    　蛍光の緑色の細くて柔らかな毛に包まれた体は外側だけで中身がなく、ペコリとへこみ、そのまま大きくて丸い頭部に繫つながっていた。


    　頭部もやはり蛍けい光こうの緑色をした柔らかそうな毛で覆おおわれており、頭頂部の両側には、てろん、とした耳のようなものが垂れており、顔の真ん中には大きな単眼がこちらを見み据すえ、その真下に空いた空洞が、高く澄んだ声を発した。


    「さあ君。直ただちに速やかに迅じん速そくに、僕を着てくれ」


    　ベッドの上で、大きな着ぐるみが、そう頼み込んできた。
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    　　　第二章　Reise, Reise ～起きろ、出発だ～


    



    　──『その病院には、中身のない着ぐるみがあるんだけど、話しかけてくるんだ』


    



    　夕方、クラスメイトが俺おれに言った言葉が蘇よみがえる。


    



    　──『その中身のない着ぐるみは、お前に、自分を着てくれ、と言うと思うんだ』


    



    「時間がない。早く僕を着てくれ。それしか道はないんだ」


    　ベッドの上の中身のない着ぐるみは、空洞の口でそう言った。俺は後ろ手で閉じた病室のドアにもたれかかって、こめかみを押さえた。


    「郷ごう田だ。残念だ、なんて評価して悪かった。お前、わけのわからん世よ迷まい言ごとを言っていたわけじゃなかったんだな」


    「何かを反省したり後悔したりするのは僕を着てからでも遅くない。さあ君、僕を手にとって、着込んでくれ。何、難しいことじゃない。おまじないをするより簡単さ。僕の口を思い切り広げて、そこに足から順番に全身を入れていってくれたら、あとはこちらで調整するから。さあ、早く」


    　相変わらず中身のない着ぐるみはベッドの上で高く澄んだ声を出している。


    　なるほど。中身がないのであれば、自分からは来られないはずだ。わーわーと喋しやべれても、自分で動くことは全くできないらしい。


    　俺は忙せわしなく頼みごとを続ける着ぐるみを見つめながら、郷田の言葉を次々と思い出していた。


    



    　──『絶対に着ちゃダメだ。それは、絶対に着てはいけないやつだからな。なんと言われようが、着ないでくれよ』


    



    「──わかったよ郷田。着なきゃいいんだろ、こいつを」


    　俺のその声に、着ぐるみは声をつまらせた。


    「今、なんて言ったの？　聞き間違いじゃないといいんだけれど──僕を着ない。そう言ったのか、まさか、君は」


    「ああ。確かにそう言った。お前を、着ないって」


    「ねえ君、僕とは初対面なんだ。もう少しこちらに気を遣ってもらえるとありがたいな。たとえば、冗談なら笑いやすいやつを選ぶ、とかそういった気遣いなんだけど」


    　着ぐるみは、頭部の大きな単眼を少し細めて、慎重にそう言った。こちらの次の出方を窺うかがうように。


    「悪いけれど、冗談じゃない。大マジなんだ。悪いな、夜の病院で出会う着ぐるみの言うことは聞くなって、友達に忠告されていてね。特に、自分を着てほしい、というような頼みごとは絶対に無視するように、って。それで俺おれはさらにお前の都合の悪いことには、それを素直に許きよ諾だくして、約束までしてしまっているんだよ、残念だな」


    　思わず、この着ぐるみの口く調ちようを真ま似ねて皮肉っぽく言ってしまった。着ぐるみはさぞヒステリックに言い返してくるだろう、と予想していたが、その反応は違った。


    「──その約束をさせたのは、郷ごう田だ勇ゆう気きだね？」


    　ゆっくりと、確認するようにその名前を口にする。


    「……そうだけど」


    「なら、問題ない。その約束は、直ただちに破は棄きしてしまえばいいさ」


    「そんなことできるかよ。男が友達とした約束をやすやすと破るなんてできるわけない」


    「郷田勇気は、君に僕を着られると困るからそんな約束をさせたんだ。つまり、僕を着られると──殺しにくくなってしまうからね」


    「だから何だよさっきから。どうしてあいつが俺を殺すんだっ──」


    　言い終わらないうちに、激しい音が狭い病室に響く。もたれかかっていたドアに強く大きい衝撃を感じて俺はバランスを崩し、ベッドにもたれかかった。


    「なん、だ……？」


    　俺は思わずお喋しやべりな着ぐるみを右手にとり、閉じられたドアへ視線を飛ばす。


    「──だから言ったんだ。時間がないって。あいつが殺しに来たんだ。さあ、僕を着てくれ」


    　衝撃を与えられた病室のドアはまだ細かくビリビリと震えていたが、それも収まらないうちに新たな衝撃──先ほどよりずいぶん大きいものが加えられ、大きく真ん中から上下に折れ曲がると、枠からゆっくりと外れて病室の中へ倒れこんできた。


    「──開けにくいドアだ」


    　ぐるるる、とくぐもった低い唸うなり声の後、力強く野太い声がする。


    　そいつは、病室の入り口に、廊下の蛍けい光こう灯とうの光を背に、立っていた。逆光になっているので顔は見えない。足下から伸びる影が少し動いて、床ゆかに座り込んでいる俺の顔に重なった。


    　二メートルはあるかと思われる身長に巨大な頭部、体は威圧感のある逆三角形。


    　いからせた肩から伸びる太い二本の腕と、地面をしっかりと支える、細いが力強くしなやかな両足。さらに全身を覆おおう針金のように太い紫色の体毛。影の中に浮かび上がった金色に光る二つの目は、品定めをするようにゆっくりとこちらの全身を舐なめまわし、眼球の発する光には余裕すら感じられる。


    　ぐるるる、と喉のどの奥で唸うなると、そいつは顔をゆっくりと動かし、俺おれが抱え込んでいた着ぐるみに視線を向けた。動いたシルエットを見て俺は、そいつの目の下の顔──鼻と口が、長く前方に突き出ていることを知った。これは。この顔はまるで──犬。いや、狼おおかみだろうか。


    　次の瞬間、その大きな口が上下に勢いよく開いた。


    「このドアは開けにくいんじゃなくて、横にスライドさせるんだよ、アロ」


    　二本足で立つ巨大な狼の口の中、もう一つの顔があった。懐なつかしく、直前まで思い浮かべていた顔が。


    「──郷ごう田だ」


    「よお、歩あゆ。……しばらくぶりだな」


    　郷田は、狼に食われていた。いや、その表現は正しくない。──郷田は、狼を着込んでいた。狼の頭部のついた、着ぐるみを。


    「見つかった。──もうおしまいだ。手遅れだ。早く僕を着ないから、僕たちは二人とも、あいつらに殺されるんだ。恨むぞ、僕は君を」


    　腕の中で着ぐるみが、ブツブツと恨み言を言った。


    「馬ば鹿か。こいつなら大丈夫だ。郷田は、俺を絶対に殺さない。──郷田、教えてくれ。いったい、こりゃ何だ？　どういった展開なんだ？　これもひょっとして、球技大会みたいな面白レクリエーションなのか？」


    「──約束、守ってくれたんだな」


    　郷田は質問に答えずに、沈んだ目つきでこちらを見ながら言った。


    「あ？　ああ、着るなって言われたから。着てないけど、それよりも教えてくれよ、どういった事情なんだこれ？　逆さか木き原ばらと電話してたら突然、こんな──あいつもどっかにいるのか？」


    「逆木原だと？」


    　その言葉を聞くなり、郷田に着られている狼の着ぐるみ──アロ、とか呼ばれていた──は怒ど気きを含んだ声でその名前を繰り返して、ぐるるる、と喉の奥で唸る。


    「お前、あいつの仲間なのか──。おい勇ゆう気き、やっぱり俺は賛成できねえ。こいつらは、信用できねえ。あいつの名前を出したのが理由だぜ。今ならちょうどいい。今ならすげー間に合ったって感じだぜ。急いで捜した甲か斐いがあった。なあ勇気。こいつら今のうちに──」


    「黙っててくれ、アロ」


    　郷田に言われてアロは言葉を引っ込める。アロとかいう狼を着た郷田は、それまで睨にらみつけていた三さん白ぱく眼がんを崩し、精いっぱい柔らかそうに微ほほ笑えみながら、言った。


    「歩。お前は、逆木原赤あか糸しの仲間なんかじゃないよな？　俺との約束を守って、そいつも着ないでいてくれた。だから俺は、お前と友達でいられるんだ。こいつは──アロはこう言うけれど、俺はお前を信用している。だから、お前も、俺を信用してくれ。そいつを着ないまま、俺の言うことを聞いてくれ。そうすれば、俺がお前を守ってやる。必ずだ」


    「信用するな」


    　腕の中の着ぐるみは忌いま忌ましげに呟つぶやく。


    「ちょ、ちょっと待ってくれ、郷ごう田だ。約束は守ってるけれど、仲間とか、守るとか、信用するとか、いったい何のことなんだよ。ベラベラとよく喋しやべる着ぐるみは、そもそも何なんだ？」


    　言いながら、俺おれの耳元に、赤あか糸しの声が蘇よみがえる。


    



    　──『予約をしておこうと思ったのよ』


    



    「まずここは──この病院は、いったいどこなんだ？　お前、知ってるんだろう？」


    



    　──『今夜誰かが大おお垣がい内と歩あゆくんのことを滅茶苦茶切実に、心底手に入れたいと請こい願うかもしれないわ』


    



    「まずはそれから──説明をしてくれよ、いろいろと、順序ってものがあるだろう」


    



    　──それでも大垣内歩くんには、その誰かの希望を、きっぱりと断ち切ってほしいの。


    



    「きちんと一から教えてもらって、俺がそれを理解してからじゃないと──お前の願いだって、オッケーわかったってノリで受け入れるわけにはいかないんだ」


    「……信用しないのか？」


    　郷田は不自然に作っていた笑え顔がおを歪ゆがめて、再びあの三さん白ぱく眼がんになった。俺は少し、身構える。


    



    　──その誰かの失望して絶望した顔を見て、心が大きく揺れてしまうかもしれない。


    



    「信用しないわけじゃない。そうじゃないさ、郷田。だけれど、俺にだって、いろいろと約束事ってもんが──」


    「勇ゆう気き。こいつぁやっぱりダメだ。間違いねえ。こいつぁ、あの女の仲間だ。全身あいつの匂においがプンプンにおってきやがる。──それにこいつの体臭もだ。こいつは、俺たちをハッキリと、敵だって認識してるみてーだぜ？」


    「黙ってろアロ！」


    　郷田は再び狼おおかみの着ぐるみの声を遮った。


    「なあ、歩。俺はお前の敵じゃない。信じてくれ。それを着ないでいてくれてるうちは──俺は、お前を守れるんだ。なあ、歩。この先、お前一人じゃ何もできないんだ。わかるだろ？　お前のその足じゃ──」


    　その瞬間、理解した。


    　俺おれは、郷ごう田だ勇ゆう気きに、同情されている。守ってやる──というのは、そういう意味だ。俺は今まで、郷田に、同情されていたのだろうか。


    　全身の筋肉が一斉に緊張した。


    「ほう」


    　アロが言った。


    「怒りの匂においに変わったぜ」


    　ぐるるる、と唸うなる。


    「べ、別に守ってもらわなくたって──何が起こってるのかわからないけれど、俺だって別に、一人で、何もできないわけじゃ」


    「あーあーあーあー」


    　アロの野太い声に遮られた。思わず顔をあげると、狼おおかみの着ぐるみの口の中に、その顔はあった。郷田は俺を見下ろしていた。


    　憐れん憫びん。[image: ]笑。侮ぶ[image: ]べつ。優越。悦楽。楽観。失望。落胆。嫌悪。そのどれもがないまぜになったような歪ゆがんだ顔で。


    　お前も、そんな顔で俺を見るのか。左足の膝ひざがずきん、と痛む。


    「もういいぜ。これ以上は、時間の無駄だ。全てこいつの匂いが教えてくれる。長ったらっしいお喋しやべりなんか、全部無駄だってな。だいぶ時間は経たっちまったが、間に合ってるぜ。まだこいつは、そいつを着ていない。なあ勇ゆう気き、選択肢は二つだ。殺すか、すぐ殺すか、だ」

  


  [image: ]



  
    「歩あゆ、断ことわるのか──」


    「──またとない機会だ」


    　アロの口が閉じ、今度は郷ごう田だの言葉が遮られた。


    「終わった」


    　俺おれの右手の着ぐるみの中から、小さく諦あきらめの声が聞こえる。


    「今のうちに二人とも、殺しちまおう」


    　そう言うなりアロが、素早く膝ひざを曲げ、地面を蹴けり飛ばす準備をするのが目に入る。


    　その巨体が、こちらへまっすぐに跳んでくる──咄とつ嗟さに左手で顔をかばう。だが、腕の下から見える視界には、想像していたのとは違う光景が映し出された。


    　アロの巨体は、病室の入り口からまっすぐこちらへ飛び込んでくるのではなく、真横へと不自然に吹っ飛んで消えた。


    　廊下の向こう側。何か巨大な力が、アロに真横からぶつかったのだ。


    　からん、からん、と乾いた音がいくつか、アロが消えていった廊下の先──ずいぶんと遠くから聞こえた。


    「今のうちだ！」


    　右手の中から高く澄んだ声がして、思わず顔の左手を下ろす。


    「え？」


    「逃げるんだ！　今のうちに！」


    　着ぐるみの声に従い、俺は全速力で病室を飛び出した。


    



    
      ＊　　　　　＊　　　　　＊

    


    



    「いよいよ、滅茶苦茶に殺される準備はできた──のね？」


    　赤あか糸しは、骨でできたその着ぐるみから、からん、と乾いた音を一つさせて、言う。


    　辺りに立ち込めている粉ふん塵じんは、まだ納まりそうになかった。


    「できることなら、殺されたくないんだが」


    「──そうでしょうね」


    　赤糸は、涼しげな顔でそう言った。その表情からは、何を考えているのか全くわからない。


    「俺をここへ呼んだのは、お前だな？」


    「──ええ、そうね」


    　赤糸からかかってきた夜中の電話。〝遊びましょう〟という誘い文句。


    「さっきのあれは、俺を助けてくれたんだろう？」


    　郷ごう田だと、彼に着られたアロへの、横合いからの一撃。


    「──ええ、そうね」


    「俺おれは、お前との約束を守ったよな？」


    「──ええ、確かに、そうね」


    　郷田の〝守ってやる〟という誘いを断ことわった。


    「それなのに、俺を殺すのか」


    「──誰が？」


    「いや、お前が」


    　赤あか糸しは、表情を変えぬまま、ひょこっと、首をかしげた。


    　からん、と乾いた骨の音が一つ鳴る。


    「──私が？　どうして？」


    「いや、どうしてかはわからないけど、さっきの──アロってやつみたいに、俺とこいつを、今のうちに殺そうってつもりじゃないのか」


    　郷田の名前は出さなかった。あいつと、アロの意見は違ってるように思えたからだ。


    　赤糸は、反対側へもう一度首を傾かしげる。からん。


    「──そんなつもりは毛もう頭とうないけど」


    　赤糸は、冷たい目のままそう言ったが、その両手にはいまだしっかりと巨大な骨でできた鎌かまが握られている。


    「お、お前はそのつもりでも、その着ぐるみは殺すつもりかもしれないじゃないか。さっきだって、あいつは別に俺を殺すつもりじゃなかった。けど、着ぐるみのほうは、そのつもりだったんだ」


    



    　──『殺しちまおう』──その言葉は、郷田からではなく、着ぐるみから発せられたのだ。


    



    「──ボンが？」


    「ぼ、ぼん？」


    「ねえ、ボン。大おお垣がい内と歩あゆくんは、こう言ってるのだけれど──あなた、彼を殺すつもりなの？」


    「──私にその意思はない。私は、赤糸の思うようにしか、行動しない」


    　太く静かな、落ち着いた声が聞こえた。


    　骸がい骨こつの着ぐるみは、赤い瞳ひとみをこちらへ向けたまま、ゆっくりとそう言った。


    　その声には聞き覚えがあった。赤糸との電話の際に向こうから聞こえた声だ。


    　行方ゆくえ不明になった松まつ本もとというクラスメイトの声じゃなく、この着ぐるみの声だったのか。


    「ほらね、大垣内歩くん」


    　赤糸はボン、と呼んだ骸骨の着ぐるみの中から言った。


    「彼もこう言っているわ。これで安心してくれたかしら。私たちに、あなたを殺そうなんて意思はないのよ」


    「そ、それじゃあどうして、そんな物ぶつ騒そうなものを持ったまま追いかけてきたんだよ」


    　俺おれはボンの握りしめている、巨大な武器を指さして言った。


    「だって、早く大垣内歩くんを捕ほ獲かくしないと、誰かに滅茶苦茶に殺されてしまうかもしれないもの」


    「床ゆかから現れるなり、殺される準備はできたのかって、訊きいたじゃないか。あれは、俺を殺そうって意味じゃないのか？」


    「むーん」


    　赤あか糸しは、からん、と音を鳴らして俯うつむいたが、すぐに顔をあげた。


    「違うわ。私が言いたかったのは、この期ごに及んで、まだそのキグルミを着ていないなんて大おお垣がい内と歩あゆくん、それはまるで、誰かに滅茶苦茶に殺してくれって言ってるようなものよ、って意味よ。──まさかわからなかったの？」


    「わかるか！」


    　そうだった。こいつには、他人に物事を順序だてて伝えるという意識が足りない。自分の思考の先に、相手もついてきていると思い込んで、勝手に結果だけを話す癖があるんだった。


    「そう──わからなかったの。ごめんなさい。私も落ち着いてはいられなかったのよ」


    　赤糸は変わらぬトーンで続ける。


    「せっかく呼び出した大垣内歩くんを、誰かに見つかる前に捜そうと思っていたのに、きっちり郷ごう田だ勇ゆう気きくんに見つかってるし、キグルミだってまだ着ていないようだったし、せっかく助けたと思ったらどっかに逃げ出すし、隠れているのかな、と思えば窓ガラスの割れる音がするし。私もボンも、また襲おそわれてるんじゃないかと思って、大急ぎで助けに来たら──自分で勝手に窓割っただけだったし。さすがに呆あきれちゃって、少しイラッとしたのよ。ところで、どうして窓なんか割ったの？　何滅茶苦茶なことしてるの？　何をどうしたかったの？」


    　赤糸は表情を変えずに、早口でまくしたてた。


    「僕は止めたんだ、やめろって」


    　腕の中で緑色の着ぐるみが不満そうに言う。


    「いや、その、どうしたかったかって、ええと、飛び降りて逃げようとしたんだが」


    「構造が違うのよ」


    「え？」


    「この建物──確かにここは三階だけれど、一階と二階がそれぞれ、ツーフロア分の高さで作られているの。だからここは、実質、通常の五階ほどの高さなのよ」


    「どうやらそうみたいだな……知らなかったんだ」


    「飛び降りてみましょう」


    　突然、赤あか糸しはそんなことを言って、こちらにズンズンと近づいてきた。


    「え？　いや、もうさっき見たから別にそんなことしなくても大丈夫なんだが──なあ、その」


    　目の前に赤糸の綺き麗れいな顔が迫った。照れて思わず目を逸そらす。


    「いちいち説明するのは手間なのよ。ボンの言うとおり、直接味わってもらったほうが、ずっと早いわ」


    　赤糸は眉まゆ根ねを寄せるとボンの腕をひょい、と動かして俺おれの背中と足を抱えて、体を軽々と持ち上げる。


    「ちょ、ちょっと待って、何考えて──」


    　俺は思わず緑色の着ぐるみを強く抱きしめた。


    「痛い。もっと優しく扱ってよ」


    「一度飛び降りてみれば、ここがどういう場所かわかるわ」


    　そういうなり赤糸は俺の体を、先ほど俺がガラスを割った窓へ向かって思い切り放り投げた。


    「ひ、人殺し──」


    　物凄すごい速度で俺の体は外の闇やみへ向かってライナーで飛んでいく。一瞬、ぶつかる、と感じ全身を硬くしたが、そんなことにはならず、赤糸とボンの素晴らしいコントロールによって俺の体は見事に窓の枠を通過した。


    　夜空が見えた──ああ、死ぬんだ。


    　尋じん常じようじゃない力によって投げ飛ばされた俺の体は、すぐには重力に引っぱられて落下することなく、病院の外をライナーで飛んでいた。だが、それももうすぐ終わりだろう。あと数秒もしないうちにカーブを描くように落下が始まり、無む残ざんに地面に叩たたきつけられるのだ。


    　くそ。やっぱり殺すつもりだったんじゃないか。


    　俺は死ぬ前に今一度、自分を殺したクラスメイトの顔を見ておこうと病院のほうへ顔を向ける。建物の中。小さくなりつつある窓枠の向こうで、俺を投げ飛ばした赤糸とボンは何やら下を向いて足場を確かているように見える。


    　その瞬間。空宙を飛ぶ俺の体の、速度が弱まった。あ、落下する。咄とつ嗟さにそう思ったが、そうではない。これ以上先へは飛んでいけないようだ。一瞬、空中で体が静止した。


    　顔と上半身に、目に見えない膜のようなものが押し付けられていることに気づく。それが何なのか理解できないうちに、俺の体は、今度は病院のほうへ一気に押し戻されて飛んでいく。


    「うひゃあああああああああっ!?」


    　今度は病院の外壁にぶつかる。そう覚悟したが、そんなことにはやはりならず、ほとんどまっすぐに飛ばされた軌き道どうをそのままなぞって、俺はガラスの割られた窓枠をスムーズに通過し、そのまま待ち構えていた赤糸に全身を受け止められた。


    　物凄い勢いで戻ってきた俺の体を支えたまま、赤糸は床ゆかを踏ん張るが、その力を受け止めきることはできずに一気に後ろへ下がっていく。


    　赤あか糸しに抱きしめられた俺おれが地面に目をやると、その下半身は着ぐるみに守られてはおらず、彼女自身の足がむき出しだった。スニーカーの底のゴムが焼ける臭いがして、白いリノリウムの病院の床ゆかに黒い二本の線を描いていく。


    　これじゃダメだ。着ぐるみが助けてくれていないじゃないか──咄とつ嗟さにその思いが浮かぶ。


    　だが赤糸の背後から先端を尖とがらせた骨が一斉に飛び出し、床へ一本ずつ楔くさびのように突き立てられ、速度を弱めながら地面を削って線を引いていく。その楔は何本もの骨と連結しており、赤糸の着ぐるみ──ボンが背中に纏まとう、マントのように形作られた骨へと繫つながっていた。


    　幾重もの線が放射線状に床に引かれた後、ようやく勢いは止まり、赤糸はお姫様抱っこのような形で俺を抱えたまま、見下ろした。


    「驚いたでしょう？」


    「驚いたわ！」


    「私もはじめは理解するのに時間がかかったわ。この建物全体が、何か、強力なゴムのような膜によって覆おおわれているのよ」


    「それにも驚いたけれど、そのことじゃない！」


    「──むーん？」


    　赤糸は、眉まゆ根ねを寄せたまま、からん、と音を鳴らす。


    「──ああ。そうなの。私のボンは、アバラまでしかキグルミ部分がなくて。下半身──腰の骨を遥はるか昔に失くしてしまったのよね。でも足の骨だけはかろうじて残っていたので、組み合わせて鎌かまにしているのよ」


    「あれは、不覚だった。私にとって、恥ずべき過去だ。そのせいで、赤糸には困難を強いてしまっている」


    「いいのよ。私なら大丈夫。だってあなたにはその、素敵なマントがあるから」


    「そう。これがなければあのときも──」


    「まるで過去編にでも突入しそうな会話やめろ！」


    「むーん？」


    　赤糸とボンは会話をやめ、不思議そうな視線で見下ろしてくる。床に突き立てられた骨が、からん、からん、とマントの中へ戻っていっていた。


    「も、もちろんそのことにも驚いたんだけど、俺が今言ってるのはそれじゃない。急に五階分の高さの屋外へ放り投げられたことを言ってるんだ！」


    「ああ、そのことなの。でも、実際に説明されるよりも、幾分もわかりやすかったと思うわ」


    「死を覚悟したぞ！」


    「でも、死なないって私にはわかっていたもの。──そのキグルミくんも、わかっていたと思うわ。そういえば、この子の名前はなんていうの？」


    「あー。その質問に答える前に、逆さか木き原ばらさん。その、下ろしてくれるとありがたいんだが」


    「──あら。そうね。失礼な扱いをしてしまったわね。ごめんなさい」


    　彼女はようやく抱きかかえていた俺おれを地面へ下ろしてくれた。


    　赤あか糸しにそう訊きかれて、俺は緑色の着ぐるみに尋ねた。


    「そういえば、お前の名前なんて言うの？」


    「そんなもの、ないよ」


    「え、だって、ボンとか、アロとか、皆それぞれ呼んでるぞ」


    「そうしたほうが便利だから、後からつけたんだと思うよ。僕らには、元々名前がない。必要なかったからね」


    「必要ないって──それじゃいろいろ不便だっただろ」


    「別に。全然」


    「なんだ。まだ決めていないのね」


    　赤糸は眉まゆ根ねを寄せながら不満そうに言う。


    「決まったら教えてちょうだい。私はお水をいただいてくるわ」


    　そう言うと赤糸とボンはナースステーションの中に消えていった。


    「ていうかそもそも、お前ら、どこから来たんだ？」


    「ここじゃない別の場所だよ」


    「いったいどうしてここに？」


    「君と同じだよ。突然、呼び出されたんだ。それ以上もそれ以下のこともない。物事はなんだって、突然起こるものだろう？　いちいち気にしてたって仕方がない」


    　赤糸も確か、夕方の校舎で、同じことを言っていた。


    「……なんか、俺だけ気にしすぎなんだろうか、いろんなことを。赤糸も郷ごう田だも、この異常な状況をすんなり受け入れているようで、俺がおかしいのかとすら思えてきた」


    「彼らだってはじめから、ああじゃなかったとは思うよ、もちろん。見てないから知らないけれど。だとしても、君はいちいちめんどくさいとは思うけど」


    「めんどくさい？　俺はめんどくさいのか？」


    　確かにそうかもしれない。一人でいる時間が長かったから、いちいち全部自分で考える癖がついてしまったし。あんまり誰かに頼ろうとしないし。でも別にそれで特に困ったこともなかったように思うし。


    「あー、もー。その考えが既にいちいちめんどくさいよ。今まで君が一人だったか知らないけれど、僕を着る以上は、これからは二人なんだ。不便なんだったら、名前だって好きにつければいいじゃないか。ディカプリオとか、デップとか、イーストウッドとか何でも」


    「……お前、意外とミーハーなんだな」


    　ていうか、よく知ってるな。


    「ミーハー？　な、何のことかよくわからないな」


    「それにお前を着るつもりもない」


    「そうなの？」


    「大体なんで自分の着ぐるみに映画スターの名前をつけにゃならんのだ。聞かれるのが恥ずかしいわ」


    「へー、映画スターだったのか。偶然！　いや、こっちの世界のこと、よく知らないもんでね」


    　噓うそだ。絶対知ってて言った。地球の文化になぜ詳しいのかは[image: ]なぞだが。


    「ボンとか、あれ、結構見たままを、そのまま名づけてるよな」


    　俺おれは彼らの着ぐるみの外観を思い出す。ボンは恐らくボーン、つまり骨、だろう。


    「アロは……なんでアロなんだ？」


    　あれは狼おおかみの着ぐるみだったように思う。であるなら、ウル、とか、ウルフ、とか。


    「さあね。そんな意味はないのかもしれないし」


    　それもそうか。こいつらには名前なんてなんだって良いらしいからな。


    　俺はこの着ぐるみの形状を思い出す。ふさふさの蛍けい光こう色しよくの緑の体毛。頭頂部の両側に垂れ下がった耳。そして一番の特徴である、大きな一つ目。


    「……こんな生き物いねえよ」


    「失礼な！　僕を否定するのか！　僕は現にこうやっているんだぞ？」


    「地球上にお前みたいな生き物は存在しない！」


    　そうだ。こんな生き物は、ファンタジーの世界にしか存在しない。確か、映画ばかり貪むさぼるように見ていた頃、こんなやつが出てくる映画を観たことを思い出す。ストップモーションアニメの人形と、実写の人間がスクリーンで戦う冒険活劇──レイ・ハリーハウゼン製作の『シンドバッド　七回目の航海』だ。そこに現れた、一つ目の巨人。


    「サイクロプスだ」


    「はあ？」


    「お前の名前。サイクロプス。長いからサイクと呼ぶ。よろしくな、サイク」


    「サイク。サイク、ねえ」


    　サイクは、その名前を確かるように何度か呟つぶやいた。


    「まあ、あまり独創的だとは思わないけれど、君にあまりその分野を求めても無駄だと知っているから、甘んじて受け入れることにするよ」


    「歩あゆだ」


    「何？」


    「俺の名前。お前のことをサイクって呼ぶから、お前も俺のことは歩って呼んでくれ」


    「了解したよ、歩。──これでいいか？」


    「ああ、問題ない」


    　気がつくと、ナースステーションから戻ってきた赤あか糸しが背後に立っていた。


    「ふうん。サイクって名前にしたのね」


    　赤あか糸しが眉まゆを少しあげて言った。


    「ああ。サイクロプスの、サイク。ま、見たまんまなんだけど」


    「──そういえば、そうね。言われてみれば」


    「え、だって、ボンもそうじゃないの？」


    「違うわ。これは、私が生まれて、幼少の頃に育った場所の名前。ベートーヴェンの生まれた街。ボンは大切な存在だから。私にとってめちゃくちゃ思い入れの深いドイツの都市の名前をつけたのよ」


    「……ああ、そう」


    　このお嬢様め。


    「……ねえ、歩あゆにとって生まれ育った大切な街は？」


    「三み鷹たか、かな」


    「かっこわるい！」


    「そんなことねえよ！　三鷹のみなさんに謝れ！」


    「──それで大おお垣がい内と歩くん。どうして、サイクを着ないの？」


    　その質問を受け、郷ごう田だの顔が一瞬思い出される。


    「ええと……なんと言っていいのか」


    　俺おれはサイクを見つめながら言葉を探す。


    「着るなって言われてたもんで、な」


    「──誰に？」


    「……クラスメイトに」


    　ここでも郷田の名前は出さないでおく。


    「郷田とか言うやつにだよ」


    　だが、サイクがあっさりとその名前を口にした。


    「郷田勇ゆう気きくん──か。むーん」


    　赤糸はそう言うなり、俯うつむいて考え事を始めた。


    　かちゃり。俺はその音に気づき、視線を飛ばす。なんだ、今の音は。信じられないことが起きていた。いや、正確にはこの場所に着てからというもの信じられないことしか起きていないのだけれど、その光景はいよいよ、夢でも見ているのかと思うほどだった。


    　俺が椅い子すで叩たたき割った窓ガラス。赤糸とボンが突き破って出てきた床ゆかの穴。むき出しになった鉄筋やコンクリートの破片。床に引かれた幾重もの楔くさびの線。そのどれもが、意思を持ったように一つ一つ空中に浮かび上がったかと思うと、元あった場所へ飛んで戻り始めたのだ。かちゃり、かちゃり、と小さな音を立てながら。


    　見る見るうちに破壊された建物は、その爪つめあとを一切残さぬままに復元された。思わず窓ガラスに手を当てて確認する。ヒビ一つ入っていなかった。


    「な、何だこれ……どうなってるんだ」


    　思わず呟つぶやく。


    「約束したのね」


    　赤あか糸しは俺おれの疑問には答えずに、恐らく自分の思考の結果を伝えた。


    「い、いや、そのことよりも先に……なんか、自動で修しゆう繕ぜんされたんだが」


    「ああ。そのこと。当たり前だわ。だって、ここは、時間の外なのだもの」


    「は？」


    　意味がわからない。


    「この病院がゴムみたいなものに覆おおわれているのも、それで説明がつくでしょう？」


    「赤糸。説明は後だ。あいつが来た」


    　ボンが静かに赤糸の言葉を遮った。


    「わかったわ。ねえ、大おお垣がい内と歩あゆくん」


    　赤糸は俺の目を見て言う。


    「きっと、郷ごう田だ勇ゆう気きくんと約束したのね。それを絶対に着ないって。でもここで、その約束を守るということは、死を意味するわ」


    「な、何を──」


    　ボンは、白く巨大な鎌かまを握りなおした。がしゃん。


    「あなたは、私との約束を守ってくれた。だからお願いするわ。サイクを、着て頂ちよう戴だい。今すぐに。そして、私を──」


    「赤糸！　来るぞ！」


    「守ってほしいの」


    　その言葉を最後に、赤糸の顔が目の前から消えて、幾重にも重なった白い骨が現れる。ボンが、骨でできたマントで赤糸を守ったのだ、と理解した瞬間、目の前に火花が連続して飛び散り、遅れて激しく物がぶつかる音が一斉に聞こえた。思わず後方へ飛び退のき、置かれているソファの一つに身を隠した。


    　赤糸のほうを見ると、その全身は骨でできたマントにすっぽりと覆われていた。左半身が金色に光り輝かがやいている。


    　その光が色を失うと、何十本もの長い針がマントに突き刺さっているのがわかった。光を失うのとほぼ同時に針は、くたり、と硬度を失い、パラパラと床ゆかへ落ちた。ほぼ同時に骨でできたマントが上へ広がり、俺の頭上に大きな影を落とした。再び現れた赤糸の顔は、もうこちらを見ておらず、針が飛ばされてきた廊下の奥を見つめていた。


    　先ほど楔くさびのように地面に突き立てられて連結した骨が、マントの中から物凄すごい速度で一斉に音もなく廊下の奥へ伸びる。ほぼ同時に廊下の奥が金色に光ったかと思うと、再び赤糸の顔をマントの一部が覆おおい、火花を散らす。


    「すごいな」


    　俺おれの腕の中でサイクが感嘆の声をあげた。


    　廊下の奥に伸ばされていた骨の楔くさびが、一斉にボンの元へ戻る。


    　同時に握りしめられていた鎌かまが大きく振り上げられた。


    　廊下の先からまっすぐに大きな何かがライナーで飛んできて、振り下ろされた鎌によって防がれる。それは、パイプベッドだった。同時に骨のマントが再び全身を覆い、火花が飛び散る。


    「来るぞ」


    　腕の中から再びサイクの声がした。


    　廊下の奥から全身を紫色の体毛で覆った巨体が飛び出し、まっすぐに突っ込んでくる。同時にボンはマントの両端を床ゆかに突き立てると、何百本はあると思われる骨を一斉に動かし、赤あか糸しと彼女を包む自分の体を一瞬で天井まで移動させた。


    　アーチのように組み立てられた骨のマントの間を、物凄すごい勢いでアロは通り過ぎ、反対側の廊下の奥へと消えた。その体へ天井から鎌が振り下ろされたが、間まに合わずに空くうを切った。赤糸とボンは体を反転させながら地面へ降り立つ。


    「攻撃と防御を同時にしている。いや、攻撃のほうが若じやつ干かん遅れているけど──それにしても、よほどいい『出会い』をしてるんだな」とサイクは口にした。


    『出会い』とは何だろう。俺には何のことかはわからなかった。


    　ただ、膝ひざの震えが止まらないことに気づく。全身の毛穴が開き、汗でぐっしょりと濡ぬれていた。さっき窓から放り投げられても、ここまでの恐怖は感じていなかった。


    　いや、あのときは恐怖を感じる暇ひまさえなかったのだ。今は、目の前で繰りひろげられているこの世のものとは思えない暴力の攻防に、心臓が激しく打ち続けていた。隠れたソファから立ち上がることができなかった。逃げないと。脳はさっきから激しくそう命令しているのだが、心がそれを拒否しているようだった。


    　見ると、赤糸も肩で息をしていた。その顔は若干苦しそうに見える。うっすらと額ひたいに汗が浮かび上がっていた。


    「……苦しそうだ」


    「何十ものパーツを一斉に動かしているんだ。並大抵の精神力と体力じゃできないよ、あれは」


    　俺の呟つぶやきに、サイクが応こたえた。


    「おめー、さっきから頑張ってるけどよー！　これって全然、不利な状況なんだぜ！　俺にはすげーカッコいい飛び道具もあるしよー！　鋭するどい爪つめにとんがった牙きばもある！　それにすっげー速く走ることだってできるんだぜえ！　おめーの攻撃なんてリーチも短みじけえしさ、何よりその場から動けねーんだから、もう時間の問題だぜ？　とっとと諦あきらめてどっかに逃げ出しちまいなって、誰もが思うぜ？」


    　その言葉が終わらないうちに、廊下の奥が激しく発光し、再び何十本もの針がボンを狙ねらい撃つ。激しい音と火花が宙に舞った。


    「──キグルミってのは、どうしてああも、滅茶苦茶おしゃべりなのかしら。私のボンみたいに、静かにしてくれたらいいのに」


    　赤あか糸しは目に入りそうなほど流れる汗を拭ふこうともせずに、涼しげにそう言った。


    「……そうだ。どうして赤糸は、あの場から動かないんだ」


    　天井か床ゆかに穴を開けて逃げることだってできるはずだ。あの鎌かまを使えば──


    「きっと、僕と歩あゆが、ここにいるからだ」


    　サイクが言った。やっぱりか。そのことは、心ではわかっていた。


    　けれど、脳がその考えを拒否し、体はどちらに従ってよいかわからずに、その場で硬直していた。しかし、状況は明らかだった。赤糸とボンはこの場に留とどまり、郷ごう田だとアロからの攻撃を防いで、待っていた。恐らく、俺おれがサイクを着て──


    



    『私を、守ってほしいの』


    



    　──彼女たちとともに戦うのを。同時に、郷田の言葉が蘇よみがえる。


    



    『俺がお前を守ってやる。必ずだ』


    



    　俺がこいつを着なければ、郷田は俺を守ってくれる。


    　守るのか。守られるのか。俺はどっちの存在になればいいのか──いくつもの顔が、脳のう裏りに張り付く。陸上競技場で、病院の前で、そして先ほど目の前で見た、あの顔。誰かが決めてくれるのを、待っていた。


    　人の迷惑にならないように、いつしか自分を殺していた。陸上をやめてからというもの、一人では何も決められずにいた。心の拠よりどころが──自分というものがなくなって以来、ずっとそうだった。そんな自分に不満を抱いだいたことはなかったのか。自分の膝ひざが壊れてしまって、あんなに好きだった映画を観ることをやめてしまった。登場人物たちのように自由に体を動かすことができないと知ってしまったからだ。


    　廊下の奥を赤糸はずっと睨にらんでいる。間かん髪はつを容いれずに光る金色と、火花。音は何も聞こえなくなっていた。


    　思い出した。映画の登場人物は、主人公は。ヒーローはいつだって──


    　赤糸の目に、流れ落ちた汗が入る。赤糸は目をしっかり瞑つぶった。廊下の奥が同時に金色に輝かがやく。俺はソファの上に左足を乗せて、自分の体を床から引き剥はがす。左の膝が鈍にぶい痛みを伝える。


    　──いつだって、女の子を守っていたじゃないか。


    　そのまま右足を伸ばしてもう一つ向こうのソファへ乗せる。すぐさまその向こうのソファへ左足を伸ばして、思い切り踏み込んで、跳んだ。


    　左膝ひざは痛んだが、体はフォームを覚えていた。空中で大きく全身を反り、落下を始めると同時に思い切りその反動を戻し、前方へ勢いをつけた。


    　着地と同時に、赤あか糸しの体を抱え、地面へ押し倒す。


    　空中に広がった骨のマントが、まっすぐに飛来してきた針を防いだが、それに間まに合わなかった何本かは廊下の奥へ消えていった。素早く身を翻ひるがえし、上体を起こすと、目の前に銀色の爪つめが迫っていた。俺おれは、サイクの口に左腕を突っこみ、咄とつ嗟さに前に出す。激しい衝突音がして、アロの振り下ろした銀色の爪を、俺の左手から伸びた真っ黒の三本の爪が防いでいた。


    　サイクを左腕だけ着た俺を見てアロは、「けっ」と吐き捨てると素早く後ろへ跳ちよう躍やくし、俺と対たい峙じする。


    「着るなら左腕だけじゃなく、ちゃんと着てくれ」


    　肩口から不満そうなサイクの声が聞こえる。


    　距離を取ったアロは怒りに満ちた形ぎよう相そうでこちらを睨にらみつけながら、その大きな口を開けた。中から、同じような顔をした郷ごう田だの顔が見えた。


    「歩あゆ。お前、俺との約束を破るんだな。俺の、敵になるっつうことだな」


    「郷田。敵になるかどうかはわかんないけど」


    　俺はその目をしっかりと見つめながら言う。


    「とりあえず、俺は自分がしたい、と思ったことをすることにしたんだ。誰に言われたからでもない。これは、ちゃんと俺の意思だ」


    「その女は、松まつ本もとを、殺したんだぞ」


    「後で本人から聞く──とにかく、どういう事情でお前らが戦っているのか、どうして俺が巻き込まれたのかすら、まだ何にもわからないんだ。ただごとじゃないってことだけはわかったけれど、とにかくお前らは全員説明が下へ手たすぎる。約束を守れだの、自分の物になれだの、いきなり窓から放り投げたり、襲おそいかかってきたり──事情も説明せずに自分を着ろとか、とにかくもう、いいかげんにしろ！」


    　俺はたまっていた不満を一気にまくし立てた。先ほどのジャンプで、自分の心にへばりついていた、重い枷かせが一気に取れたような気分だった。


    「──説明が下手なのは、私のコンプレックスなのよ」


    　からん、と音を立てて赤糸が立ち上がる。


    「私も、口下手なもので。申しわけなく思う」


    　ボンも静かな声でそう言った。


    「おい、勇ゆう気き。こうなると話は別だぜ。二対一ってやつだ。この状況は間違いなくこっちが不利ってやつだ」


    「……それもそうだな。今日きようのところは引き下がるが、歩あゆ。その女を信用するな。そいつは、クラスメイトを、松まつ本もとを、俺おれの目の前で殺したんだ」


    　思わず赤あか糸しを見る。眉まゆ根ねを寄せたまま何も言わず、こちらを見つめ返すだけだった。その表情はどこか、哀かなしそうに見えた。


    「行ったか」


    　ボンの静かな声で廊下の先へ視線を戻すと、既に郷ごう田だとアロの姿は闇やみの中へと消えていた。


    　その瞬間、全身の力が一気に抜け、肺の底の空気が一気に口から出てきた。思わず床ゆかにへたり込む。


    「……何なんだいったい」


    「私を、守ってくれたのね」


    　赤糸の声に顔をあげた。


    「ありがとう」


    　クラス委員長は、そう言うと嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。その顔から、視線が離せなかった。


    「……なんだよ」


    「何？」


    「ちゃんと、順番通りに伝えることもできるんじゃん」


    　そんで、そんな風に笑えるんじゃん──とは言わなかった。


    「行ったか──だって？」


    　サイクが疑問を投げかける。


    「近くにはいない」


    　ボンが警戒を強めた声で言う。


    　思わず周りを見渡す。物音一つしなかった。


    「ここじゃない。ちょっと待って。誰も動かないで」


    　赤糸が片側に伸びる廊下へ身構え、俺は反対側の廊下の奥に神経を張り巡らせた。アロが遠くから針を飛ばして攻撃してくるなら、一瞬光が走るはずだ。


    「──避けて。真上だ」


    　サイクの声で俺たちは一斉に左右へ飛び退のいた──そう思っていたのは俺だけだった。赤糸とボンは、避けることをせず、俺の上に覆おおいかぶさってきたのだった。目の前に赤糸の顔が迫る。だがそれは一瞬だった。次の瞬間、赤糸の体は天井へ引き上げられた。


    「歩」


    　天井へ張り付いたままの赤糸が、眉根を寄せたまま俺の名前を呼んだ。


    「キグルミを、サイクを着て──」


    　その声が発せられると同時に、蔓つるによって天井に張り付けられた赤糸の口から、鮮あざやかで真っ赤かな血液が、こぽり、と滴したたり落ちてきた。彼女を見上げる俺おれの顔の上に、数滴落ちる。


    「かはっ」


    　赤あか糸しは俺の顔を見たまま軽く咳せき込み、再び鮮せん血けつがあたりへ飛び散る。やがて一筋が口元から伸びて、床ゆかへ到達し、丸い円を描いて広がる。


    「──不覚」


    　ボンの静かな声が一言だけ、聞こえた。


    　赤糸の体は、幾本もの深緑色をした細長いワイヤーのようなもので引き上げられていた。しゅるしゅる、と絶えず動きながらも赤糸の手足や首や胴体を深緑色のワイヤーは締め付ける。ところどころに、小さな葉っぱやトゲが見えた。


    　あれは、何か植物の、蔓つるだろうか。


    　そう思った瞬間、ボンの着ぐるみのアバラの間から見える赤糸の体が何か所か、内側から大きく引き下げられたかと思うと、ぷつん、という音がして一斉に鮮血がシャワーのように降り注いだ。


    　全身に降りかかる彼女の血液を拭ぬぐうこともせず、俺は彼女の体の内側を突き破ってこちらへ飛び出し、なおも空中でゆっくりと動くその蔓を見ていた。


    　目的を果たしたであろう蔓はやがて、再び勢いよく赤糸の体内へと戻り始め、手足や首に巻きついている部分も一斉に戻り始めた。
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    　俺おれはその蔓つるから一瞬たりとも目を離さないまま、左腕を体に引き寄せると、右手でサイクの口を大きく広げ、足から全身を滑り込ませると、そのまま右腕を引き上げて空っぽの右腕部分に通して、後ろに垂れ下がった頭部を引き上げて自分の頭の上へかぶせた。


    　ぶかぶかだったサイクの内部は、一瞬で収縮し、全身をくまなく包んでくる。


    　サイクの中で左手を軽く握ると、黒くて鋭するどい三本の爪つめが音もなく飛び出し、床ゆかを少し蹴けっただけで、天井まで到達した。


    　赤あか糸しの体に巻きついている蔓だけが視界に入っていた。左手を大きく三回、小さく二回左右へと振る。それだけで赤糸の体には一切触れぬまま、強く巻きついていた蔓だけが切り取られた。右手を赤糸とボンへ伸ばし、支えのなくなった体を抱きしめる。


    　一瞬だけ、薄く開かれた赤糸と目が合う。ぼたぼたと切り取られた蔓が床へ落ちていく。ぐったりと動かないその体をゆっくりとソファへ下ろすと、再び天井へ視線を戻す。残った蔓が激しくその身を暴れさせながら血ち塗まみれの通気口の奥へと引っ込んでいく。


    　額ひたいの上に、もう一つの大きな視界が広がるのがわかった。


    　俺自身の視界では天井と通気口しか見えないが、額の上にあるもう一つの視界は、通気口の


    　内部へ入り込み、恐らく本体へと戻っていくであろうその蔓を追跡する。


    　さらに神経を集中させると追跡する視界は蔓をあっという間まに追い越し、いち早く本体の場所を突き止めることができた。そいつは俺たちの足下、二つ下のフロアにいた。顔や性別まではわからなかったが、そいつの位置と、そいつが酷ひどく焦あせっていることだけは、目の前にいるようにわかった。


    「なるほど。これがサイクの特性か」


    「そうだよ。こうやって着てくれてさえいれば、そいつが一ミリ動いたって逃がさない」


    　サイクは自慢げにそう言ったが、言いすぎには思えなかった。


    「上から襲おそってきといて、自分自身は下にいるとはな」


    「吐き気がするほど、卑ひ怯きようなやつ。きっとつまんない人間に違いないよ」


    　初めて意見が合ったな。


    　そう思いながら床に手を置いて、目標の人物との角度を測ろうとした。


    「僕も同意見だよ」


    「何が同意見なんだ？」


    「初めて意見が合った、ってことについてだよ」


    「俺の考えてることまでわかるのかよ」


    「さすがに全部はわからないよ。でも、こういうとき、何を考えているか、なんてそんなに外れないものじゃないのかい？」


    　左手を強く握ると、黒い三本の爪が一瞬で一メートルほどの長さまで伸びた。


    「それじゃあ、今俺が何考えているかもわかるか？」


    　通気口の中の蔓つるは、まだ本体のところまで到達していない。


    「わからないよ。僕は争いごとは苦手なんだ」


    　そいつは、高く澄んだ声を沈ませてそう言った。


    「──だから、一瞬で終わらせよう」


    「同意見だ」


    　俺おれはそう言うなり、先ほどから額ひたいの視界が捉とらえて離さない人物の角度へ向かって、左手を素早く十字に切った。床ゆかがまるで寒天のように抵抗なく切り取られ、縦横三本ずつの切れ込みが見えると同時に右手で中央に浮き出た四つの立方体を下へ叩たたき落とす。


    　四角く開いた床の穴に飛び込むと、目の前に向かってくる、さらに下のフロアの床を同じように十字に切り取り、同じように落下する前に右手で叩き落として、そいつのいる場所へ、一瞬で降り立った。落下したコンクリート片が耳をつんざくような音と白い粉ふん塵じんを巻き上げた。


    「な、なんだ？」


    　そこにいたのは、巨大なバラの着ぐるみだった。


    　全身から何十本もの細い葉っぱとトゲのついた蔓を、通気口の中へ伸ばしていた。そして、その巨大な花びらの下には、クラスメイトの顔があった。落下した破片がぶつかったのか、鼻から血を垂れ流している。


    「……確かお前、林はやしか」


    　行方ゆくえ不明になったクラスメイトの一人。


    「そういうお前は……ええと、なんだっけな」


    　林は、焦あせりと、怒りと、憎しみをないまぜにしたような顔を隠そうともせずに、そう言った。そうして続けて、「くそ！　こんなに早くバレるなんて聞いてねえぞ！　くそローズ！　何が安心しろだ、くそったれ！」と、荒々しく鼻血を拭ふきながら自身の着ぐるみへ悪態をつく。


    「私は、その子がまだ着ていないから安心、と言っただけよ。まさかあの後で着たとしても、こんなにあっという間まにここへ来られるなんて思っていなかったけれど」


    　くそローズと呼ばれた着ぐるみは、落ち着き払った声で答えた。


    「くそったれ。なあ、お前は、クラスメイトだ。確か名前は、ええと──」


    《無駄話だ》


    　サイクが頭の中に直接話しかけてきた。


    《今なら、歩あゆ。君にもわかるだろ？　こいつら、蔓を戻してる時間を稼かせいでるだけだ。とっとと終わらせよう。争いごとは苦手なんだ》


    「──同意見だ」


    　確かに、俺の名前なんて、こいつにとっては、どうでもいいこと。


    　俺は左手を軽く握って音もなく爪つめを出すと同時に、思い切り振り上げた。


    「ああ、そうだ。大おお垣がい内と歩──」


    　林はやしが俺の名前を呼んだ。その瞬間、全身の筋肉が一斉に硬直した。


    　自分は今、クラスメイトの林を殺そうとしている。その情報が脳を支配し、汗が一気に噴出し、喉のどが渇いた。振り上げた左手がどうしても下ろせなかった。


    「何やってんだ！」


    　サイクが怒ど気きをあらわにした。心も脳も体もそれを拒否しているのに、全身を包んでいる強い力が、無理やり左手を振り下ろさせた。だが、その先には既に、林とローズの姿はなかった。音もなく壁に切り込みが三本走った。


    「いない」


    　呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやく。たった一瞬でどこへ消えたのだろう。


    「上だ、馬ば鹿か！　集中しろ！　僕の目を使え！」


    　サイクの声で額ひたいの視界をことを思い出した。


    　肉眼では見えない視界が額の上から広がる。ローズと林は、先ほど俺おれが落下してきた穴から上のフロアへ逃げていた。何十本もの蔓つるを絶え間なく動かし、自身の体をさらに上のフロアへと運んでいく。追いかけなければ、と一瞬考えるが、体が動かない。


    「何を躊躇ためらっているんだよ！　あいつは、歩あゆの友達を殺したんじゃないか！」


    　そうだ。天井から血をシャワーのように流して死んだ赤あか糸しの顔がフラッシュバック。再び殺意が、全身を支配した。さらに上の穴へと消えていこうとするローズと林の姿を捉とらえる。


    　思い切りジャンプすれば、一瞬で追いつけるはずだ──そう考えた俺の体は、しかし言うことを聞いてくれなかった。


    「今ならジャンプすれば追いつく！　どうして跳んでくれないんだ？」


    「状況が変わった。今行っても、それは返り討ちだよ。負けるのが目に見えているもの」


    　サイクは、不満を隠そうともせずにそう言った。


    「それに、さっきと違って今は、君と僕の心はバラバラだ。『出会い』を逃のがした。何やったって、もううまくいかないよ」


    「さっきから言ってるその『出会い』ってどういうことなんだ？」


    「心を隙すき間まなく重ねること──まるでオーダーメイドの服みたいに、ぴったりと二心一体になるのさ」


    　そうかもしれない、と思った。何しろ、額にあるこいつの目を使うことさえ、忘れていたのだ。さっきまでは、すべての動きが思いどおりにできていた。


    　跳ぶことも、切ることも、突っ込むことも。何も恐れずにできた。しかし、今はそのどれもうまくいくとは思えなかった。振り上げた左腕を、下ろすことさえできなかったのだ。


    　それでも。


    　脳のう裏りに再び赤糸の顔が浮かぶ。全身を支配する殺意は行き場をなくし、自分自身への怒りと後悔の念へと変わっていた。


    「サイク頼む。もう一度、俺おれと『出会』ってくれ」


    「やってみてもいいけれど。いったい歩あゆは、どうするつもりなんだい？」


    　俺は、どうしたらいいか、を思い描こうとする。しかし、具体的な考えは何も思いつかなかった。ただ、このまままっすぐ跳んであいつを追いかけ、怒りに任せて有う無むを言わさずに思い切り殴りつけてやる、としか思い浮かばなかった。


    「──ダメだ。歩の考えにはまるで乗れない。何度も言うけど、僕は争いごとは苦手なんだ。そんな君とは、とてもじゃないが『出会』えないよ」


    「だとしても──それ以外思いつかないんだ。頼む。言うことを聞いてくれ」


    　腹の底からあふれてくる後悔と怒りの念が、全身に力を込めさせる。額ひたいの視界が、上のフロアにいる林はやしの姿を捉とらえた。


    　床ゆかを切り取って開けた穴は、しばらくすると自動修復されるだろう。その前に追いつきたかった。追いついて捕らえて、思い切り殴りつけてやりたかった。


    「おい、やめろ。やめてくれ。『出会い』を無視しようとするな！　内側から一人で勝手に、僕を支配しようとしないで──」


    　サイクの声が聞こえなくなり、視界が遮断されて真っ暗になった。


    　次の瞬間、新たな視界がそこに開けた。先ほどまで自分の肉眼で見ていた世界よりも、一つ高くなった場所から見る世界。それが、額の上にあったもう一つの視界と同じ高さであることに、少しして気づいた。


    　これは、サイクの目、だ。


    　自分の着ている、着ぐるみと同じ視界で世界を見ていた。全身にくまなく神経が張り巡らされ、今なら背後で髪の毛が一本落ちたとしても察知できる、と思った。


    　──なんだ、『出会』えたじゃないか。さっきよりも、完全に。


    　俺は自分の頭の中のサイクに語りかける。しかし、何の返事もなかった。


    　──行こう。終わらせよう、とっとと。


    　サイクにもう一度そう話しかけると同時に、俺は二つ上のフロアを目指して、思い切りジャンプした。一瞬で一階の天井に開いた穴を通り過ぎ、二階の天井の穴が目前に迫る。


    　あの日、競技場のトラックで転倒したことを思い出す。


    　あのとき、意識の中の自分は現実の自分を置き去りにして一人で先にゴールしてしまっていた。だが今は違った。意識の中の自分と、現実の自分は寸すん分ぶん違たがわぬ動きをしている。


    　二階の穴を全身が通り過ぎた瞬間、横合いから攻撃の意思が感じとれた。


    　右側から六本、トゲのついた蔓つるが空を切り裂きながらこちらへ伸びてきていた。『返り討ちだよ』という言葉が思い出されたが、実際の攻撃は返り討ちというにはあまりにもゆっくりとしたスピードだった。


    　いや、実際にはとてつもなく速いスピードなのだろう。だが、サイクと完全に一つになった俺おれには、蔓つるの一本一本が左右に細かくブレながら伸びてきている様子までもが、ハッキリとわかった。上体を空中で思い切り捻ひねり、ちょうど自分の胸の辺りに到達しようとする六本の蔓を、右手で一つにまとめて思い切り握りしめながら、そのままこちら側へ勢いよく引いた。一瞬だけ、多少の抵抗があったが、すぐにそれはなくなり、あっという間まに蔓の先で、驚いた顔のまままっすぐこちらへ引っぱられて飛んでくるクラスメイトの顔が見えた。


    　──いや、元・クラスメイトか。


    　そんなことを考えながら左手をまっすぐ突き出し、思い切り強く握った。音もなく三本の黒い爪つめが一瞬で伸び、そのままバラの着ぐるみの胸へ突き刺さると、何の手ごたえもないまま、そのまま背中から突き出た。


    　元クラスメイトは、空中で「困ったなあ」とでも言いたげな表情を浮かべていた。


    　掌てのひらを開くと伸びた爪が同じスピードで元に戻る。刺した胴体の部分から抜けると、三つの穴から少量の赤黒い血がこぼれ出て、空中で球体を作った。その赤黒い球体が、先ほどの記憶の中での、赤あか糸しの口から零こぼれ落ちた鮮あざやかな赤い球体と重なった。


    　その瞬間、人を殺したんだ、と理解した。


    　そのまま右手を力任せに振り切り、元クラスメイトの体を床ゆかに叩たたきつけた。


    　その勢いがついた自分の体をさらに空中で半回転させて着地しようとしたが、体は思うように動かず、そのまま床に無ぶ様ざまに転がり落ちた。
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    　既に、意識の自分と現実の自分が大きく離れ始めていた。床ゆかに転がったまま、先ほど自分が切り取って開けた穴が目の前で、かちゃかちゃ、と自動修復されていくのが目に入った。


    　林はやしの体に開いた穴も、自動で修復されないだろうか！


    　そんなことを思った。


    　素早く立ち上がり、叩たたきつけられて床に転がったクラスメイトの体を確かめようとした。


    　うつ伏せのまま動かない林の体を仰あお向むけにしようとして、背中に開いた三つの穴が目に入った。穴の周りは少しだけ血がついているくらいで、まるでなんともない傷のように見える。


    　一瞬安あん[image: ]どし、体を起こしてやろうとして、横たわった体の下に大量の赤黒い血溜まりができていることを知った。その瞬間、林の死は決定的なものになった。


    　クラスメイトを殺した！　その声はフルボリュームで頭の中に鳴り響いた。


    　思わず気分が悪くなり、その場を離れ、近くにあったナースセンターの中へ飛び込んだ。給水機を見つけ、震える手で紙コップに水を注ぐと、一気に飲み干した。


    　人を殺した！　クラスメイトを殺した！　他人を殺した！


    　何杯飲んでもその声は収まらなかったが、水を飲むことをやめられなかった。心臓が石のように硬くなったまま小刻みに震えていた。


    　たった今、俺おれを支配していたのは、赤あか糸しが殺されたことへ対する報復の意味の殺意だったのか？　違う。あれは、そんな真っ当なものなんかじゃない。それは、林に名前を呼ばれたあの瞬間、消し飛んでしまった。さっきのあれは、一度、やろうとしたのに、できなかった自分に対する怒りをただ力任せにぶつけただけの、八つ当たりの殺人だ。


    　サイクにも、そんな思いには乗れない──『出会』えない、ときっぱりと断ことわられた、理性のかけらもない、通り魔のような殺意だ。


    　何度水を飲んでも、そのすべてがそのまま、全身の毛穴から流れ出ているみたいだった。ただ脳内に、人を殺した、という言葉だけがエンドレスに繰り返される。頭がどうにかなってしまいそうだった。


    「あああもう、うるさい！　静かにしてくれ！　落ち着け！　少しくらい、僕にも意見を言わせてくれってば！」


    　突然、耳にサイクの高く澄んだ声が戻ってきた。その声を何時間かぶりに聞いた気がした。実際は数分にも満たない間だったが、その声を耳にしただけで、心臓が一気に柔らかくなるのを感じる。


    「いるのか？　今までどこにいたんだ？」


    「どこにいたんだって？　冗談言わないでくれ！　歩あゆが僕を、無理やり内側から支配して、押さえこんだんじゃないか！　『出会い』を無視して強制的に僕を勝手に使いまわしたんだ！　僕は何度だって内側からやめてくれるように頼んださ！　それでも君が無視したんだ、僕の声を！」


    「俺が無視した、だって？　お前の声を？」


    「そうだ！　内側から支配したからだ！　二度としないでくれ！　歩あゆは、僕の尊そん厳げんを踏みにじったんだ！」


    　尊厳を踏みにじる。その言葉で俺おれは、たった今自分のやった行為のことを再び思い出した。


    「なあ、聞いてくれ……俺は、お前を支配している間に、お前の爪つめで、クラスメイトを殺してしまったんだ」


    「知ってるよ」


    　サイクは高く澄んだ声で何の感想もないふうにそう言った。


    「君に支配されてたとはいえ、視界や思考は生きているからね。全部見ていたさ。待ち伏せしている敵のところに飛び込んでいくなんて、どこまで愚おろかしいんだろう、と呆あきれたけれど。まあ、結果オーライだったんじゃないかな。もっとも、僕だったら絶対に賛成しなかったけど。いいかい？　落ち着いたかい？　それじゃあ、僕の話を聞いてくれ」


    　その落ち着き払った口く調ちように、思わず怒りが溢れかえる。


    「落ち着いたか、だって？　これが落ち着けるか、俺は人殺しになっちまったんだぞ？　この先どうすればいいんだ。このわけのわからない世界を、どう説明すりゃ信じてもらえるんだ？」


    「説明なんてしなけりゃいいんだよ」


    「だからって、俺が人を殺したって事実は──」


    「そんなものは、まだ、ない」


    　サイクのハッキリとした口調に、俺の頭の中で鳴っていた声が一気におとなしくなる。


    「だから、落ち着けってさっきから言ってるんだ。いいかい？　僕たちは、着ていないままなら、それぞれたった一つずつの命だ。だから、その状態のままなら、酷ひどく脆ぜい弱じやくだ。だけど、一度着てしまえば──僕らの命と、君らの命。二つの命が、一つの体に収まることになる。わかるかい？　歩はあいつを、確かに一度は殺したけれど、まだ、完全じゃないんだ。そうだな。ゲーム風に言うなら──」


    　ナースステーションの向こう側。深緑色の蔓つるが、素早く動くのが見えた。


    「残機はもう一つ、残っている、ってことだ」


    　影がゆっくりと動き、林はやしの──怒りに満ち溢れた顔がこちらを睨にらんでいた。


    「さ、もう落ち着いた？　まだ、誰かを殺したなんて事実は、どこにもないんだ。　本当に人殺しになりたきゃ、もう一度あいつの胸に、爪つめをぶっ刺してやらないと、ね」


    　林は、深緑色の蔓を何本も束にして集めると、それらを空中で一気に捻ねじりあわせ始めた。


    「ぶっ殺してやるよ、てめーはよー！」


    　胸の穴からは、もう血は流れ出ていないように見えた。


    「え、待って。てことは」


    　俺はサイクに話しかける。


    　林はやしは見る見るうちに、縒より合わせた蔓つるで、二メートルはあるかと思われる巨大な槍やりを作り上げた。


    「覚悟はいいんだろーなー、くそヤロー！」


    《うん、まあ、そのとおり。歩あゆが思ってるとおり、だよ》


    　頭の中に直接声が響いた。


    　林が蔓でできた槍をこちらへ投げ飛ばそうと思い切り上半身を捻ひねったのと、ほぼ同時だった。


    　からん。と、乾いた音が一つ、した。


    　次の瞬間。林とローズの胴体を、白く巨大な、骨でできた鎌かまの刃が、貫かん通つうした。


    



    
      ＊　　　　　＊　　　　　＊

    


    



    「──おしまいだ。お前を、刈り取った。責任をもって、収穫する」


    　ボンはローズを睨にらんだまま、太く静かな声で言った。


    「……残念だわ、これで終わりだなんて。もっともっと、試してみたいことがたくさんあったのだけれど」


    　ローズもまた、落ち着き払った声で負けを認めた。


    「……くそっ、たれ」


    　林は、骸がい骨こつの眼めを見ながらそう言うと、口から、ごぽり、と血の塊かたまりを吐き出す。


    　ボンが思い切り鎌の刃を、真横に薙ないだ。


    　水風船が割れたような音がして、ローズと林の体が腰の辺りで水平に分かれる。その瞬間、二つの胴体は真っ白に光り輝かがやき、そのサイズを一気に収縮させ、やがて真っ白な二本の骨となって、からん、からん、と病院の床ゆかへ落下した。


    　ボンは丁てい寧ねいな仕し草ぐさでそれらを拾うと、恭うやうやしく自分のマントの中の骨へと、新たに加える。


    　ローズと林は、ボンの持つ白い鎌で刈りとられて、二本の小さな、軽い骨になってしまった。俺おれはまだ、目の前で起こった光景を理解できずにいた。


    　頭の中で、《なるほど。そういう特性なのか》という独り言が、小さく聞こえる。


    　ボンがナースセンターのカウンターを越えて、こちらへやってきた。


    「終わった。助力に感謝する」


    「僕は何もしていないよ。こいつが僕を支配して、勝手にやっただけだ。好き放題に体を使われて、本当に気分が悪かったよ」


    　サイクは愚ぐ痴ちを隠そうともせずに言った。その言葉にボンは何も応こたえず、しゃがんっ、と大きく口を開けた。中から赤あか糸しの冷ややかな顔が現れた。


    「ありがとう、大おお垣がい内と歩くん。──着てくれたのね」


    　口元には、まだ血の跡が残っていた。


    「あ、いや、いつのまにか。咄とつ嗟さに」


    「とても似合ってるわ」


    　にこりともせずに赤あか糸しはそういうと、俺おれの横を通り過ぎてナースセンター奥の洗面台まで行き、ごそごそと身をよじらせると、ボンの口をさらに大きく開かせ、その着ぐるみを脱いで両腕と上半身をあらわにした。


    　がしゃん、という音がしてボンの頭部と両腕が背中側へ垂れ下がる。


    　赤糸はしばらく鏡で自分の顔についた血の汚れを見ていたが、やがて水を出して顔を洗い始めた。ボンを着ているときは気づかなかったのだが、赤糸は体にしっかりとフィットする、スポーツタイプのタンクトップと、同系色のスパッツだけしか着ていない。


    　薄い胸と腰まわり、そこから伸びる長い足が目に飛び込んでくる。背中の大きく開いたデザインのタンクトップから見える、スリムで筋肉質な背中から目が離せなかった。


    　洗面台へ屈かがんでいるのに、少しもたるみのないお腹まわりも、素晴らしいと思う。


    「……一人で興奮したいのなら、僕を一いつ旦たん、脱いでくれても構わないけれど」


    　サイクが呆あきれたようにそう言った。


    「ば、馬ば鹿か、そんなんじゃない。体の傷の心配をしてたんだ！」


    「私の心配をする必要はないわ」


    　赤糸が蛇じや口ぐちの水を止めてそう言った。


    「しまった。タオルがないわ」


    　蛇口を閉めたままの姿勢で、顔面から大量の水を滴したたらせたまま赤糸はそう呟つぶやくと、しばらくそのままだったが、やがて両の掌てのひらで顔についた水分をなでながら飛ばす。


    　俺は近くにあったボックスティッシュを差し出した。


    「──ありがとう」


    　赤糸はそう言ってティッシュを受け取ると、数枚取り出して耳の中を掃除し始める。


    　俺は彼女の露出の多い体から思わず目を逸そらした。


    「何？」


    「い、いや、その、ずいぶん、動きやすそうな格好なんだな」


    「激しい動きをしなくちゃいけないもの。出来ることなら、服装のことなど気にせずに動きたいから」


    　赤糸が耳に突っ込んでいたティッシュを取り出すと、血の塊かたまりがこびついていた。


    「──滅茶苦茶痛かったわ」


    　そう言ってティッシュをゴミ箱へ投げ捨てる。


    「……本当に死んだかと思った」


    「本当に死んだわ。一度ね。でも、ボンが生き返らせてくれた」


    　赤糸は給水機から紙コップに水を汲み、飲み干して、縦に綺き麗れいな筋の入った自分のお腹に指を何度か当てる。


    「彼らに開けられた穴も、きちんと塞ふさがった」


    　その指先と、綺き麗れいな肌はだ、そしてその上にある申しわけ程度に膨ふくらんだ胸に視線を移動させると、俺おれは顔中に一気に血液が集まり、一瞬で喉のどが渇いたので、唾つばを飲み込んだ。


    《勝手に一人で興奮しないでほしいな。無理もないのは理解できているつもりだけれど、『出会い』をまた逃のがしてしまっている》


    「あーうるせえ！」


    　頭の中に直接話しかけてくるサイクに思考を読まれたくなかったので、俺は赤あか糸しの真ま似ねをして上半身だけを脱いだ。


    　途端に、涼しくて心地良い空気が体の半分を包み込む。


    「おお、涼しい」


    「大おお垣がい内と歩あゆくんのサイクは、見るからに暑そうだわ。私のボンだって、結構隙すき間まがあるように見えても、なかなかのものなのに」


    「着ているだけで涼しいタイプの者もいるのだが。こう見えて、私たちも生きているのだ。体温というものは下げようがない。申し訳ないとは思うが、我慢してほしい」


    　赤糸の背中で逆さにぶら下がったまま、ボンが静かに言う。


    　なるほど。赤糸の動きやすそうな服装は、少しでも体温を下げるために露出が大めなのか。うん。理にかなっている。目のやり場には若じやつ干かん困るが。


    「俺も、制服なんか着てくるんじゃなかった。いっそのこと裸はだかにでもなるか」


    「冗談じゃない！　君にはデリカシーってもんがないのか？　僕は裸で歩と密着するなんてごめんだぞ！」


    　サイクから抗議の声が聞こえた。


    　俺はその声には応こたえずに、郷ごう田だのことを思い出す。


    　あいつの口の悪い着ぐるみ──アロ、も、ずいぶんと暑そうだったな。


    　郷田は、今どこにいるのだろう。そしてやっぱり、俺とあいつはもう、『敵』になってしまったんだろうか。そもそも、敵とは、何だ。


    「……林はやしは、死んだのか」


    　ようやく、いつ口に出すべきかと迷っていた話題を切り出す。


    　俺は一度、彼を刺し殺した。


    　サイクは、一度だけでは死なない。だから、殺したことにはならない、と言ったが。やはり、俺は彼を一度殺してしまったのだ。


    「──大垣内歩くんは、滅茶苦茶良いことをしたのよ」


    　赤糸は長い黒髪を両手で撫なで上げてオールバックにすると、俺の目を見たまま、そう言った。


    「いや、何が」


    　また勝手に先を話している。


    「死んだじゃないか。俺おれと……君が、殺したんだ。体が、真っ二つに。そんで、それから」


    　そしてその後、その死体は──


    「……白い、二本の骨に、なった」


    「だから、それが、ボンの特性」


    　特性。これまでに何度か聞いたし、俺自身も口にした言葉。


    　赤あか糸しは、ボンの背中から垂れ下がっている骨でできたマントを片手で摘つまみ上げると、こちらへ広げてみせた。からん、からん、と乾いた音が鳴る。


    「私のボンの特性。それは、鎌かまで刈り取った命を、ストックできること」


    「ストック、って、どういうことだ」


    「そのままの意味、よ。刈り取った命を収穫して、ここに保存しておくことができるの」


    　赤糸はそう言いながらマントの内側に埋め込まれた二本の骨を手に取った。


    「これが、さっき刈り取った、林はやしくんと、彼のキグルミの、バラの女の子。彼らはまだ、ここで、生きているの」


    「生きてる、だって？」


    「ええ。まだ、ね。ボンが使ってしまわない限り、は」


    「そうか。そういうことか」


    　サイクが感心したような声をあげた。


    「あれは、攻撃が遅れていたんじゃない。そもそも、攻撃パターンが、存在しないんだ」


    　アロと戦っているとき、マントから先端を尖とがらせた骨を伸ばして応戦しているとき、こいつがそんなことを言っていたことを思い出す。


    「そういうことだ」


    　ボンがそれを認めた。


    「私のマントは防御にしか特化していない。赤糸が工夫して威い嚇かくに使用することはできるが、それも、この鎌にも、敵を傷つけるような殺傷力は、ほぼ皆かい無むと言っていい」


    「で、でも、鎌で林の体を貫つらぬいていたじゃないか」


    　そして、その後、彼の体は綺き麗れいに上下に分かれた。


    「大おお垣がい内と歩あゆくんのおかげなのよ」


    「え？」


    「この鎌は、相手を傷つけるためにはできていない。命を、刈り取ることしかできないのよ──残り、一つになった命だけ、ね」


    「俺が一度、あいつを殺したから──」


    「そう。そのおかげで、林くんは、ボンによって命を刈り取られ、彼のキグルミとともに、ここでこうやって、まだ生きていることができるのよ。殺し合い、という輪から外れて、ね」


    　赤あか糸しはそう言うと、二本の骨を俺の顔の前へつき出した。


    「大おお垣がい内と歩あゆくんとサイク、そしてボンがいなければ、彼らはきっと、ほかの誰かに殺されていたに違いないわ。でも、私たちは、それを救った。苦しむことはないわ。大垣内歩くん──あなたは、滅茶苦茶、良いことをしたのよ」


    　目の前の二本の骨は、とても綺き麗れいな形で、薄く光っているように見えた。


    　俺おれはそれを受け取り、掌てのひらの上でそっと指を当ててみる。温かかった。指先に、とくん、とくん、という鼓こ動どうが伝わった。


    「……本当に生きているのか」


    「ええ。そして私は、再び彼らを生き返らせるために、戦っているの」


    「生き返らせることができるのか？」


    「それはまだわからない」


    　ボンが言った。


    「しかし、可能性はあると私は考えている。方法はまだわからないが、命をストックできる以上、元に戻すこともできるのではないか、と。私の特性には、そういった意味があるように感じている」


    「あなたが使ってしまわない限りは、ね。なるほど」


    　サイクが言った。


    「どういう意味だ？」


    　そういえば、赤糸もさっき、同じことを言っていた。


    「通常僕らは、僕の命と君の命の、二つの命を一つの体でもっているわけ。だから、一度だけなら殺されても、再挑戦できる。だけれど、ボンはその命を、あのマントの中にストックしているんだ。見たらわかるけど、とても二つどころじゃないだろう」


    　そういうことか。俺は、ボンの背中に広がっている、大小さまざまな骨で組み合わされたマントに目を向けた。


    「──現在、私の命は、三千四百二十五本ある」


    　……は。なんだそれ。


    「つまり彼らは、現在、三千四百二十四回までなら、殺されたって平気ってわけさ」


    　サイクは呆あきれたように言う。


    「平気ではないわ。いちいち、きちんと死ぬのよ。すごく痛いし、辛つらいし、苦しいわ」


    　赤糸は抗議の目を俺の背中で垂れ下がっている頭部に向けた。


    「そのくせ、その鎌かまで命を刈り取ってしまえば、いくらでも残機は増殖可能ってわけだ。すごいね、いやはや、どうも」


    「──だから、大垣内歩くん。あなたが必要なの、滅茶苦茶に」


    「はっ？」


    　赤あか糸しはまた、唐突に言った。


    「私たちは、弱くて、臆おく病びようだわ。だからこそ、守ってくれる──パートナーが必要なのよ」


    「弱いって、どこが？　だって、命のストックが三千以上もあるじゃないか」


    「だけど私には、攻撃する術すべがない」


    　そうだった。彼らの持つ巨大な鎌かまは、残り一つになった命を刈り取ることしかできない。それ自体に攻撃力は皆かい無むなのだと、先ほど聞いたばかりだった。


    「大おお垣がい内と歩あゆくんと、サイクが敵から命を一つ、奪う。そしてその後、私とボンが、それを刈り取る。そうして敵を一人残らず、ストックして──いずれ、すべてが終わってから、彼らを争いのない場所に生き返らせる。それが、私の目的なの」


    「それに、協力しろってか」


    　赤糸は何も言わず、冷ややかな顔でこちらを見つめ返す。


    　息を強く、細く吐き、髪の毛の中に左手の指を突っ込んで、俺おれは考える。


    　今でもわけのわからないことは山積みだ。


    　そもそも、なぜクラスメイトが言葉を喋しやべるおかしな着ぐるみを着て襲おそいかかってくるのかもわからないままだ。


    　大体、この着ぐるみ自体、何なのか。この病院はいったい何なのか。赤糸は刈り取った命を、再び生き返らせるなどと言うが、それだって、確実なものではないみたいじゃないか。肝心なことが何もわからないまま、協力なんてできるわけがない。


    　だけど、赤糸は、誰かを殺そうとはしていない。敵を滅ほろぼすのではなく、争いの場から、一いつ旦たん強制的に退場させるために戦っている。それは、恐らく、本当だ。


    　俺はもう一度、右手に握りしめた二本の骨を確かた。とくん、とくん、という小さな鼓こ動どう。


    　──まだ生きている。


    　殺すための戦いではなく、生かすための戦いならば。そのために女の子が頑張っているならば。それを断ことわる理由は何もないのではないか。


    　……それに、この着ぐるみを着ていると、まるで鍛えあげて陸上をしていたあの頃以上に動くことができた。


    「協力する前に、一つだけ確認させてくれ」


    　俺は赤糸に二本の骨──クラスメイトを返しながら言った。


    「松まつ本もとくんを、殺したのか」


    　その名前を聞いて、赤糸の顎あごが少しだけ引かれた。そしてすぐに、顔をあげる。


    「殺していないわ。松本くんは、ここにいる」


    　赤糸はマントの中の骨を一本、指さした。同時に、先ほどオールバックにした長い髪がさらり、と落ちて顔にかかる。髪の毛はすっかり乾いているように見えた。


    「──わかった。協力する。敵を全員、強制退場させるまで。俺とサイクで攻撃して、お前とボンがその命を刈り取って、保管してくれ」


    「ありがとう。頼もしいわ、滅茶苦茶に」


    　そういうと赤あか糸しは、右手を差し出してきた。


    　俺おれはごく自然に、その手を握り返す。


    「……今日きようの夕方は、この手を振りほどいたよな」


    「──そんなことしたかしら。覚えていないわ」


    　赤糸は飄ひよう々ひようとそう言った。


    　まあいいさ、あのときの握手とは、意味がずいぶん違うんだから。そう思いながら俺は、少しだけ気まずくなって視線を落とした。赤糸のタンクトップが視界に入る。


    「な、何だと！」


    　思わず声をあげた。赤糸が眉まゆ根ねを寄せてこちらを見返す。


    「どうしたの？　夕方のことなら、本当に覚えていないのよ」


    「い、いや、そうじゃなくて」


    　俺は握手したまま、できる限り赤糸から顔を背そむけたまま、左手で、それを指さした。


    「何だというの？」


    　赤糸は俺の左手が指さす先へ視線を落とす。申しわけ程度に膨ふくらんだ胸のその先端に、ちょうど、ローズに開けられたであろう穴が開いたままになっていた。……見えている。体に開いた穴は修復できても、洋服にまでその力は及ばないらしい。


    「──大おお垣がい内と歩あゆくん」


    「は、はい」


    　名前を呼ばれたので、ちらり、とその顔を見た。


    　赤糸は、眉根を寄せたままの険けわしい顔つきで、じっと、自分の胸の辺りに視線を落とす。


    「恥ずかしいわ。私。滅茶苦茶、恥ずかしいわ」


    　そういうと、左手でぐい、とタンクトップの生地を寄せて、開けられてしまった穴を隠す。その顔は俯うつむいたままだったが、耳まで真っ赤かに染められていた。


    「い、いや、大丈夫だ赤糸、その、なんていうか、そう。全部は見えていな、痛たたたあああ！」


    　握手をしたままの右手に、強きよう靱じんな力が込められた。振りほどこうにもとても振りほどけない。


    　そればかりか、掌てのひらが、みしみしと嫌な音を立て始めた。


    　いかん、最悪折れるぞこれ。


    　悪かった赤糸！　何が悪いのかわからんが、とにかく悪かった！　とにかく落ち着いて、この手を離してくれ！　このままじゃ折れちまう！　右手の骨と、男子としてのプライドが同時に綺き麗れいにね！


    　俺は赤糸にそう訴えたつもりだったのだが、実際は、


    「あ───────────」


    　という、あまりの激痛に五十音の一番はじめの音を出すので精いっぱいだった。


    　赤あか糸しのむき出しの肩から伸びる上じよう腕わん二に頭とう筋きんと総そう指し伸しん筋きんが、実に美しい盛り上がりを見せている。いや、そんなことに感心している場合じゃなくて。


    「──ずっと、知っていたのね？　そして、ずっと、見ていたのね？」


    　赤糸は眉まゆ根ねに深い皺しわを作り唇くちびるを嚙かみしめる。


    　大きくて切れ長の目め尻じりには涙が浮かんでいた。


    　知らないし見ていない！　今気づいたところで咄とつ嗟さに目を逸そらしたから！


    　そう言いたかったが声にならなかった。


    「これじゃあ私。これじゃあ──」


    　とりあえず今にも砕けそうな右手を解放しようと俺おれは赤糸の右腕を摑つかむのだが、びくともしなかった。なんて力だ。


    「お嫁に行けないじゃない！」


    　赤糸はそう叫ぶなり握ったままの俺の右手を勢いよく上へ振り上げ、外側へ捻ひねる。


    　すると全身が、加えられた力に逆らわないように反転し、一瞬で俺の右手は背中で捻り上げられる。酷ひどい。屈くつ辱じよく的てきだ。それよりも赤糸はこんな技どこで身につけたんだ。


    「し、信じてくれ赤糸。ずっと見てたわけじゃない。ほんとに、ついさっき気づいたんだ」


    「──本当かしら」
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    　顔は見えないが、背後から沈んだ声がする。


    「ほ、本当だし、それにそんな気にすることないぞ。お前の体、その、とても綺き麗れいだし」


    「綺麗──なの？　本当に？」


    「ああ、本当だ。形も色もとても綺麗だった」


    「そ、そうかしら。私の、色──？　むーん？　やっぱり見てた！」


    　バレた。つい余計なことを言ってしまった。


    「大おお垣がい内と歩あゆくんのドスケベポロロッカ！」


    　意味のわからないキャッチフレーズをつけられて背中を強く押された。


    　俺おれの右手はようやく解放されたが、勢いがついて床ゆかに転がる。


    　赤あか糸しは素早くボンを着込むと、しゃがんっ、とその口を閉じて顔を隠し、巨大な鎌かまを振り上げて近づく。


    「どの角度で何発殴れば、記憶って消せるのかしら」


    　ふふふふ、とくぐもった笑い声がボンの顔の中から聞こえる。


    「そんな非人道的な実験はやめよう！」


    　赤糸は鎌を下ろすと、マントの中から二本の骨を取り出し、見つめた。


    「こいつらが余計なことさえしなければ、服に穴が開くこともなかったのに──折ってやろうかしら」


    「おおい！　生き返らせてやるんじゃなかったのか！」


    「冗談よ。少しだけ、頭から血が下がったわ。大垣内歩くん」


    「は、はい」


    「向こうヘ行っててくれるかしら。身だしなみを、整えたいの」


    　もちろん逆らわずに、俺はナースステーションから退散した。


    



    
      ＊　　　　　＊　　　　　＊

    


    



    「パッドも突き抜けてしまっている。これ、お気に入りだったのに」


    　ナースステーションの奥から聞こえてくるそんな言葉を背に、俺は廊下に注意を配っていた。またいつ誰がやって来て襲おそいかかるかもわからない。俺はサイクを着なおした。


    「僕はどちらかというと反対なんだけれど」


    　待ち合いスペースのソファに腰かけると、サイクが話しかけてきた。


    「何が」


    「彼女と一緒に戦うって、ことさ。僕は争いごとが苦手なんだ。できることなら、避け続けていたい」


    「じゃあどうするつもりだったんだ？　敵が来てもコソコソと逃げまわろうって？」


    「もちろん、それがベストだと思ってるさ、今でもね。何しろ僕の特性は、誰よりも正確に敵の居場所をキャッチできることなんだから」


    　確かに。赤あか糸しとボンが一度殺されたとき、こいつはいち早く、ローズがそこにいることに気づいた。あのとき、ボンは気づいていないようだった。ということは、着ぐるみの中でもサイクは特別にレーダー機能が優れているということだろう。


    　俺おれも、こいつの巨大な目を通して一度世界を見たからわかる。


    　二つ下、高さで言うと五階分は離れているフロアの敵の姿までハッキリと捉とらえることができた。サイクの特性を使って、敵の位置によって細かく場所を移動し、確実に仕留められる機会を窺うかがい、ベストなタイミングで三本の爪つめを使えば、恐らくほぼ無敵なのではないだろうか。


    　ほかにどんな特性をもつ着ぐるみがいるかはまだわからないが、大抵の敵相手ならばそれで倒せるような気がした。それでも。


    「赤糸とボンはどうする？　あいつらは、俺たちがいなけりゃ攻撃することだってできないんだぞ」


    　ボンの特性。『命の刈り取り』をするためには、一度、命を一つ奪わなくてはいけない。


    「何もそれが僕たちじゃなくてもいいと思うよ。ローズってやつでもよかったし、それこそアロでもいいし」


    　それは確かにそのとおりかもしれない。


    　だがやつらはもう既に、赤糸の敵として現れた。赤糸とボンは、敵になる前に誰かを自分の仲間に引き込まなくていけなかったのだ。


    



    　──私のものになってほしいの


    



    　それが俺だったのだ。逆に言うなら、その頼みごとを聞いてさえくれれば、確かに俺たちでなくてもよかったのだろう。


    「確かに。どうして声をかけたのが、俺だったんだろう」


    「本当に。運動能力を一番に気にしてあんな服を着る女の子が、どうして膝ひざを怪け我がしている歩あゆを選んだのか、理解に苦しむね」


    　それは確かに赤糸もあのとき、気にはしていた。


    　だが、今は不思議と膝の痛みは全く感じない。あんなに大きく跳んだりしたのに。


    「膝──治ったのかな。あいつを助けに飛び込んだ後から、全く痛みを感じない。まさか、女の子を助けるという勇気ある行動が、傷を修復させてしまったとか」


    「僕を着てるからだよ、馬ば鹿か。僕が内側から、歩の左足をずっとサポートしてるんだ。膝だけじゃない。君の奥歯や、指先のささくれまで、全部僕が気を遣って痛みを感じないように保護しているんだ。感謝してもらいたいよ」


    「すごいな。お前らを着てたら、怪け我がが全部治っちゃうのか」


    「治るんだったらそもそも殺されないだろ。頭悪いな、歩あゆは。夢を見ないでほしいよ。あくまでも保護してサポートして痛みを感じさせなくするだけ。何しろ僕たちは同じ命を共有するんだから。中の人と十分に満足できる『出会い』をするための、必要最低限の努力だよ」


    「十分に気持ちよく戦ってほしいなら、頭悪いとかも言わないでもらえると助かるんだが」


    「悪かったね。お喋しゃべりなのは、僕ら全般がもつ特性なんでね」


    「ボンはそんなことないみたいだけど」


    「──彼は」


    　サイクは少し言葉を選んでいるようだった。


    「とても珍しい。あんな特性があることも驚きだし──全身のパーツがそろってないのも、とても気になる」


    「腰の骨を、遥はるか昔になくしたって言っていたな」


    「不覚だった、ともね。その後、あの鎌かまを作ったといっていたから──彼の特性は、元々違うものだったのかもしれない」


    「それに、三千個の命をもってる」


    「三千四百二十五個、だよ。今のところね」


    「それだけのやつらと、戦ってきたってことだよな」


    「わからないね。誰かから譲ゆずり受けたって可能性もあるだろうし。まあとにかく、そのこと全部を彼から聞きだすのはきっと至し難なんの業わざだよ。恐らく彼は、自分から何も喋ろうとはしないさ」


    　俺おれはナースステーションへ視線を向ける。


    　奥からまだ何か赤あか糸しのブツブツ言う声と相あい[image: ]づちを打つような太く静かな声が聞こえた。


    「ところで、お前らって、仲間だと思ってたのに、何にも知らないんだな」


    「お前ら？　仲間？」


    　サイクが訊きき返す。


    「着ぐるみ同士のことだよ」


    「知るわけないだろ。君は、自分以外の人のことは何でも知っているっていうのかい？」


    「──それもそうか」


    　知るわけがない。自分自身のこともわからないんだから。


    「まあとにかく。どうして俺に声をかけたのかは、後々赤糸に確認するとして」


    　俺はソファから立ち上がる。


    「とりあえずは、あいつらと共同戦線だ。そう決めた。サイクも協力してくれ」


    「不満はあるけれど仕方ない。飲むよ。お互いがバラバラで『出会』えないまま敵に攻撃されるよりかは、ずっとずっとましだからね。だけど、一つ僕からも頼みがある」


    「なんだ？」


    「君は彼女に守って、と言われたけれど、あれを逆にしてもらいたい」


    「逆？」


    「常識的に考えたらわかると思うんだけれど。僕たちが彼女らと組んで敵と立ち向かうときは、彼女らが盾たてだ。敵の攻撃を、できる限り至近距離で受けてもらう。可能ならそのとき、敵を捕まえてもらえるとなおありがたい。僕たちが攻撃をするのは、その後だ。そのパターンでないなら、僕は協力したくない」


    「女の子を盾にするっていうのか？」


    「あのね、ボンってキグルミは防御に特化しているんだよ？　僕やほかのやつらなんかよりよっぽど頑丈さ。前面の盾と後方の剣。ごく自然で実に真っ当なフォーメーションだと思うけれど」


    「だけど、もしそれで赤あか糸しが危険な目に遭あえば」


    「構うものかよ。彼らは、三千四百二十四回までなら、死んだって平気なんだから」


    「そんなの──」


    　思わず言葉に詰まる。


    　いくら生き返るといっても、赤糸を囮おとりに使うなんて耐えられそうもなかった。天井から降り注いだ彼女の血の温かさが肌はだの表面に蘇よみがえる。


    「綺き麗れいごと言うなよ。さっき歩あゆだって、クラスメイトが一度生き返ったと知ったとき、自分の手がまだ汚れていないんだ、って安心したくせに」


    　確かにそのとおりだった。


    「相手が殺しにくるんだから、殺さないと。歩が彼らに協力してやろうとしていることだって、一度は相手を殺すことなんだから」


    　俺おれは左手を強く握って、黒い三本の爪つめを伸ばした。


    　サイクの言うとおりだ。林はやしとローズは、赤糸の体を内側から突き破った。しかも自分たちは実に安全な場所から。そして赤糸とボンは、そんな彼らを殺すのではなく、生かしたまま退場させようとしている。一度は自分を殺した相手なのに、だ。彼女の目的は、死なないことでも相手を殺すことでもない。生かすことだ。


    　そのためには、俺もできる限りの協力をする、と誓ったのだ。それは決して、綺麗ごとや甘い考えのままでは成し遂げられないことだ。


    「わかった」


    　俺はサイクに言った。


    「だけどそれは、最後の手段にする。囮作戦なんて、同じ相手にはきっと一度しか使えない。それ以外のもっといい方法を、考えておく」


    「もっといい考えね」


    　サイクは呆あきれたように言う。


    「僕も、もし思いついたら伝えることにするよ。そんなものが思いついたら、だけど」


    「それじゃ、とりあえず意見が合ったってことで。よろしく頼む、サイク」


    　そこで俺は、病院の廊下の端に、何か丸いものが転がっていることに気がついた。それは先ほど、胴体を突き刺した林はやしとローズが動かないまま倒れていた血だまりのすぐ傍そばだった。


    「なんだ、これ」


    　近寄って拾い上げると、それは深緑を基調にカラフルにペイントされた、卵のようだった。


    「鶏にわとりの、卵の殻からだな。中身は抜いてある」


    　サイクが確かめて言う。卵を、くるりと一周させると、裏側に不気味な顔が描かれていた。


    「なんだこれ。顔が描いてある。なあサイク。これもお前らの、なんか、特性の一つか？」


    「いや、そんなのは全く知らないな。少なくとも僕はそんなものもっていない。恐らく、ローズか林のどちらかがもっていたものだろう」


    　その瞬間、嫌な予感がして俺おれはその卵をそっと床ゆかに戻した。


    「まさか、なんかの武器じゃないよな？　爆弾とか」


    「大丈夫だろう。中まで見てみたところ、そいつは、空っぽだ。火薬や殺傷能力のある液体とかガスみたいなものは詰まっていないよ」


    「じゃあなんかのお守り、みたいなもんか？」


    　俺は再びそれを拾い上げる。


    「──彼女なら何か知っているかもね」


    　サイクの声で俺がナースステーションのほうを見ると、ちょうど赤あか糸しが出てくるところだった。


    「お待たせしてしまったかしら」


    「いや、別に、それより、そっちはその、もう大丈夫なのか？」


    　ボンを着ているとはいえ、胸の辺りを見るのは気が引けてしまう。


    　なにより、また手を摑つかまれたらたまらない。


    「ええ、もうすっかり平気。いくらでも見てもらったって構わないわ。裁さい縫ほう道具があったわけじゃないから、応急処置だけれど」


    　赤糸は、どことなく得意げに見える。大きくて切れ長の目に、余裕を浮かべている。その言葉に俺は安心して赤糸の胸の辺りに目をやってみた。明らかに、不自然に大きくなっていた。


    「お前、それ……」


    「なによ。き、奇怪な声を出さないでもらいたいわ。内側から穴を塞ふさぐしかなかったのよ」


    　赤糸は、どこから見つけたのか、胸の部分にパンパンにタオルを詰め込んでいた。さらにそれを見せつけるように、誇らしげに胸を反らしていた。


    「まあいいけど……虚むなしくならないか？」


    「な、何を虚しくなる必要があるというの？　私は別に、胸がコンプレックスなわけでもなんでもないから、何をどうとらえられたって全然心が揺らいだりしないわ」


    　まあ、本人が満足ならそれでいいけど。家に帰ってタオルを取る瞬間に落ち込まないことを祈ろう。


    「私は──止めたのだ」


    「ボン、余計なことは言わなくてもいいわ。止められるようなことは何もしていない」


    　赤あか糸しは頰ほおを少し膨ふくらませて、同じように詰め物で膨らんだ自分の胸にそっと手を置く。


    　まあいい。それよりも。


    「これ、そこに落ちてたんだけど……何か知らないか？」


    　俺おれは赤糸とボンの顔の前に、先ほど拾った、ペイントされている卵を掲げた。


    「見せてもらえるかしら」


    　彼女から先ほど見られた余裕は既に消えていた。いつもの冷ややかな目つきに戻っている。


    「──卵の殻から、ね。中身は、この穴から抜いたのだわ」


    　赤糸は、顔が描かれている卵の、お尻しりの部分を俺に向ける。


    　三ミリ四方くらいの薄い紙テープが貼はられているのがわかった。開けた穴を塞ふさぐように貼り、さらにその上から色を塗ってあった。


    「私は、こんなもの見たことがないわ。ボンは？」


    「全く同じものではないが、似たようなものを、以前に見たことがある」


    「本当に？　じゃあこれが何だかわかる？」


    　サイクが訊きいた。


    「残念ながら、何かは、わからない。だが昔、これと似たようなものを見たとき、私は、とても嫌な思いをしたように記憶している」


    「嫌な思い？　それはつまり、どういう」


    「歩あゆ。君はもうちょっと質問の仕方を覚えたほうがいいと思うよ。他人の嫌な思いに踏み込んでいくのは、とても失礼なことだ」


    「あ……悪かった、ボン。気になったものだから、つい」


    　サイクに窘たしなめられ、俺は素直に謝る。


    「構わない。だが、申しわけないことに、それがとても昔のことなので、あまり覚えていない。私はどうやら以前に、自分の過去をほとんど、消去してしまっているらしい」


    《やっぱりね。彼から過去のことを聞きだすのは、とても難易度が高いよ》


    　サイクが頭の中に直接話しかけてくる。


    「覚えていないのなら仕方がないわ」


    　赤糸が俺に卵を返しながら言った。


    「でも、これが『とても嫌な思いをさせる何か』であることがわかっただけでも良しとしましょう。これは、廊下に落ちていたのね？」


    「あそこの、血だまりの傍そばにあった」


    　サイクが答えた。


    「むーん」


    　赤糸はすっかりお馴な染じみになった口癖とともに考え込んでから、顔をあげて言う。


    「保留」


    「へ？」


    「恐らくそれは──林はやしくんか、ローズがもっていた可能性がだいぶ高いとみて間違いないと思うわ。でも、それ以上のことは今は何もわからない。どうやら武器や爆発物といった危険なものでもない。で、あるなら、当面それについては、保留だわ」


    「武器じゃないって、すぐわかったのか」


    「そんなの手に取ればわかるわ。空からなんだもの。まさか、そんなこともわからなかったの？」


    「歩あゆは、ビビって一度、床ゆかに置いたからな」


    「うるせーぞサイク」


    　そのときだった。天井に埋め込まれたスピーカーから大音量のノイズが走った。思わず耳を塞ふさごうとして、自分の顔がサイクの頭の中にあることに気づく。


    　一瞬、聴覚が遮断され何も聞こえなくなったが、すぐにノイズ音は奥底に沈み、その中に流れるメロディだけを抜き出した音が聞こえた。


    《ノイズだけ除去した。今は必要な音だけを拾ってる》


    　頭の中でサイクが言う。


    「この曲は……知ってる。『マルセリーノの歌』だ」


    「詳しいのね。意外だわ」


    　サイクが抜き出した赤糸の声が、やけに耳元でハッキリと聞こえて、少し戸惑う。


    「古い──確か、ええと、スペイン映画の主題歌だよ」


    「これが、ゲーム中断の合図よ」


    「ゲーム中断って？」


    「今日きようの殺し合いは、終了ということだ。すぐに『翼』が確認にくるが、動かずとも大丈夫だ」


    「『翼』って、なんのこ……」


    　ボンの言葉に質問しようとして、俺おれは口をつぐんだ。廊下の奥から、巨大な翼がゆっくりとこちらへ向かってくるのが見えたからだ。


    　それはあまりにも巨大だった。美しく薄桃色に光り輝かがやく羽根が隙すき間まなく重ねられた翼が、左右に四対ずつ広げられていた。だが、計八枚の翼には、持ち主がいなかった。


    　翼の根元に存在するはずの胴体となる部分がそこにはなく、八枚の翼は根元で融ゆう合ごうしているだけだった。


    　巨大な天使の羽のように見えるそれの中心には、肝心の天使が存在していない。


    　輝きながらゆっくりと羽ばたきながら飛行する『翼』は、病院の壁や柱、ソファや観葉植物などのさまざまな障害物に何ら干渉することなく、ただ、そこを通り過ぎていった。巨大なホログラムが移動しているように見える。


    　言葉が何も思い浮かばなかった。


    　いや本当は、何だこれ？　とか、とてつもなくでかい！　とか、危険じゃないのか？　とかいろいろ口に出したい言葉はあったのだが、赤あか糸しもボンも何も言わずにただ、そこに黙って立っていただけだったので、この場合、何を喋しやべっていいのかがわからなかった。


    　ゆっくりとこちらへ飛来してきた『翼』は、そのまま一切止まる様子は見せず、音もなく俺おれの体に重なった。ぞくり、と全身が震えて、思わず目を瞑つぶった。


    　しかし、『翼』は何の感触も、匂においも音もなく、ただゆっくりと俺おれの体の中を通り抜けて、やがて通り過ぎていった。


    　廊下の先へさらに進んでいく『翼』を見ながら、俺はようやく口を開く。


    「な、何なんだ、あれ」


    「『翼』よ。毎晩、時間になると、ああやって確認をしにくるの」


    「確認って？」


    「ここに呼ばれた人と、そのキグルミが、全員きちんと一度でも戦ったかどうか、の確認よ」


    「戦わなかったことがわかったら、どうなるんだ」


    「啄ついばまれる──のよ」
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    　その物ぶつ騒そうな言葉が意図する内容が、すぐには頭に入ってこなかった。


    「殺される、ってことか」


    「ええ。残念だけれど」


    　突然、この世のものとは思えない叫び声が下のフロアから聞こえた。


    「……今のは？」


    「恐らく、誰か見つかってしまったんだわ。『翼』に」


    　赤あか糸しは、眉まゆ根ねを寄せてそう言うと、下唇くちびるを嚙かみしめた。


    「見にいこう。今後の参考になる」


    　サイクが言った。


    「あまり気分のいい光景ではないから推すい奨しようはしないけれど。確かに、一度、見ておいたほうがいいのかもしれないわ」


    



    　恐る恐る階段を降りて、下のフロアへ着く。


    　叫び声はもう聞こえず、ほかの物音も全くせず、静まりかえっていた。


    「あれ、この階じゃないのか」


    「ちょっと待って」


    　サイクはそう言うと、聴覚の精度を上げてくれた。頭の中に、聞こえてくる音を通して、建物の中の様子が立体的に描かれるようだ。


    　廊下のずっと奥。いくつもの曲がり角を曲がった先の部屋の中。細かく羽ばたく翼のような音が、いくつか、重なり合って聞こえる。まるで、屋内に鳩はとが数羽入り込んでしまい、出られずにあちこちを飛び回っているような──そんな光景が浮かんだ。


    　なんとなく嫌な予感がしたが、俺は音の聞こえるほうへ、慎重に歩き出す。


    　病院の二階部分に当たるこのフロアに病室はなく、先ほどまでいたフロアよりもいくぶん狭まった廊下が縦じゆう横おうに何本も走っている。廊下と廊下の間には、いくつかの診察室がひとかたまりになって、ブロックごとに分かれていた。


    「しかしまあ、なんという広さの病院だ」


    「ここまでくると、この建物だけで一つの街だね」


    　待ち合いスペースの真ん中辺りで、再びサイクが聴力を上げた。小さく何度も羽ばたく音は、廊下を右に進んだ先の曲がり角の先から聞こえた。さっきよりもだいぶ近づいていた。


    「なあ、やっぱり、わざわざ見なくてもいいんじゃないかな。赤糸も、推奨はしないって言ってたし」


    「それじゃあ、歩あゆは目を瞑つぶっていればいいよ。僕だけが見るから」


    「でも、お前の見た光景って、俺おれの頭の中にも見えるんじゃないのか」


    「僕の視界に切り替えなければ大丈夫だよ」


    　そんなことを話しながら、とうとうその部屋の前まで[image: ]たどり着く。


    　扉とびらの上には、『小児外科』というプレートが掲げられていた。その言葉の並びを見るだけで、陰いん鬱うつな気分が増すようだった。


    「ドア開けたら、いきなり襲おそわれたりしないだろうな」


    「大丈夫みたいだよ。さっきの曲がゲーム中断の合図だって言ってたわけだし。何より、中からは何も、攻撃の色みたいなものが見えない」


    　サイクはそう言うなり、俺おれの右手を勝手に動かして、勢いよくドアを横にスライドさせた。


    「ちょっとお前、開けるなら開けるって言ってくれ！」


    「──なるほど、本当だ。見事に啄ついばまれてる」


    　俺の抗議を無視してサイクは言った。俺は恐る恐る、その光景に焦しよう点てんを合わせる。


    　診察室の真ん中。壁際に置かれたデスクと、その反対側の診療ベッドの間に、その人物は横たわっていた。薄茶色の着ぐるみに包まれた足がこちらを向いている。その上はよく見えなかった。何羽もの、先ほど目撃したものよりもずいぶんと小さなサイズの『翼』たちが、互いに自分の場所を取り合うかのように、忙せわしなく動きながら、その人物の体の上に密集していたからだ。時折、居場所を奪われた『翼』が、細かく羽ばたきながら舞い上がり、また別の空いている場所へと降り立っていた。


    『翼』たちは、その人物と、着ぐるみの体を、喰くっていた。


    　その光景に思わず吐き気を催すが、何とか堪こらえることができた。ひょっとしたら、サイクが体の調子を整えてくれたのかもしれない。


    『翼』たちは確かに必死で食べているようだったが、不思議なことに血は一滴も落ちていなかった。だが、啄ばまれたと思おぼしき部分は、しっかりと欠損していた。


    「顔を確認したいんだけど、『翼』が邪魔で見えやしない。歩、ちょっと向こう側へ回ろう」


    「いや、サイク。俺にその必要性は感じられない。とっととここを出よう。今すぐ出よう。そして、家へ帰ろう」


    　俺がそう言い終わるとほぼ同時に、サイクが部屋中に響き渡るような大声を一つ、あげた。その声で『翼』たちは一斉に飛び上がり、何羽かは天井にぶつかった。


    《これで見られる》


    　サイクは頭の中に直接そう言った。俺の耳はまだ、いきなりの大声に聴力が戻っていなかった。サイクはわざと聴覚調整をしなかったのだ。くそ。


    『翼』たちが再びその人物の体の上へ舞い戻る前に、俺とサイクはその顔を確認した。男性だった。顔の一部分も既に欠損してしまっていたので、ハッキリと断定はできなかったが、その顔には見覚えがあるように思われた。


    　俺とサイクは部屋を出てドアを閉める。再び何羽もの細かい羽ばたきの音が一斉に聞こえる。


    



    「誰だったのかしら」


    　赤あか糸しは戻った俺おれの姿を見るなり訊きく。


    「知ってる顔だった」


    　うんざりしながら俺は答えた。


    「──そうでしょうね」


    　赤糸は、涼しげな顔でそう言った。


    「……夜、俺にかけてきた電話。その内容について、俺はまだ肝心なことを訊いてなかったな」


    「──ええ、確かに、そうね」


    　これと同じようなやり取りを前にもしたような気がする。


    「郷ごう田だがいて、お前がいて、そんで林はやしがいて。その前には松まつ本もとがいた。その時点で予想するべきだったな」


    「いっぺんにいろんなことを知るのは、不可能だわ」


    「消えた三人のクラスメイトについて話があるって、言ったよな」


    「──言ったわ」


    　俺は『翼』に喰くわれていたクラスメイトの顔を思い出す。


    「あれは。消えたうちの最後の一人、山やま下しただった」


    「──やっぱり」


    　赤糸は少し視線を落とした。長い睫まつ毛げが伏せる。


    「どういうことなんだ？　どうして、俺たちの、一年Ｆ組の生徒ばかりが、ここに集められているんだ？」


    　その瞬間、世界が拗ねじられたように歪ゆがんだ。

  



  
    　　　第三章　Herzeleid ～ 傷心～


    



    　気がつくと、俺おれは倒れこんでいた。


    　目の前に床ゆかのカーペットが見える。毎日見ている色だ。鼻と口が押し付けられていて、息苦しかった。


    「サイク……赤あか糸し、ボン……郷ごう田だ」


    　彼らの名前を口の中で呟つぶやいてみる。頭の中に下敷きを挟み込まれたように、意識がなかなか体に伝わらない。熟睡状態のところを無理やり起こされたようだった。視線を動かして、自分の腕を見た。カーペットの上に投げ出されていたのは、確かに俺自身の腕。蛍けい光こうの緑色をした体毛を纏まとってはいない。両足を曲げてみる。何かを着込んでいるような感覚はしなかった。


    　そこでようやく、自分が部屋の真ん中にうつ伏せで寝ていたことに気づく。まだ頭はしっかりと働いてないが、ここがあの病院ではなく、自分の部屋であることはハッキリと確認できた。


    「そうか……夢だったのか」


    　俺はわざとらしくそう言うと、床から体を起こし、ベッドに腰かけた。もう一度自分の体を触って確かめる。額ひたいにも手を当てた。どこにも、サイクの姿を確認することはできなかった。左手を見つめたまま、何度も掌てのひらを開いては閉じた。黒い三本の爪つめは飛び出さなかった。ベッドの上に立ち、天井に頭をぶつけないように注意して、両膝ひざを思い切り曲げてから、床に飛び降りてみた。鈍にぶい音とともに着地。左膝に、痛みが走る。


    「痛い」


    　うっすらと滲にじんだ涙を拭ふくこともせず、左の膝を抱えたまま、床に座り込んだ。


    「……まあ、夢らしく、なかなかにとんでもない内容だったな。膝のことを気にせずに、あんなに動けるなんてのも、まあ、それなりに楽しかったし」


    　どたどたどた、と階下から階段を駆かけ上がる音がして、姉がドアを勢いよく開ける。


    「うるせーぞ歩あゆ！　ドタドタドタドタ、何時だと思ってんだ！」


    　駆け上がる音とその声のほうがよほどうるさいと思うが。


    「ねーちゃん。俺、今まで、ずっとこの部屋にいた？」


    「は？　何だその質問。いたんじゃねーの。窓からこっそり出てったとかだったら知らねーけど。なに、お前、深夜徘はい徊かいでもしてきたの？」


    「してない、と思う、たぶん」


    「おいおい。めんどくせー思春期だな。夢遊病か。今度から寝るときは手足縛ってやろーか」


    「いや、それはいい」


    「噓うそだ馬ば鹿か。お前は出ていってねーよ。あたしもお母さんもリビングでテレビ見てたからな。誰かが外に行こうとしたなら、わかったはずだし」


    「お母さんまだ起きてるの？」


    　意外だった。姉が夜更かしするのは知っていたが、母までそれに付き合うのは珍しい。


    「まだって、別に、そんな時間でもねーよ。お風ふ呂ろだってまだだし」


    「え？」


    「ていうかお前、なんでまだ制服着てんの？　ほんとにどっか行くつもりだったのか？」


    「いや、これは、別に。ていうか、まだそんな時間じゃないって？」


    「そだけど」


    　姉は手に持ったままの缶酎ハイを呷あおった。


    「え。今何時？」


    「どーやら深刻に寝ぼけてるみてーだな。自分で確認しな」


    　姉はそう言うと缶酎ハイの空き缶を俺おれの部屋のゴミ箱に投げ捨てて、部屋を出ていく。


    「自分の部屋に捨てろや！　俺が飲んだと思われるだろ！」


    「思わねーよ、うちの家族は」


    　そう言い捨てて階段を降りていく。


    　ドアを閉めてベッド脇わきの時計に目をやる。


    　時計の針は、二十三時三十五分を指していた。


    「噓だ」


    　赤あか糸しが電話をかけてきた時刻から、五分しか経たっていない。


    　あの病院での出来事が、たった五分なんてありえない。少なく見積もっても一、二時間は経っているように思えた。ということは、やはりあれは夢だったのだ。疲れていたのか、赤糸の電話に出て喋しやべっているうちにいつのまにか床ゆかで寝落ちしてしまった。そういうことなのだ。


    「そうだ、電話」


    　俺はスマートフォンを探した。


    　赤糸の電話からまだ五分しか経っていないのなら、ひょっとしたらまだ電話は繫つながっているんじゃないだろうか。


    　彼女の性格から考えてそれは絶対にないだろう、と思いながらも、制服のズボンのポケットの中にそれを見つけて、取り出した。しかし、ディスプレイはいつものホーム画面だった。念のため着信履歴を表示させると、『非通知』の文字が三つ並んでいた。最新の文字は二十三時半にかかってきたことを表わしている。


    「かけ直そうにも、これじゃあな……」


    　俺はスマートフォンを睨にらんだまま、ベッドに倒れこむ。


    　夢でもいい、と思った。荒こう唐とう無む稽けいで時折血ち生なまぐさくはあったが、もう一度、あの自由に動き回る感覚を味わいたい、と願った。林はやしとローズを追って思い切りジャンプしたときのあの感覚。陸上に打ち込んでいた頃は、毎日のように味わえていたあの気持ち。できるならもう一度。いや、本当はできる限りずっと。あそこで、自由に体を動かしていたい。


    　この部屋のドアから続く先の世界では、あれは味わえない。


    



    　もう一度、と願ってはいたが、その眠りで夢は一切見なかった。いつのまにか掛け布ふ団とんの中に入り、制服姿のままで眠っていた。


    　差しこむ朝日の中、枕元のスマートフォンを確認する。着信は一切なかった。


    　いくら制服姿のままとはいえさすがに皺しわだらけのシャツとズボンで登校するのはためらわれたので、シャツとズボンを着替える。リビングへ降りる階段の中ほどで、思い切って飛び降りてみた。着地は見事に決まったが、やはり左膝ひざは痛いままだった。


    「朝から元気なのねえ」


    　階段下の廊下で膝を抱えている俺おれの背後から母が声をかけてくる。


    　膝の痛みとともに、昨日きのうの出来事は本当に夢だったのだという実感がじんわりと広がる。あまりにも鮮せん明めいな夢だった。右手にはまだ、赤あか糸しに思い切り握られた跡がまだ残っているかのようにも思えた。だが、あれはやはり夢だったのだ。


    　今日きようからまた、ヘッドホンで外の世界を遮断するいつもの毎日が始まるのだろう。そういえば昨日、球技大会に出ると言ってしまったが、この膝ではやはり無理だ。やっぱり断ことわろう。


    「いつにも増してひでー顔してやがんなー」


    　姉がシリアルをかき込みながらそんなことを言った。


    「朝からお前のその、自分だけが不幸でございます、みたいな顔見せられるとこっちがイライラしてくんだけどな」


    　ほっとけ。これが俺の一番リラックスしているときの顔なんだ。


    



    　教室はもちろん、昨日と何ら変わりなかった。


    　毎朝のように特に誰とも挨あい拶さつを交わさずに自分の席に座ると、ヘッドホンを装着したまま窓を見ながら、携帯音楽プレイヤーのボリュームを上げた。お気に入りのドイツのヘビーメタルバンドの演奏が教室の中と俺とを分断してくれる。


    　窓に反射する教室の中の様子が目に入る。


    　巴ともえは女子グループと何やら笑いながらスマートフォンを見せ合っている。竜りん胆どうも、それとは別の女子数人と何やら話しているようだった。巴とは違い、めったに笑え顔がおを見せることはないが、別に不機嫌というわけでもなさそうだった。


    　郷ごう田だの姿は見えなかったが、それは毎朝のことで、野球部の朝練はほかのどの部活よりも遅くに終了するからで、野球部の連中が教室に飛び込んでくるのはいつも授業開始ギリギリのことだった。いつもだったらそれで終わりで、あとは斜め前に座る仁に科しなの神経質そうな背中をぼーっと眺めているだけなのだが、今日きようはもう一人姿を確認したいやつがいた。


    　逆さか木き原ばら赤あか糸し。彼女の席はどこだっただろうか。確か、教室の一番前の廊下側。だが、赤糸はまだ登校していないようだった。普段彼女が何時頃に登校してくるのか知らなかったので、俺おれはそれ以上特に気にせずに再び音楽の世界へ身を投じた。


    



    　午前の授業が終わり、弁当を食べたあと再び一人の世界に閉じ込もっていると、ミルクの香りとともに、巴ともえが机の前に来た。ヘッドホンを取って、というジェスチャーを受けて、俺はそのとおりにして音楽を止めた。


    　巴が一人で俺の席へ来るのは、初めてじゃないだろうか。いつもは、郷ごう田だと俺が話している中へ後から割り込んできていたけれど。


    「ごめんねー、リラックス中」


    「いや、構わないけど」


    「歩あゆくん、郷田くん知らない？　今日ねー、まだ来てないみたいなんだよ」


    「え？」


    　俺は教室後方の郷田の席を振り返る。そこには誰も座っていなかった。


    「いや、知らないけれど」


    「そっかー。歩くん、仲良しだから何か知ってるのかもと、巴さん思ってしまいましてね。尋ねにきたというわけでしたっ」


    　巴は勢いよく敬礼をして、くるりと踵きびすを返すが後ろ向きのまま止まった。


    「……風邪かな？　先生も特に、何も言ってなかったよね」


    　巴はこちらに背中を向けたまま、舌足らずな甘い声のトーンを少し落として言う。


    「……うん。特に、何も言ってなかったように思うけど」


    「何も言ってなかったってことはさ、あれだよね？　あれじゃないってことだよね歩くん？」


    「あれが、あれと言われても……摑つかみづらいのだが。つまり、どれだ？」


    「だから、つまりあれだよっ。ほかの人みたいに……いなくなっちゃったり、してないよね？」


    　その言葉を聞いた瞬間、頭の中に、夢の中の病院で見た光景が思い浮かんだ。『小児外科』の診察室の中で、床ゆかに倒れたまま、何羽もの小さな『翼』たちに啄ついばまれている、郷田の顔。


    　いや、違う。あれは、郷田じゃなかった。確か、木き本もとという名前の、まだ知り合ってさえいなかった元・クラスメイトだ。


    「ど、どうしたの歩くん。いつもより顔怖マシマシだよ。なんか汗すごいよ？」


    「いや、なんでもない。ちょっと、体調が悪いだけ。俺も風邪気味かも。あいつもたぶん、風邪じゃないかな。昨日きのうそう言えば、体調悪そうだったし」


    「えええ？　そうだったかなー？」


    「俺おれがうつしてしまったのかもしれん。ここ二、三日ずっと熱っぽかったからな─。ほら、しんどそうな顔してただろ？」


    「歩あゆくんこそ、いつもと変わらないように見えたよ……。でもほんとに今は体調悪そう。顔真っ白だよ？　青通り越して白だよ？」


    　昨日きのうの帰り道、郷ごう田だに言われた言葉を思い出していた。


    



    　──『お前、気がついたら、自分が夜の病院にいた。なんてこと、ないよな？』


    



    　あれは、夢じゃなかった。てことは。やっぱり昨日の夜見たあれは夢じゃなくて、実際に起こったことであり、郷田は消えてしまった三人のクラスメイト同様、まだあの病院に閉じ込められているんじゃないだろうか？　松まつ本もと。林はやし。木きの下した。そして今度は、郷田。


    　俺は赤あか糸しの姿を捜した。教室の中には、いなかった。


    「なあ、ちょっと訊きくけど」


    「な、何？」


    「逆さか木き原ばら赤糸は、今日きよう学校に来ているのか？」


    「いやー、それがさ」


    　巴ともえの答えは、予想どおりのものだった。


    「逆木原さんも、来てないんだよね」


    　俺は立ち上がり荷物をカバンに押し込む。病院にいたクラスメイトが、誰一人学校に来ていない。やはり彼らは、まだあそこにいるのだ。やはりあれは、夢ではなかった。


    　とりあえず学校を出よう。あそこにもう一度行かなければ。方法はわからないが、赤糸がまだあそこにいる以上、俺がここにいるわけにはいかない。


    　俺は、あいつを守らなくちゃいけないんだ。


    「ちょっと？　歩くん、どこへ行こうとしているの？」


    「体調が悪化した。皆に風邪をうつしてしまう前に、帰る」


    「きゅ、急に？　だいじょぶ？　わ、わかったよー。お大事に。わ、私さっ」


    　気がつくと巴にシャツの裾すそを摑つかまれていた。


    「……何」


    「わ、私さ、今日さ、帰りに、郷田くんの家に、お見舞いというか、プリント持っていくというか、その、クラスメイトとして、責務を果たそうと目もく論ろんでいるのねっ。で、あの、帰りに、時間あったら、歩くんの家にもお見舞い行ってあげるからねっ」


    　別にそんなことしなくても、と言いかけたが、巴の真っ赤かに俯うつむいたままの顔を見て考えを改める。恐らく本当は、巴は郷田の家にだけお見舞いに行くつもりだったのだ。そこへ俺が急に、体調が悪くなったなんて言ったものだから、郷田だけでなく俺の家にも来てくれると告げたのだろう。本当に、優しいやつだな。


    「……いや、俺おれなら大丈夫。かーちゃんとねーちゃんいるし。ねーちゃんなんて働いてないから一日中家にいるんだよ。看病されるのも、慣れてるし。でもまあ、郷ごう田だの家には行ってやってくれよな」


    「う、うんわかったよ……。でも、歩あゆくんは大丈夫なの？　なんか急に様子がおかしくなってるけど」


    「だいぶ熱っぽいみたいでな、ハイになってんのかな。大急ぎで帰る」


    「車に気をつけて！」


    「車に気をつけて、ゆっくりと、決して焦あせらず、なおかつ大急ぎで帰るわ。具体的には、競歩で帰るわ」


    「競歩なんかやったことないだろう、君は。ふん。何馬ば鹿かなこと口走っているんだ」


    　背後から冷たい声が突き刺さった。ぞくり、と背中が粟あわ立つ。


    「わあ。竜りん胆どうさん」


    　巴ともえがぽかん、とその名前を言う。


    　ゆっくりと振り向くと、竜胆凜りんが、自分のカバンを持ったままそこに立っていた。


    「いや、やったことは確かにないけれど……そのくらいの心意気で、という意味で」


    「ふん。心意気だけでどんな種目でもこなせると思ったら大間違いだ。何より、体調が悪いのに運動を行おこないながら帰宅しようという君の神経が僕にはわからない」


    　竜胆は憮ぶ然ぜんとした顔つきのままそう言うと、こちらに近づき、俺の腕を強引に引き寄せた。


    「それとも何か？　君はまた、自分の体に無理をさせて、取り返しのつかないことになろうとしているのか？」


    「いや、そういうわけじゃないけれど……」


    　その剣幕に、思わず目を逸そらしてしまった。なにしろこちらには、体調悪いだなんて噓うそをついてしまっているという負い目がある。


    「ふん。それじゃあ、帰るぞ。君は、責任をもってボクが送っていく」


    「ええええ？」


    　その驚きの声は、巴以下、この騒ぎを遠巻きに見守っていたクラスメイト一同から発せられた。俺自身は、がっくりとうなだれている。


    　竜胆なら、そう言い出してもおかしくはない。こいつは中学時代から、とにかく世話焼きなのだ。そして、一度する、と決めた世話は、それが終わるまで決して手放そうとはしなかった。──たとえば、俺が左の膝ひざを完全に壊して、陸上をやめてしまうときまで。


    「いや竜胆さん。そこまでしてもらわなくて大丈夫です。それに午後の授業だってあるのに」


    「構わない。これは、体育委員の義務だ」


    　竜胆は、俺の腕を持ったまま、きっぱりとそう言い切った。


    　遠巻きに見ているクラスメイトから「保健委員じゃないか？」「保健委員だよなあ」「どちらかと言えばな」「体育委員ではないよな」というささやき声が絶え間なく聞こえるが、竜りん胆どうの耳には入っていないようだった。さらには、大きめの舌打ちと、「やっぱり竜胆さん、そうだったのねっ」という舌足らずな甘い声も耳に入ったが、こちらは俺おれが無視をする。


    「それじゃあ行こう。肩に摑つかまれ」


    　竜胆は、あの日陸上競技場を二人で後にするときと、全く同じ台詞せりふを言った。


    　俺は思わず竜胆に肩を支えられながら、やはりこのまま噓うそをついていてはいけない、と思ったが、顔のすぐ近くで竜胆のサラサラのおかっぱヘアから香るシャンプーの匂においに、もう少し後で言うことにしよう、と考えなおす。


    　どのみち、竜胆はこのまま俺を近くの内科がある病院へ連れていこうとするに違いない。だが今、俺が用のある病院は、そこじゃない。今日きよう学校へ来ていないクラスメイトが、まだいるであろう、あの病院へ何としてでも行かなくてはいけないのだ。教室を出てしばらくしたら、少し体調が戻った、と言って竜胆と別れよう。


    　そして俺はまっすぐに赤あか糸しの下へ急いで──、教室のドアが俺と竜胆の目の前で勢いよく開けられると、そこには、逆さか木き原ばら赤糸が立っていた。


    「──あら、珍しい組み合わせだわ」


    　何の感情も込められていない目が、そう言った。


    「いや、赤糸、違うんだこれは。その、とにかく、そう。違うんだ」


    　俺のその拙つたない弁明で、再び教室内にざわめきが起こる。


    「赤糸って言ったぞ」「呼び捨てにしたわ」「あいつのくせに呼び捨てとは」「ところであいつ、なんて名前だ」「わからんがとにかく許せんな」「あいつのくせに二股なのか」


    　そして先ほどよりさらに大きな舌打ちと、「歩あゆくん、大胆な男子だったのねっ」という声。あーもー聞きたくない。


    「何が違うのか全然わからないのだけれど」


    　赤糸はさらりと、黒髪を撫なでつけると、竜胆に言う。


    「凜りん。私は、歩にとても大事な用があるの。少しばかり借りるけれど、構わないわね？」


    「許可できないな、赤糸。歩は、とても体調が悪い。今からボクが家まで送り届けるんだ」


    　二人のその言葉で三度教室がざわめく。


    「歩」「歩だと？」「呼び捨てで呼ばれやがった」「歩のくせに」「ていうかあいつ歩って名前だったのか」「とりあえず許せんな」「全くだ」


    　もう好き放題言ってくれて構わない。そもそも、俺が体調悪いだなんて噓をつかなければこんな事態にはなっていないはず。これは、自じ業ごう自じ得とくだ。いや、それよりも、この二人、以前から知り合いだったのだろうか。俺の下の名前を呼び捨てにしたのもさることながら、彼女たち同士も、下の名前で呼び捨てにしている。二人に接点はないと思っていたが、それは違うのかもしれない。


    「体調が悪いですって？　それは本当なの、歩あゆ」


    　赤あか糸しが眉まゆ根ねを寄せたまま俺おれに訊きく。


    「いや、もう──」


    「本当に決まっている。見てわからないのか。歩はもうこんなにも、辛つらそうな顔をしている」


    「──言われてみれば確かにそうね。まるでこの世の不幸を、頼まれてもいないのに一人で勝手に背負って、周りに必死で自分だけが辛くて大変です、というアピールをしているような顔に見えるわ」


    「いや、それ普段の歩くんの顔なんだけど……」


    　遠くで小さく巴ともえのフォローが聞こえた。二人に何か言わなくていけないのだが、いろんな思いが目まぐるしく回り、何から話していいのかわからない。そもそも、赤糸はどうしてここにいるんだ？　病院に閉じ込められていると思ったのは、間違いだったということか。そうすると、あれはやっぱり夢で──


    「体調をしっかり管理してもらわないと、私、めちゃくちゃ困るわ。歩とサイクがいないと、私とボンは何もできないままなのよ」


    　赤糸は、俺の額ひたいに掌てのひらを当ててそう言った。


    「──あら。熱は特にないみたい──」


    「赤糸！　その話について、じっくりと向こうで話そう！」


    　俺はそう言うなり、赤糸の手をとって教室を飛び出した。


    「あっ、待て！」


    　背後から竜りん胆どうの呼び止める声と、今までで一番大きなざわめきが聞こえたが、俺は振り向くこともせずに廊下を走り抜ける。


    　不思議と、膝ひざは痛まなかった。


    



    
      ＊　　　　　＊　　　　　＊

    


    



    　校舎を出て、体育館近くの昇降口の下のスペースに身を落ち着け、大きく息を吐いたのと、昼休みの終了を告げるチャイムが鳴ったのはほぼ同時だった。


    「ここなら、めったに人も通らない」


    「よくこんな場所を知っていたのね」


    「入学当初、一人で弁当を食べる場所を探していた」


    「悲しい努力ね」


    「ここは誰も来なくてとてもいい場所だったんだが、弁当を食べるには適してなかった」


    「どうして？」


    「ゴミ捨て場がすぐ裏にあって、匂においが酷ひどい」


    「──もう少しほかの場所はないのかしら」


    「ない」


    　俺おれはハッキリと言った。授業中とはいえ、教師や生徒、学校内の人間が一人も歩かないということはない。その点、この場所なら、たとえ歩いていてもすぐには見つからない。昨晩の話の続きをするには、うってつけだった。


    「ところで──そろそろ離してもらえると助かるのだけれど」


    「何を？」


    「歩あゆがさっきからずっと馴なれ馴れしく握っている、私の手を」


    「……すまなかった」


    　教室を出てから、ずっと赤あか糸しの手を握ったまま走っていた。


    　俺はそっと握っていた赤糸の手を離した。少しだけ名な残ごり惜しく思う。


    「仕返しなのね」


    　赤糸はまた、唐突に言った。


    「違うけど、一応訊きく。何が？」


    「昨日きのう、私が歩の手を思い切り、潰つぶしてやろうという勢いで握りしめたから、それの意趣返しを決行したのね」


    「うん。やっぱり違った。そんなわけ、ない」


    「そうなの？」


    「強く握ってしまったのは謝る。とりあえず、座ろう」


    　俺はそう言うと、一人でとっとと、地面に腰を下ろした。


    　赤糸は少し迷っていたようだったが、カバンの中からハンカチを取り出すと、地面に敷き、その上に腰を下ろして、カバンを膝ひざの裏に立てた。


    「体調は本当に大丈夫なの？　熱はなかったように感じたけれど」


    「ああ、大丈夫。実はあれ、噓うそなんだ」


    「そう。安心したわ」


    　どうしてそんな噓を、とは訊いてこなかった。


    「膝は？　走っていたけれど、痛くないのかしら」


    「ああ、それも、なんか、大丈夫だった。今け朝さまでは、無理すると普通に痛かったんだけど」


    「無理しないでほしいものだわ。昨日約束したこと、忘れたわけではないでしょう？　さっきも言ったけれど、歩とサイクには、私とボンを守ってもらわないといけないのよ」


    　赤糸は眉まゆ根ねを寄せたまま、ひょこっと、首を傾かしげた。


    「やっぱり昨日のあれは……夢じゃなかったんだな」


    「そうね。残念ながら夢ではないわ。すべて、現実に起こったことよ」


    　赤あか糸しの口からハッキリとそう告げられて、心の奥底が、跳ねあがるのを感じた。


    　夢じゃなかった。また、あそこへ行って、自由に動き回ることができる。


    「あの病院は、いったい何なんだ？」


    「私にもまだよくわからない。けれど、ボンはあそこを、『時間の外』と呼んでいるわ。あの建物全体が、時間の流れから切り取られた場所なんだって。だから、あそこで過ごした時間は、こちらの世界ではほとんど進んでいないことになるって」


    「赤糸の電話から部屋に戻るまで、五分ほど進んでいたみたいだった」


    「移動によって、多少の時間経過はあるみたいね」


    　時間の流れから切り取られた『時間の外』と呼ばれる病院。建物の外に出られないのも、破壊された箇所が自動で修復されるのも、それに関係があるのだろうか。だが、水道や電気はどうなっているのだろうか。そのことも尋ねてみたが赤糸は「わからない」と答えるだけだった。


    「じゃあ、あの、着ぐるみってのは、そもそも何なんだ」


    「それも詳しいことはわからない。ただ、彼らは生き物よ。私たちの世界で言う着ぐるみではなく、彼ら自体もきちんと、生きているわ」


    　着ぐるみではなく──キグルミ。だとすれば、ますます[image: ]なぞだ。


    「そもそもキグルミは、どこからこの世界へ現れたんだ？　サイクは、連れてこられた、と言っていたけど」


    「ボンも同じことを言っていたわ。ただ、ボンは、あの病院が初めてじゃない。これまでも、いろんな場所に呼び出されて、連れてこられて、戦ってきたのよ」


    　俺おれはボンのマントを思い浮かべた。三千四百二十五本の、刈り取られた、命。


    「それじゃあ、次の質問。赤糸は、いったいいつからあそこに行っていて、誰に呼び出された？　どうして俺たちのクラスメイトばかりがあそこにいる？　どうして、戦わなくちゃいけないんだ？」


    「訊ききたいことだらけなのね」


    　赤糸は眉まゆ根ねを寄せたまま、ぽかん、と口を開けて呆あきれたように言った。


    「いや、そりゃそうだろう？　あれ？　やっぱり俺だけが気にしすぎてんのこれ？　俺ってめんどくさい？」


    「確かにめんどくさいけれど」


    　彼女はそう言いながらカバンを開くと、中からホットドッグを取り出し、おもむろに食べ始めた。


    「──おいひい」


    「いや、おいひい、じゃなくって。どうしたの？　なんでホットドッグを食べ始めたの」


    「昼ごふぁんがまだだったふぁら。おなかふいたの」


    　赤糸は表情を変えぬまま口の中をモグモグさせながら答えた。


    「驚きのタイミングだな、おい」


    　彼女は突然、ハッと口元に手を当てて、それからこちらをチラチラと挙きよ動どう不ふ審しんに何度も見た。


    「……何」


    「──欲しいの？」


    「いらないよ！　俺おれは食べたよ、ちゃんと自分の分を！」


    「安あん[image: ]どしたわ。私の大事な、お昼ご飯だから」


    　ほっと一息ついて、赤あか糸しは残りの半分のホットドッグを一気に口の中に放り込んだ。


    　お嬢様のわりには、豪快な食べっぷり。


    「ひほふめのひふもんにほふぁへるほね」


    「飲み込んでから喋しやべれよ！　いいよ、待つから！」


    　昨日きのうからこいつと付き合ってみれば付き合ってみるほど、俺が当初抱いだいていたイメージとはかけ離れていく。学園一の美人で、成績優秀、スポーツ万能。さらに超がつくほどの金持ちで、クラス委員長で人望も厚い──が、コミュニケーションの取り方がところどころ、いろいろと残念だ。いや、それが可愛いところでもあるのだが。


    　そう思った俺は、突然昨晩の、『タンクトップに穴あき事件』のことを思い出した。偶然にも嬉うれしい光景を拝むことができたその喜びと、その直後に右手を潰つぶされかけた恐怖を同時に感じ、咄とつ嗟さに赤糸から視線を外して、地面を見た。


    「蟻ありさんはいつも真ま面じ目めだよな！」


    　俺の突然の、わけのわからない自然界への評価に、赤糸は口をモグモグとさせたまま、ひょこっと、首を傾かしげた。


    「いや、なんでもない。気にしないでくれ」


    　俺は赤糸が、口の中のホットドッグを飲み込むのを待ちながら、郷ごう田だのことを考えた。


    　はじめ俺は、自分だけが病院から出られて、ほかのクラスメイトはまだあそこに閉じ込められているのだと思った。行方ゆくえ不明になった三人のクラスメイトが、その病院で見つかったからだ。だが、赤糸は何ごともなかったかのように、出ていたらしい。午前中学校に現れなかった理由はまだ聞いていないが、閉じ込められている、という予想は外れたみたいだ。だとするなら、郷田も病院から出ている可能性がある。


    　だが、学校へ来ないのは、なぜだろうか。まさか、俺が原因だろうか。着るなと言われて約束したのに、キグルミを着てしまったから、それで怒って？　いや、それはあまりにも郷田のイメージと離れる。


    　あいつなら、きっと教室に入るなり真っ先に俺の席へ来て、「着るなって言っただろ馬ば鹿か野や郎ろう」と怒鳴りつけてくるはずだ。やっぱりこれも、一人で考え込んでいても無駄だ。本人に会って直接訊きくのが一番早い。それか、これも赤糸なら何か知っているだろうか──。


    「なあ、赤糸」


    「むぐ？」


    　赤あか糸しは驚いたような顔をして両手を前に出し、掌てのひらをこちらに向けたまま忙しく左右に振ると、左手で自分の頰ほおを指さした。口はモグモグと動いていた。


    「まだ食べてんのかよ！　一気に頰張るからだろ！」


    　赤糸は俺おれの声にさらに驚くと、両目を強く瞑つぶって右手で胸板を、何度も叩たたき始めた。


    



    「──死ぬかと思ったわ」


    　赤糸は、俺が慌あわてて買ってきたお茶を半分ほど一気に飲んでから、そう言った。


    「急いで飲み込もうとするからだ」


    　赤糸はもう一口お茶を飲むと、キャップを閉める。


    「歩あゆが、まだ食べているのか、と怒鳴るからだわ」


    「いや、さすがにもう食べ終えただろうと思って……怒鳴ったんじゃなくて、俺も驚いたんだ」


    　赤糸はペットボトルのラベルを沈んだ目つきで見つめていた。


    「その声でさらに私は驚いたのよ」


    「すまない」


    　なぜか謝ってしまう。


    「レモネードがよかったな」


    「学校の自販機にあるかそんなもん！」


    「冗談よ。おいくらかしら」


    「いいよ別に。俺のせいで喉のど詰まらせたんだから、お詫わびだ」


    「金銭の貸し借りはするな、って家訓なの。すぐに返さないと、落ち着かないの」


    「……わかったよ。百五十円」


    「むーん」


    　赤糸はカバンから取り出した財布の中を覗のぞいて、言った。


    「何だ？　金がないなら、また今度でも構わないけど」


    「いえ、お金はあるのよ。ただ──」


    「札しかないのか。千円なら、俺も釣りがあるかもだけど」


    「千円札ではないわ」


    「まさか万札か？　さすがお嬢様だな」


    「カードなのよ」


    　赤糸は財布の中からクレジットカードの束を取り出した。


    「それは、この場合、お金があるとは言わないんだよ！」


    「あるのに……」


    「大体学校行くのにどうしてカードが必要なんだ」


    「お父様が持たせるのよ。仕方ない。今度必ず返すわ」


    　赤あか糸しは財布をカバンに戻しながら悔しそうにそう言った。


    　いや、本当に返してもらわなくても大丈夫なんだけどな。


    「それでは、改めて。一つ目の質問に答えるわね」


    　赤糸は姿勢を正すと、静かだが芯しんの強い声で言った。


    「私が『時間の外』へ初めて行ったのは、一週間前よ。歩あゆと同じく、電話で呼び出されたの」


    「……誰に」


    「──答えたくないわ」


    　赤糸は眉まゆ根ねを寄せると目を伏せて言う。松まつ本もとだ。なぜか俺おれはそう、直感した。


    　郷ごう田だは、赤糸と松本は付き合ってると言った。そして、その松本を殺した、とも。だが実際は、松本は殺されたのではなく、ボンによって『命の刈り取り』に遭あい、その命はまだマントの中で守られている。


    「答えたくないなら、別にいい。次の質問」


    「昨日きのう、帰還間際にも同じ質問をしたわね。どうして、一年Ｆ組の生徒ばかりが『時間の外』にいるのか──私にも、まだわかっていないわ。だけどあそこには、恐らく、私たちのクラスメイトしか、入ることができない」


    「どうしてわかるんだ？」


    「クラスメイトしかいなくて、クラスメイトしか呼び出せないからよ」


    　赤糸は俺の目を見ると、そう言った。


    「ひょっとしたらこの先それは変わるのかもしれないけれど──少なくとも、昨日まではそうなっているわ」


    「……結局何にもわからないってことか」


    「そうは思わないわ。この先も、私たちのクラスメイトしか『時間の外』に来ないのであれば、恐らく原因は、私たちのクラスに関わる──誰か、にあるんだと思うわ」


    　確かにそうなのかもしれない。


    「そいつを見つければ、全部、終わりなのかな」


    「わからないわ。でも、私はそう、信じている」


    　いずれ終わりが来る。それはわかっていたことだったが、心の奥底で、それを拒否したいような気持ちが湧わき起こった。サイクを着て、自由に動ける時間は、この先ずっとは、続かない。


    「ただ、そう判断するのはまだ早いかもしれないわ。今日きようか明日あしたにでも、全然知らない外国人が呼び出されてくるって可能性もあるから。そうなったら、考えを根本から改めなくてはいけないわね」


    　赤糸はそう言ったが、そんなことはありえない、と信じているように聞こえた。


    「どうして戦わなくてはいけないか、だけど──戦いを挑いどまれるから、としか言えないわ。それに、お互いを殺しあうのは、どうもキグルミたちが元々植え付けられている特性でもあるらしいの」


    　キグルミは、お互いを殺しあう。咄とつ嗟さにアロの言葉が蘇よみがえった。


    



    　──『またとない機会だ。今のうちに二人とも、殺しちまおう』


    



    　あれは、命を奪うことに何のためらいもない、狩りを行おこなう者の言葉だった。


    「でもボンと、サイクは、そんなことないように思えるけれど」


    「私のボンには、相手を傷つける特性が備わっていないことが大きいけれど──恐らくは、キグルミの性格によって違うんだと思うわ。ボンは私が望まないことは絶対にしない。それはあなたのサイクも同じでしょう？　彼は私たちを殺そうなんてしなかったわ」


    　そうだ。サイクは、争いごとが苦手だ、と言っていた。


    　だが、あいつはその後、赤あか糸しが一度殺されたとき──だから一瞬で終わらせようとも言った。


    　あのときは、俺おれもそれを望み、俺たちは『出会』った。もしも、俺がこの先、赤糸とボンを殺そう、と望んだら、あいつはそれを受け入れるのだろうか。


    「私たちだってできることならもちろん戦いたくはないけれど──『翼』の確認があるから、戦いを避けるわけにもいかないの」


    「そうだ。あの『翼』はいったい何なんだ？　あれもキグルミか？」


    「わからない。ボンも、初めて見たと言っていたわ。けれど、あれが恐らく、ゲームマスターなのだわ。『翼』がゲームの再開を告げ、建物を修復し、ゲームの中断を告げる。そして最後に、戦いに一度も参加しなかったものを見つけ、罰する」


    「それじゃあ、あいつを倒してしまえば──」


    「もちろん試したわ。でも、触れないものをどうやって倒せばいいのか、私たちにはまだわからないのよ」


    　そうだ。あの巨大で薄桃色に光り輝かがやきながら飛来する『翼』は、あらゆる物体を通り過ぎていた。キグルミと、それを着た人間でさえも。


    「ごめんなさい」


    　唐突に赤糸は謝罪した。


    「え、何がだよ」


    「つまり、質問してもらったのだけれど、私にもまだほとんどわからないことばかりなの。ほかにも何人のクラスメイトが既に『時間の外』に呼び出されているかさえ、わからないの。だから、ごめんなさい」


    「いや、いいけど。これから、調べていこう」


    「そうね、一緒に」


    「お、おう。い、一緒、に。うん」


    　一緒に、という言葉に少しだけ心のエレベーターが再び上昇。


    　昨日きのうの夕方にされた告白。その中身は予想していたのとはずいぶん違った方向だったけれど、なんとなく、今のこれはこれで、悪くないんじゃないかな、うん。そして今なら、本当はずっと訊きいてみたかったあの質問にも、答えてくれるんじゃないか。


    「もう一つだけいいかな」


    「何かしら」


    「その、どうして俺おれだったんだ？」


    「どういう意味かしら」


    　赤あか糸しは、ひょこっと、首を傾かしげる。


    「つまり、だから、どうして俺を、パートナーに選んでくれたのかな、と思って」


    「むーん」


    　赤糸は両の掌てのひらを頰ほおに当てて、俯うつむいてしまった。考えこむようなことなのか。


    「いや、答えにくいんなら、いいんだ、別に、うん」


    　エレベーターのボタンが利きにくくなっているような感覚に陥おちいり、俺はこの話題を中止しようとした。


    「──独りぼっちだったからよ」


    「へ？」


    「歩あゆが、教室で独りぼっちだったから。友達もいなさそうだったし、きっとまだ誰にも、とられていない、と思って」


    　ああ、そう。そんな理由でしたか。そりゃそうですよね。そんな、俺みたいな、仏ぶつ頂ちよう面づらで音楽ずっと聴いてるような、何考えてるんだかわからなくて怖くて不気味な男にわざわざ声かける理由なんて、独りぼっちであること以外にないですよね。はいはい。期待した俺が愚おろかでした。愚かスケベでした。それにしてもこのエレベーター、猛スピードで急降下してるわりには全然地面につかないな、不思議だな。


    「ごめんなさい。また失礼なこと言ってしまったかしら」


    「イエ、ゼンゼンダイジョウブデスヨ？」


    「球技大会も、男子で唯ゆい一いつ補欠だって知って──きっと誰にも相手にしてもらえてないんだと思ったの」


    　ハイ衝突。悪かったですね、クラスのはみ出し者で。いいんですよ別に、一人は慣れていますからね。つまりあれですよね、独りぼっちでありさえすれば、俺じゃなくたってよかったってことですよね。さすがにそれは口にしませんけれどね。言葉にしてしまえば、その惨みじめさに身を焼かれて灰になってしまいそうだからさ。


    「ひょっとして、傷つけてしまったかしら」


    　赤あか糸しは少しだけ言葉に申しわけなさを含んだ口く調ちようで言った。


    「いや、大丈夫だ。基本的には、その類たぐいの言葉には、慣れてる。主に、姉によって免めん疫えきをつけられているから」


    「そう。安あん[image: ]どしたわ」


    　赤糸はほとんど表情を変えずにそう言った。


    「それより、今日きようはどうして、午前中学校に来なかったんだ」


    「卵よ」


    「何それ」


    「昨日きのう、歩あゆが拾った卵。あれがいったい何だったのかを、調べていたのよ」


    「ああ」


    　病院の廊下で拾った、緑色にペイントされ、顔が描かれた卵の殻から。そう言えば、あれはどこに行ったのだろう。スマートフォンを探すとき、制服のポケットに入っていなかった。どさくさのうちに割ってしまったんだろうか。何しろ、卵の殻だけだったし。


    「で、わかったのか」


    「ピエロだわ」


    「うん？　何が」


    「ピエロは、これから自分がピエロとして生きると決めたとき、自分の顔のデザインを卵の殻にペイントして、誓いの儀式を立てるのよ。あの卵は、恐らくそのためのものだわ」


    「つまり林はやしと、ローズは、ピエロだったのか？」


    「そういうことになるわ」


    「……そんなふうには見えなかったけど」


    　サーカスでよく見るピエロといえば、白塗りの顔に、目鼻や口が強調されたメイクが特徴だろう。だが林の顔にもローズの顔にも、そんなものはペイントされていなかった。


    「私にもそうは見えなかったわ。彼らが『ピエロになった』以外のことは何もわからない。でも、ピエロの誓いを立てるってことは、立てた対象があるはずなのよ」


    「そうか。てことは──」


    「つまりピエロは一人じゃない。そして、おおもとが存在する──可能性があるわ」


    



    　授業終了のチャイムが鳴り、赤糸は立ち上がった。


    「それじゃあ、私は行くわ。歩、また、夜にね」


    「今晩もあるのか。その、ゲームは」


    「必ず毎日、というわけではないわ。再開される時間も、しっかりとは決まっていない。けれど、大体夜九時以降に、呼び出される可能性は高いわ」


    　赤糸は、ハンカチについた土を払って、丁てい寧ねいに畳みながら言った。


    「その、作戦会議とか、しなくてもいいのかな」


    　俺おれはサイクに言われたことを思い出す。赤あか糸しとボンを囮おとりにして、俺とサイクが仕留める作戦。ほかにもっといいアイデアを思いついたら、とサイクには言ったが、具体的にはまだ何も思いついていなかった。


    「歩あゆとサイク、私とボンがいれば、きっと、なんだってできるわ」


    　赤糸はそう言うと、カバンを抱えて俺に顔を近づけた。思わず身を引いてしまう。


    「大丈夫。私たちがいれば、きっとなんだってできるわ。それじゃ、体調管理にだけは気をつけてね。お願いよ」


    「授業は出ないのか、もう一限残ってるけど」


    「今日きようは休むわ。習いごとの予定もあるし」


    　赤糸は長い黒髪をさらり、と撫なでて去っていった。


    「それじゃあ、歩。また夜に電話をするわ」


    



    
      ＊　　　　　＊　　　　　＊

    


    



    　俺はしばらくその場に残っていたが、自分も帰ることにした。今日のところは、あの教室へは戻りたくなかった。


    「いや、赤糸と二人で出ていって、二人とも戻らない、というのもそれはそれでめんどくさい気が──あー、いや、もういい。別に」


    　自分のカバンを肩からかけ、昇降口のスペースを曲がって学校を出ていこうとしたそのとき。


    「話は終わったのか」


    　曲がり角の向こうで、竜りん胆どうが腕組みをしたまま壁にもたれかかっていた。


    「り、竜胆──お前、いつからそこに？」


    「君らがそこに入っていったときから、ずっとだ。ふん。安心してくれ。別に聞き耳を立てていたわけじゃない。この距離なら、会話の内容は聞こえない」


    　おかっぱヘアのクラスメイトは、風になびくサラサラの髪の毛を撫でつけることもせずにそう言った。


    「いや、だって、でも、え？　ずっといたのか、そこに？　どうして」


    「君の体調が心配だったからだ。勘違いするなよ。これは友達としてではなく、体育委員としての気持ちだ。ボクは個人は、君のことなんか別にどうでもいいと思ってるんだからな」


    　竜胆はきりりとした太めの眉まゆを動かすことなくそう言った。


    「それじゃあ帰るぞ」


    「えええ？」


    「えええ、じゃない。何のためにいつ終わるかもしれない君たちの話を待っていたと思っているんだ。ボクには、君をきちんと家まで送り届ける義務があるんだ」


    「いや、そのことなんだが、竜りん胆どう」


    　俺おれは正直に話すことにした。


    「どうした？　肩を貸してやる。ほら、摑つかまれ」


    「もう、別に体調悪くないんだ。というか、あれ、噓うそだったんだ。すまない」


    「噓だっただと……？」


    　竜胆の声がさらに低くなった。俺は彼女にまた怒られるだろう。そしてさらに嫌われてしまう。それも仕方がない。俺は、こいつに心配をかけるような噓をついてしまったのだから。


    「馬ば鹿か者もの」


    　竜胆は俺の肩口を軽くパンチしてきた。え、何、この反応。


    「ふん。もう騙だまされないぞ。歩あゆはそうやって、あのときもボクに噓をついて、それで結局膝ひざを壊したんだ。ボクだって愚おろかじゃない。君のその、自分の体のことを偽いつわる噓にはもう欺あざむかれないんだからな」


    　竜胆はそう言うと、男前に「はははは」と笑った。


    「さ、遠慮するな。肩に摑まれ。安全に帰るぞ。途中気分が悪くなったらいつでも報告するように」


    「いや、本当に大丈夫なんだが」


    「そんなおかしな目つきで何を言ったって無駄だ。完全に病人の目つきじゃないか」


    　いや、普段どおりの目つきなんですが。


    「歩くのもままならないのか？　おぶってやろうか？」


    　竜胆はこちらに背中を向けてしゃがみ始めた。


    「いや、いいです。歩きます。……送ってください」


    「ふん。はじめから素直にそう言えばいいのだ」


    



    「大体歩は以前から自分の体を粗末にしすぎるんだ」


    　竜胆の説教は校舎を出てからもずっと続いていた。


    「元々ボクは君のアップやストレッチだって良くない、と思っていたんだ。あれでは自分の体をいじめているだけにすぎない」


    「はい……すみませんでした」


    「ふん。足を怪け我がしたときだって、誰にも言わなかったし、こっそりトレーニングを続けていただろう？　そのことがどれだけ迷惑をかけるのかなんて想像もしないで」


    「おっしゃるとおりです……すみません」


    「ボクたちがどれだけ心配してたかなんて、きっと君にはどうでもいいことだったんだろう。ふん。だからあんなに勝手な真ま似ねができたんだ」


    　それは、あの日病院のベンチの前で話して以来、高校でもクラスまで同じになったのに、今日きようまで俺おれと目も合わせずに過ごしてきた竜りん胆どうの中で、積もりに積もっていた言葉の洪こう水ずいだった。


    　俺は竜胆に肩を支えられて、ただただそれを聞きながら反省していた。


    「ところで、歩あゆは、赤あか糸しと付き合っているのか」


    　唐突に話題が変わった。


    「えええ？　いや、そ、そんなふうに見える？」


    「見えない」


    　竜胆はきっぱりと言った。


    　付き合う──ことになった、とはじめは俺も浮かれていたのだが、実際はそうではなく、戦いのパートナーに選ばれただけだったのだが、それでも、この関係も俺が知らないだけで、もしかしたら、また新しい恋愛の形なんじゃないか──などと少しだけ抱いだいていた希望は、やはり希望のまま、潰ついえてしまうのだろうか。


    「そもそも歩と赤糸じゃ釣り合いが取れなさすぎるだろう。君とあいつの間には、とても深くて暗い谷がある」


    　何そのいきなりの文学的表現。そんな谷、思い切りジャンプして飛び越えてやるのが、ラブストーリーなんじゃないの。言わないけど。


    「竜胆は、赤糸と知り合いだったんだな」


    「──ふん。まさか高校で再会するなんて思ってもいなかったが。ボクたちは、幼おさな馴な染じみだったんだ」


    「……そうだったのか」


    　俺は素直に驚いた。


    「幼少の頃、同じ施設にいた。小学校にあがって少しした頃に離れ離れになってしまったが」


    　あれ？　確か、赤糸は幼少の頃、外国にいた、と言っていなかっただろうか。


    　あれは確か──。


    「竜胆も、ドイツにいたのか」


    「ふん。そこまで知っているのか。そうだ。ボクたちは幼おさない頃体が弱くて、療養のために特別な施設に入っていた。そこで、赤糸とは出会った」


    　竜胆も赤糸も体が弱かったなんて。現在の二人の姿からは想像もつかなかった。竜胆は中学の頃からとても走るのが速かったし、赤糸のあの筋肉と運動神経も、並大抵のものではない。


    「──ボクたちは、とても仲が良かったんだ。ある時期までは、とても」


    　竜胆はそれだけ言うと、その後は一言も喋しやべらなかった。


    　俺も何を話していいかわからず、二人で並んだまま家までの道を歩いた。


    



    「それじゃあ、無理するんじゃないぞ。なんだったら明日あしたの朝も迎えにきてやってもいいが」


    　竜りん胆どうは俺おれの家の玄関口に立ち、肩にかけていてくれていた俺のカバンを下ろしながら言った。


    「いや、大丈夫だ。本当に、もうすっかり良くなったみたいだし」


    「歩あゆの言葉は信用できない」


    「いやマジだって、本当に。迎えにきてもらわなくても、ほんと、いいから」


    「ばーかお前、こういうときは、凜りんちゃんの看病のおかげで良くなったんだぜ、ありがとうな、って言ってキスの一つでもしてやるのが男ってもんだろーが」


    　俺たちの帰宅を出迎えた姉が、アイスをくわえたまま俺の背中を蹴けりながらそう言った。


    「家まで連れ帰るだけのことは看病とは言いませんよ、お姉さん。それに、歩に口づけをされたところで、私は風邪をうつされたのではないか、という心配をするだけです」


    「そーだよねー。こいつのキスなんて嬉うれしくもなんともないよね─。むしろ不快だよねー。ごめんね、想像の中で嫌な思いさせちゃって」


    　本人を間に挟んだままなんという会話をするんだ。


    「それじゃあお姉さん。ボクは学校に戻ります。歩のこと、よろしくお願いします」


    　竜胆は顔が見えなくなるほどの角度でお辞儀をした。


    「はいはーい。いつもありがとうね凜ちゃん。こんなやつのために苦労かけてすまないねえ」


    「義務ですから。それじゃあ歩。朝方の体調で、一度連絡を入れてくれると助かる。携帯電話の番号は、変わってないよな？」


    「変わってない。いや、でもマジで大丈夫だから」


    「朝必ず連絡入れるように」


    　竜胆はこちらを強く睨にらみつけた。


    「わかりました。──あ、竜胆」


    　携帯電話。俺は、クラスメイトからの呼び出しのことを思い出す。あのことを竜胆に伝えておくべきだろうか。


    　いや、突然そんなことを言っても信じてもらえるわけもないし、何よりどうやって伝えればいい？　咄とつ嗟さに声をかけてしまったが、その後の言葉がうまく出てこなかった。


    「どうした？」


    　竜胆は落ち着いた力強い目つきでこちらの言葉を待った。なんというべきか。やっぱりなんでもない、とごまかすべきだろうか。『時間の外』での殺し合いのことなんて、どうやって説明すればいい？　しかし、何も伝えられないまま、竜胆も誰かに呼び出されて、俺や赤あか糸しと戦うことになったら──それを想像するだけで、とても心苦しかった。


    　突然、そうか、と気づく。郷ごう田だは昨日きのうの夕方、こんな気持ちだったのだ。そしてあいつは、キグルミを着るな、と言った。俺はその約束を破ってしまったのだが──やはり、竜胆には伝えておこう。


    　後ろを振り向くと、姉の姿はもうなかった。話すなら、今だ。


    「お前さ、その……クラスメイトから電話かかってくること、あるか？」


    「なんだその質問は。ふん。あるに決まっている。ボクは歩あゆと違って友達がいるからな」


    「い、いや、そうじゃなくて、たとえば、夜とかになんだけど」


    「友達が友達に電話をかけるのは大抵夜じゃないのか」


    「そ、そうだよな」


    「何が言いたいんだ」


    　いや、もう本当におっしゃるとおり。俺おれは何が言いたいんだ。うまく説明ができなかった。


    「いや、だから、夜にクラスメイトから電話がかかってきても、その、今から遊ぼうとか言われても、断ことわったほうがいいぞ」


    「言われなくても元々夜に出歩くタイプではないのだが……ふん。忠告なら受け取っておこう」


    「わかってくれたか」


    「わかった。夜にクラスメイトから遊ぼうと誘われても、その誘いには乗らないことにする。物ぶつ騒そうだしな。……話はそれだけか？」


    「あ、うん」


    　そう返事して俺は思い返す。本当に、今ので良かったのだろうか。


    「ふん。それじゃあボクは行く。お大事にな」


    　そう言って竜りん胆どうは自分のカバンを手に取ると玄関のドアを開けた。


    「……そういえば」


    　ドアを開けたまま竜胆はこちらを振り返った。


    「近頃、不審な着信がたまに、ある」


    「誰からだ？」


    「知らない番号だ。元々知らない番号は出ないようにしているので気にはしてないが」


    「そ、それでいい。今後も、出なくていいから、その番号には」


    「ふん。そうだな。わかった。ボクはその電話には出ないでおこう。それじゃあ、さようなら」


    「あ、ああ。ありがとうな、送ってくれて」


    　安あん[image: ]どしてそう言った俺に、竜胆は背中を向けたまま、


    「歩は、赤あか糸しからの夜の電話に、出るのにな──」


    　と言って、ドアを閉めた。


    



    
      ＊　　　　　＊　　　　　＊

    


    



    　夕食と入浴をすませて、母から手渡された風邪薬を飲むふりだけして、「もう寝る」と言って部屋へ戻り、陸上部時代のトレーニングウエアを引っぱりだして、着替えた。


    「制服よりも、こっちのほうがずっといいな、やっぱり」


    　通気性と機能性を備えたその服に身を包むと、心なしか体が少し軽くなったような気がした。


    　俺おれはいつ着信があってもいいようにスマートフォンを目の前に置いたまま、体の筋や筋肉を伸ばし始めた。久しぶりの感覚だった。少しでも無理をすると左の膝ひざに痛みが走ったが、それもサイクを着てしまえば気にならなくなるのだ、という思いが打ち消してくれた。両足を左右に開いたまま、上体を床ゆかに近づけていると、ベッドの下に見慣れないものが転がっているのに気がついた。そのまま手を伸ばしてそれを摑つかんで取り出すと、緑色にペイントされ、顔を描かれた卵だった。


    「こんなところにあったのか」


    　ピエロの誓いの儀式のアイテムだと、赤あか糸しは言った。


    　ピエロ。ジョーカー。クラウン。本心を決して見せず、顔をメイクで隠した、道化師。その笑っているようにも泣いているようにも見える卵の顔は、まるであの日陸上競技場で、昨晩襲おそわれた病室で、俺に向けられた、あの顔と同じに見えた。


    　憐れん憫びん。[image: ]笑。侮ぶ[image: ]べつ。優越。悦楽。楽観。失望。落胆。嫌悪。そのどれもがないまぜになったような歪ゆがんだ顔。


    　そのときの光景が蘇よみがえり、全身から汗が一気に噴き出した。


    　大丈夫だ。気にすることはない。こんな顔、何も怖くはない。ただの、卵の殻からにペイントされた顔だ。その中には、何も詰まっていない。


    　俺は卵を握りつぶそうとしたが、ペイントされた顔と目が合い、思わずベッドの下へ再び投げ入れた。その瞬間、スマートフォンのディスプレイに『非通知』の文字が光り輝かがやいた。間かん髪はつを容いれずに手に取り、ロック状態を解除して耳に当てる。


    「俺だ」


    「こんばんは、歩あゆ。すぐに出たのね。偉いわ。さて、今晩も始まったわ」


    「準備はできてる」


    「それじゃあ、早速。──遊びましょう」


    「おう」


    　その言葉と同時にスマートフォンのディスプレイが音もなく広がり、俺の体を包み込んだ。


    



    「──呼び出されたからって、赤糸とボンが近い場所にいるとは限らないんだな」


    　俺は、このあいだ送り込まれた先とは別の病室のベッドの上に畳まれていたサイクを見つけて着込むと、そう言った。


    「それはそうだろう。手を組んでいる僕らが特別なわけであって、本来なら全員が敵同士なんだから。スタート地点はお互いに離れているべきだよ」


    「それもそうか。それじゃあ、まずはあいつらと合流するのが先決だな」


    「やけにノリノリなんだね。昨日きのうとは大違いだ」


    　サイクの言うとおり、俺おれは再び自由に体を動かせる喜びを嚙かみしめていた。この先に待っているのがたとえクラスメイト同士による殺し合いだとしても、サイクを着てさえいれば、何も怖くないとさえ思っていた。


    「まあいいけど。じゃ、早速、あの二人がどこにいるか『視みる』よ」


    　サイクはそう言うと、額ひたいの視界を一気に広げる。それで、今自分たちがいる場所が八階だと知ることができた。その瞬間。視界の端に、人影を感知する。


    「誰かいる」


    「ああ。それもすぐ近くだ。まずい」


    　サイクが高く澄んだ声に緊張感を滲にじませて言った。


    「──明確な殺意の色が見える」


    　その人物は、今いる病室を出た廊下のすぐ向こうにいた。ゆっくりとこちらに近づいているのだが、不思議なことに、そいつは、地面を歩いてはいなかった。額ひたいの視界の中、そいつは真横に倒れて地面から離れたままこちらへ近づいている。状況が全くわからなかった。


    「郷ごう田だとアロじゃない」


    「そうだね。これは彼らの色じゃない。恐らく、初対面のやつだ。特性がわからない。不気味だ。歩あゆ、ここは一いつ旦たん退ひこう。赤あか糸しとボンと合流するまでは、争いは避けたい」


    「逃げるったって、敵はもうすぐそこまで来てるんだぞ」


    「爪つめで床ゆかに穴を開けて下へ降りればいい。急げ、あいつがもうそこまで来ている」


    　俺は唾つばを一つ飲み込んだ。


    　ここから逃げて、赤糸とボンと合流する？　違うだろ。俺があいつらを守るんだ。俺たちがあいつらの剣なんだぜ、サイク。


    「ねえ、何を考えてるんだ？　そんな考えには乗れないよ、歩」


    「サイク、お前昨日きのう言ったよな。囮おとり作戦なんかじゃなく、もっといい考えがあれば、聞くって」


    「言ったけど。今、歩が考えているのは、きっと全然いいアイデアじゃない」


    「俺たちだけで、やっちまおう」


    　俺はそう言うと、病室のドアを開けて廊下へ飛び出す。左手を強く握って三本の黒い爪を飛び出させ、構える。廊下の奥の暗くら闇やみから、んふふふ、というくぐもった笑い声が聞こえた。


    「いた。いた。いた。んふふふ。やっぱりそこにいた。いた。いたよお」


    　幼女のような舌足らずな声が近づいてくる。


    「ねえ。ねえ。ねえ。お待たせしちゃったかな？　よろしくね。あそぼお。ねえ」


    　そう言いながらそいつは暗闇から、ぬっと姿を現した。非常灯の明かりがその巨体を青白く照らしだす。


    　それは、巨大な少女の形をした人形だった。三つ編みにした金の髪にカチューシャを着け、フリルのたくさんついたふわふわのドレスに身を包み、至るところにリボンを結びつけていた。長い睫まつ毛げに縁どられたその大きな瞳ひとみは二つともピッタリと閉じられ、大きく切れ込みの入った口もまた閉じられていたため、中に誰が入っているかはわからなかった。そしてその人形のキグルミは、廊下の上ではなく、壁の上を真横になったまま、立っていた。


    「ねえ。ねえ。ねえ。どうしたの？　あそばないの？　それってとっても寂しいな。あそぼお」


    　人形はそう言うなり、縫ぬい目だらけの大きな腕を広げてこちらへ飛びかかってきた。


    「くらえ！」


    　俺おれはそう叫び、左手の爪つめをこちらへ向かってくる、がら空きの胴体へ突き立てようとした。だがその瞬間、突き出したはずの左手は物凄すごい勢いで外側へ引っぱられた。


    「え？」


    　何が起こったのかわからないまま体も左に引っぱられ、俺の体は真横へ吹っ飛ばされた。人形が立っていたのとは反対側の壁へ激突する。


    《なんだ今のは！　何をされたんだ？》


    《まだわからない。あいつの特性がわかるまでは、下へ手たに攻撃しないほうがいい！》


    　俺とサイクは頭の中で直接会話をする。壁に押し付けられていた体が廊下に落ちた。


    「下手な攻撃でもしなけりゃ、特性だってわかんねえよ」


    　俺はそう言うと、廊下にあった消火器を手に取って人形へ投げつけた。


    「なに。なに。なに。これなあに。つまんなあい」


    　人形はそう言うと飛んでくる消火器を縫い目だらけの両手でキャッチしようとする。


    　その瞬間を狙ねらって俺は左手の爪を伸ばし、消火器を真っ二つにした。あっという間まに辺りが消火剤で真っ白になる。


    「そっちは見えないだろうけど、こっちにゃ丸見えなんだよ！」


    　俺は額ひたいの目で、一面真っ白になった廊下の中に、人形の姿をしっかりと捉とらえる。その体めがけて爪を振り上げた。


    「つ　ま　ん　な　あ　い」


    　粉ふん塵じんの中から声がすると同時に、消火剤が一気に消え、目の前に人形の巨大な顔が浮かぶ。


    「え」


    　人形が縫い目だらけの腕を真上に振ったと同時に、俺とサイクの体は天井へ叩たたきつけられた。いくらサイクを着ているとはいえ、その衝撃はダメージとして体に蓄積されていく。しかも不思議なことに、体はそのまま地面へ落下せず、天井に張り付いたままだった。


    「どうなってんだこれ」


    　まるで、天井のほうが床ゆかであるような感覚。だがその瞬間、俺の体は重力に引っぱられ、廊下へ一直線に落下した。その落下点に人形は待ち構えており、落ちてきた俺の体をそのまま縫い目だらけの両腕で薙なぎ払った。


    「ぐっ！」


    　思わずくぐもった声が出る。今度は真横へ弾はじき飛ばされた俺おれは廊下の先、自動販売機前の柱へそのまま激突した。口内に鉄の味が広がる。


    「くす。くす。くす。たのしいね？　たのしいねえ？　もっと。あそぼお」


    　人形は瞳ひとみと口を閉じたまま言うと、病室のドアを思い切り殴りつけて、次々と外し始めた。


    「楽しくねえよ」


    　俺は口の中にたまった血を廊下へ吐き出す。


    《そうだね。今度はこっちが楽しむ番にしよう》


    　サイクが言った。


    「そりゃいいアイデアだ。で、どうする？　ままごとにでも付き合うか」


    《それはまた今度にしよう。それより、あの子の特性がわかった》


    「教えてもらえると助かる」


    「来る」


    　人形はこちらに頭を向けたまままっすぐに飛んできた。俺は床ゆかを転がりその突進を避ける。人形はそのままのスピードで激突し、一メートル四方はあるその柱を粉々に破壊した。耳をつんざくような音とともに辺りに粉ふん塵じんが舞い上がる。


    「今ので死んだんじゃないかあれ」


    「だとしたら助かるんだけど」
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    　人形はもうもうと立ち込める粉ふん塵じんの中、ゆっくりと立ち上がった。


    「あは。あは。あは。たあのしいねえ」


    　そう言ってくるり、とドレスの裾すそを翻ひるがえしながら回った。その瞬間、立ち込めていた粉塵は再び一瞬で消え、同時に壁際の自販機が床ゆかから引き剥はがされて天井へぶつかり、そのまま天井を猛スピードでスライドしてきて、ちょうど俺おれたちの真上で止まるとそのまま落下してきた。俺は左手の爪つめで自販機の中心を貫つらぬくと、そのまま力任せに横へ振りぬいた。自販機は廊下を滑って壁に激突した。何十本ものジュースが中身をまき散らしながら転がり出た。


    「らん。らん。らん」


    　再び人形はくるりと一回転する。同時に床に散らばっていた柱のコンクリート片が一斉に宙に浮き上がり、こちらへめがけてまっすぐに飛んできた。瞬時に俺は天井近くまでジャンプしてそれらを避けた。そのまま人形のもとまで飛び、半身を捻ひねって左手を思い切り後ろへ引いた。爪が飛び出し、人形へ狙ねらいをつける。だが、その瞬間俺の体は後ろへ引っぱられ、もう一つの柱へ激突した。体の中の骨が何本か、嫌な音を立てた。


    　柱から体を離そうとするが、目に見えない巨大な力に押し付けられていて身動きが取れなかった。目の前に、コンクリート片と数々のソファと自販機とその中に詰められていたジュースが浮かび上がるのがわかった。


    「まずい」


    　そう呟つぶやいた瞬間、宙に浮いていた物体は柱に張り付けられたままの俺めがけて一斉に飛んでくる。


    　俺は両手を顔の前に出してそれらを防ごうとしたが、言うことを聞いたのは左手だけで、右手はなぜか、勝手に背中側へと潜もぐり込んでいった。駄目だ、死んだ、これ。と覚悟を決めて目を瞑つぶる。だが、衝撃はいっこうにやって来なかった。恐る恐る目を開けると、コンクリート片やソファたちは、目の前で宙に浮いたまま、静止していた。


    　そのとき、右手が背中側から抜け、顔の前に出された。その手には、小さな赤いリボンが握られていた。


    「これがあの子の特性だ」


    　サイクはそう言うと、左手の爪でそのリボンを切り裂いた。その瞬間、俺の体と宙に浮いたままだった凶器は一斉に床に落下した。


    「さっき、消火器の消火剤が、一瞬で消えたときに気がついた。あれは、どこかへ消えたわけでも、まき散らされたわけでもなく、一斉に物凄すごい力で床に引っぱられたんだってことにね。あの子の特性は、引力だ。このリボンを貼はりつけた小さい範囲だけに、とてつもない引力を生み出す」


    「だめ。だめ。だめ。つまんない。そんなの。つまんなあい」


    　人形は、その巨大な顔をゆらりと左右に振りながら言った。


    「……なるほどリボンね。女の子らしい可愛い特性だよ。ちっとも惚ほれないけどな」


    「うふ。うふ。うふ。惹ひき込んであげるよ。私のリボンで、みいんな、『魅了する』」


    　そう言って人形はドレスの裾すそをひらり、と翻ひるがえす。


    　同時に俺おれは額ひたいの視界で、縫ぬい目だらけの腕のほころびから一斉にまき散らされる小さなリボンをすべて捉とらえた。そのまままっすぐ人形へ突っ込んでいき、左手の爪つめで貼はり付けられる前のリボンをすべて切り裂いた。目の前に人形の顔が迫り、俺は右手でその首元を捕まえて壁に押し付ける。左手を強く握りこみ爪を出したまま、思い切り全身を捻ひねってその胴体へ狙ねらいをつけた。


    「リボンは趣味じゃないんでな」


    　そのまま左手を思い切り突き出そうとした瞬間、人形の口と目が、同時に開いた。その中にいた人間は。その顔は。


    「巴ともえ」


    　中には、柄え州す巴が入っていた。巴はこちらを見ると、醜みにくく口の端を歪ゆがめる。それが笑え顔がおだと気づくのに時間がかかった。


    「歩あゆ！　攻撃を止めるな！」


    「歩くん。女の子は殴らないのね。優しいな。でも」


    　巴は人形の腕を俺の背中に回した。


    「クソ甘ちゃんよねえ」


    　そう言うなり俺の胴体へ思い切り正せい拳けんを撃ちこむ。同時に、背中に鈍にぶい痛みが走った。前と後ろから衝撃が体を挟みこむ。腹には巴のパンチ。背中には、先ほどこいつが外していた病室のドアが何枚も突き刺さっていた。胸と背中の骨が砕ける音がした。


    　巴は、俺の背中に貼ったリボンを剥はがして投げ捨てると、両手で俺の顔を挟んで言った。


    「引力の旅を楽しんで」


    「ばい。ばい。ばい」


    　人形に思い切り突き飛ばされた俺の体は、そのまま物凄すごい力で壁に、天井に、床ゆかに、次々とぶつかっていった。計算されてまき散らされたリボンが、廊下のあらゆる場所に引力の通路を作り出していた。リボンの効力が消え、最後は地球の重力によって落下した。


    　目の前にとても小さなコンクリート片が転がっているのが見えた。それ以外はすべてぼやけて見えた。口の中で、何本もの歯が抜け落ちているのがわかった。鼻は血で塞ふさがり、呼吸ができなかった。


    「さようなら歩くん。とても楽しかったわ。仲良くしてくれて、ありがとおねえ」


    　巴はそう言うと、サイクの頭部を摑つかんで俺を床から引き離して立たせると、そのまま宙へ俺を浮かべたままにした。体の表面や内部に流れる血の温かさを感じながら、俺はぼんやりと、なるほど、天井と床にリボンを貼って、上下同時に引っぱることによって宙に浮かべているのか、と理解していた。爪を出そうにも、もう腕を握る力さえ残っていなかった。


    「一度だけなら死んでも大丈夫なのよねえ。すごいねえ。でもざんねえん。歩あゆくんはこのまま、何度でも何度でも巴ともえさんと、巴さんのキャロル・アンに殺されちゃうのだから。四、五回は死ぬことになると思うなっ」


    　そんな声を脳の奥底で聞きながら、なぜか俺おれは左足の膝ひざの心配をしていた。


    　サイク。聞こえるか。悪かった。お前の言うことを聞いていればよかった。一人で戦おうとせずに、きちんと準備をして迎え討つべきだった。結局俺は、お前と一度でも良い『出会い』ができたんだろうか。もしまたお前を着ることがあったら、その次は絶対に良い『出会い』ができるように努力するよ。だからサイク、許してくれ。争いが苦手なお前を、自分の体が動かせる喜びだけに任せて、死なせてしまった──


    　だが、いくら話しかけても、あの高く澄んだ声は、もう返事をしなかった。


    　かちゃ、かちゃ、と言う音が遠くから聞こえた。額ひたいの目で確かめようとしたが、真っ暗なまま何も映し出しはしなかった。それで、うっすらと目を開ける。そのとき初めて、自分が目を閉じていたことに気がついた。


    　視線の先で、巴がコンクリート片を自分の手の中に寄せ集めて、一つの巨大な塊かたまりにしているのが目に入った。


    「じゃ、ね」


    　そう言ったのが巴なのか、人形のキャロル・アンなのか、俺にはもうわからなかった。


    　キャロル・アンが両手を離すと、巨大なコンクリート片の塊が、物凄すごい勢いで、まっすぐ真横に落下してきた。


    　あれがぶつかって、俺は死ぬんだ、と理解した。


    　その瞬間。目の前が真っ暗になった。サイクの口が閉じたのだ。次の瞬間、額の視界がパッと開け、左手から爪つめが飛び出し、意思をもったように素早く何度も動いた。コンクリート片は細かく切り裂かれ、小さな破片となってそのまま俺の体を通り過ぎていった。


    　サイクがまだそこにいてくれた。そして、最後の力を振り絞ってくれたのだ。


    　やがてサイクの口がゆっくりと開き、再び視界が肉眼に戻った。巴は遠くで不服そうな顔をしていた。


    　ありがとうサイク。ゆっくり休んでくれ、さようなら。おやすみ。


    「なあにそれ。生意気ー」


    「つうまあんなあいい」


    　巴は、んふふふ、と笑ってキャロル・アンの腕の縫ぬい目から、馬ば鹿かでかいリボンをズルリ、と取り出した。


    「最後は、この特別おっきなリボンをつけてあげるね。可愛いぞお」


    「くしゃ。くしゃ。くしゃ。に、なるよお」


    「今度こそほんとに、さようなら」


    　巴ともえはそう言うと、俺おれの体にその巨大なリボンを貼はり付けて、病室の中へ入り込んでドアを閉めた。視線の先に、自動販売機やジュースやソファやドアや観葉植物やその他あらゆるものが空中にゆっくりと回転しながら集まっているのが見えた。先ほどのコンクリート片とは比べものにないくらいに巨大になっていくそれはやがて、周りの壁や床ゆかや天井も剥はがして、自みずからの塊かたまりに加え始めた。


    　建物が剥がされていく音がおさまると、空中に巨大な球体が浮かんでいるのが見えた。


    　球体の周りは、綺き麗れいに丸く切り取られてしまっているようだった。その巨大な球体は、やがて回転を止めたかと思うと、いきなりまっすぐにこちらへと落下してきた。


    　その瞬間だった。物凄すごい勢いでこちらへ向かってくる球体の内部から、細長い突起物が飛び出した。そしてそれはあっという間まに次々とその数を増やしていった。


    　それは、白い骨だった。何十本と飛び出した骨は、一瞬、すべてを球体の中へ引っ込めた。そして次の瞬間、今度は何千という数が一気に外へ突き出し、球体は内部から崩ほう壊かいした。球体の中心部には、骨でできたマントに囲われた少女の姿が見えた。


    　こちらへまっすぐ飛びながら、骨のマントが左右へ開く。両手をいっぱいに広げて、髑どく髏ろの中のその顔が、目の前で言った。


    「よく頑張ったわ。私の歩あゆ」


    　赤あか糸しは、そのまま俺の体を抱きしめると、空中で体を捻ひねった。ボンのマントが形状を変え、天井から壁、床へ向けて先端を尖とがらせた骨の楔くさびを一斉に打ち込み、勢いを殺した。同時に体に貼り付けられた巨大なリボンにも楔を一本打ち込み、効力を消去した。ボンの腕がゆっくりと俺の体を床へ下ろした。


    「リ……ボン」


    　リボンに気をつけろ、と言いたかったのだが、そこまで言うのが限界だった。


    「理解した」


    　だがボンはそれだけを言うと、廊下の奥へ視線を向けた。


    「なにそれ。なにそれ。それなに。それなあにいいいいいい」


    　幼女の声が廊下に響き渡る。キャロル・アンは巨大な目を上下にグルグルと高速で回転させながら、自身もドレスの裾すそを翻ひるがえし、コマのように高速で回転し始めた。


    「めちゃくちゃ、嫌いなのよ」


    　赤糸は腕組みをしたまま、その場から一歩も動かずにそう言った。同時に、ボンのマントが一瞬で大きく開き、組み込まれていた骨の楔が空中に一斉に突き出された。


    　その先端にはすべて、リボンが突き刺さっていた。


    「ひらひらしたものって。趣味じゃないの」


    　赤糸はそう言い、ボンは一つ残らず仕留めたリボンをすべて、床へ捨て落とした。


    「何なのよ、それ。逆さか木き原ばら赤糸いいいいい！」


    　巴ともえは歪ゆがんだ口元を忙せわしなく動かしながら大きな両目を白黒させて叫んだ。


    「私のボンよ。かっこいいでしょ。柄え州す巴。あなたのお人形さんとは比べものにならないくらいに」


    　そう言うなり赤あか糸しは、腕組みをしたままの姿勢を崩さずにマントから伸びる楔くさびを一気に動かし、巴とキャロル・アンの手足を壁に貼はりつけた。


    「私のボンの素敵なところは、一発で殺してしまう力をもっていないところなの。一つ質問をするけれど、巴、あなた、テレビゲームってやるのかしら」


    　赤糸は空中に片手を伸ばした。マントの骨がその掌てのひらの中へ集まり、やがて巨大な鎌かまを作り上げていく。


    「私、こう見えてテレビゲームって大好きなの。特にシューティングゲームが。巴、知ってる？　シューティングゲームって、どんなに堅いボスでも、撃ち続けてさえいれば、やがて必ず破壊できるのよ」


    　赤糸は、両手にしっかりと、鎌を握りしめた。


    「あなたは──何発当てれば破壊できるのかしら」


    　俺おれの意識は、そこで途絶えた。
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    　──おい、起きろ、歩あゆ。


    　──ん。あ、ああ、寝てたみたいだ。


    　──僕もだ。ついさっき目が覚めた。


    　──ここは、どこだ？


    　──僕と歩の、なんていうか、命が交じり合う場所、だよ。


    　──ああ、そうか。俺は、死んだんだった。


    　──ミスったね。貴重な二つしかない命のうち、一つをなくしてしまった。


    　──ごめん。


    　──謝罪なら後で聞くよ。僕だって言いたいこともたくさんあるし。だけどまあ、ここでゆっくりしている時間はないんだ。


    　──そうなのか。


    　──もうすぐもう一つの命が、君と僕の体を修復して、再び意識を取り戻させる。本当は急ぎたいんだけれど、こればかりはどうにもできない。


    　──え？


    　──さて。もう一度復活する前に、これだけは言いたくて来たんだ。僕たちキグルミは、仲間を殺すことを別に、なんとも思っちゃいない。


    　──そうらしいな。


    　──だけど、歩あゆはそうじゃないみたいだ。君は、仲間を殺すことを非常に嫌っている。


    　──……。


    　──それをやめろ、とはもう言わない。だってそれは、君の優しさであり、特性だからね。同じものは赤あか糸しにも備わってる。君たちはとてもいいコンビだと僕も思うよ。


    　──でも、俺おれ、そのせいで死んで……お前まで巻き込んで……。


    　──だからそれはもういいって。今後の対策はまたきちんと考えよう。ただ、一つ言わせてくれ。歩には本当にさっきの女子の顔が、君がいつも見ていた人物と同じに見えたのかい？


    　──え？


    　──林はやしのときも思った。君には、あれが、郷ごう田だや赤糸と同じ顔に見えたのか？


    　──見えた、けど。違うのか。


    　──僕には全く違って見えるよ。そうだな、あの顔は、強いて言うなら。


    　──……。


    　──ピエロの顔だ。


    　──え？


    　──卵を拾っただろ。顔の描かれた。僕には、まるであの顔とそっくりに見えたよ。


    　──どういうことだ。


    　──そのままの意味さ。本質はきっと、顔や見た目なんかじゃない。とにかく、僕を……いや、違うな、この場合。


    　──え？


    　──歩とはすでに命を一つにしたんだ。この場合は、歩と僕を合わせて、自分と呼ぼう。


    　──……。


    　──自分を信じてくれ。歩、あれはクラスメイトじゃない。その顔の奥にあるものに、目を向けてくれ。


    　──どういうことなんだ。


    　──どうやら僕のほうが先に回復したらしい。それじゃ、僕は行くよ。また、後で。


    　──おい、サイク。待ってくれ。


    　──


    　──サイク。行かないでくれ。置いて行かないで。


    　──


    



    「サイク！」


    　俺は自分の声で目が覚めた。仰あお向むけに寝かされた視点が、ぼんやりと天井へ焦しよう点てんを合わせていく。すぐ近くから、何かがぶつかる音が断続的に聞こえた。舌で口の中をなぞってみた。抜けてしまったはずの歯が、すべて生えそろっていた。切れてしまったはずの口の中や舌の表面も、すっかり元どおりになっていた。体の中で、割れて折れて砕けてしまった骨が動いて、再び接合していくのが感じられた。左手に視線を移動させ、サイクの中で拳こぶしを握ると、黒い爪つめが勢いよく飛び出した。腕の骨と足の骨も再び接合されているのがわかった。


    　断続的に聞こえる音のほうへ首を倒した。


    　骨でできた巨大な鎌かまを、赤あか糸しが何度も振り下ろして、壁に貼はり付けにされた巨大な人形のキグルミを殴りつけている光景が見えた。人形──キャロル・アンの目と口は閉じられ、中にいるはずの巴ともえの顔は見えなかった。


    　キャロル・アンのけたたましい笑い声が響いていた。赤糸の鎌による打撃は、彼女にほとんどダメージを与えられていないようだった。


    　俺おれはゆっくりと立ち上がった。


    　赤糸が鎌の動きを止め、こちらへ振り返る。その顔は涙に濡ぬれていた。貼り付けられたままのキャロル・アンの眼めと口が同時に開き、中から巴の歪ゆがんだ笑え顔がおが見えた。


    



    　俺はサイクのもつ額ひたいの視界で、その顔をもう一度よく見た。


    　それは俺の知っている柄え州す巴とは違う──あの卵に描かれていた、ピエロと同じ顔だった。


    　いや、全く同じではないが、ほぼ同じと言っていいような、憐れん憫びんと[image: ]笑と侮ぶ[image: ]べつと優越と悦楽と楽観と失望と落胆と嫌悪とがすべてないまぜになったような歪んだ顔。


    　すべての感情が、入り交じったその表情は、本心をこちらへ見せようとはせずに、ただ暴力的な無言を投げかけてくる。その顔の奥に、何が詰まっているのかがわからない


    　──それこそ、あの卵のように、ただの空洞が口を開いているだけなのかもしれない。


    　その瞬間、卵に描かれた顔は、くるんっと、半回転して、その裏側を向けた。


    　顔の裏側には、何も描かれていなかった。殻からさえも、なかった。そこにあるのは、ただの空洞だった。顔の真ん中にポッカリと大きな口を開けて、こちらの感情も尊そん厳げんも存在すらも一緒くたに飲み込んでしまうかのような、空洞。


    　俺は額の視界で、その顔の真ん中の空洞を覗のぞきこむ。すると、穴の向こうから、俺の顔がこちらを窺うかがうのが、見えた。


    　空洞の向こうからこちらを見つめる俺自身の顔は、リラックスしているときのいつもの顔だった。だが今、その表情は、何か大切なものをなくして後悔し、嘆なげき、苦しんでいる顔にしか見えなかった。


    



    「サイク」


    「ああ」


    「お前の言うとおりだ。俺はこんな顔のやつ、見たこともないよ」


    「そうか、そりゃ良かった」


    「それじゃあ──争いごとは苦手だったよな？」


    「よく覚えてたね。一瞬で終わらせよう」


    　俺おれは左手を強く握った。三本の爪つめが勢いよく飛び出した。


    　自分自身を。俺をもう一度、新たに取り戻す。


    　こんなの、たかが卵の殻からじゃねえか。ちょっとでも力を加えてやれば、すぐに壊れる。


    《そのとおり。こっちには中身がぎっしり詰まってんだ》


    　サイクが頭の中で、そう言った。


    



    　何の手応ごたえもなく、爪はキャロル・アンの胴体へ滑りこんでいった。


    　肉眼で見る巴ともえの顔は、一瞬とても悲しそうな顔になったかと思うと、次の瞬間には口から大量の血を流した。


    　そのタイミングで、ボンはキャロル・アンに打ち付けられていた骨の楔くさびをすべて抜いた。俺も、爪を素早く抜く。キャロル・アンと巴の体が、廊下に落ちた。


    「──見て。体から、何かが出てくるわ」


    　赤あか糸しがキャロル・アンの胴体へ視線を落としたまま言った。


    　キャロル・アンの胴体の真ん中が、内部から大きく上に伸びた。俺と赤糸は身構える。やがて、引き伸ばされた胴体の部分から、黄色にペイントされた卵がゆっくりと姿を現した。
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    「卵だ。この前のとは、色が違う」


    　ボンがそう言いながら、空中に浮いたままの卵を手に取って言った。


    「顔もだわ。別の顔が描かれている」


    　赤あか糸しが顔のペイント部分をこちら側へ見せてくれた。確かに、林はやしとローズが持っていた卵とは、顔がぜんぜん違った。


    「でも、これもピエロの顔だ」


    　サイクが言った。


    　このあいだは、体がうつ伏せになっていたから、卵が出てきたのに気がつけなかった。


    「いったい何なんだろ、この卵」


    「幸運のお守りではなさそうだわ」


    「巴ともえ……」


    　俺おれは巴の顔を確認した。それは、確かに俺の知っている、クラスメイトの顔だった。


    　額ひたいの視界で見てみても、それは変わらなかった。もう、巴はあの顔をしていない。


    「歩あゆ」


    　サイクが言った。


    「……ああ」


    「卵だ。どうやらそいつが、君らのクラスメイトをおかしくしてしまっている原因らしいよ」


    「巴さんは、確かに変な子だったけれど、あそこまでぶっ飛んでいなかったものね」


    　赤糸はそう言って、黄色の卵を放り投げた。音もなくボンのマントから楔くさびが伸び、卵を粉々に破壊した。


    「──どうやらもっと詳しく調べる必要がありそうだわ」


    「……じゃあなんで壊しちゃうんだよ」


    「むーん？」


    「……駄目だろ、壊しちゃ、いくら怒ってるからって言ってもさ」


    「赤糸。巴が息を吹き返した。今のうちに『命の刈り取り』をしてしまおう」


    　ボンが言って鎌かまを振り上げた、そのときだった。


    



    　突然、廊下の奥が金色に光り輝かがやいた。赤糸が俺と巴の体を守るように背中をその方向へ向けて回りこむ。ボンのマントが大きくドーム状に広がって俺たちを包む。


    　俺はサイクの爪つめを出し、マントの下から飛び出す準備をした。


    　辺りが一瞬昼間のように光り輝いたかと思うと、空気を震わせるほどの轟ごう音おんが鳴り響いた。


    　同時に目の前に広げられていた骨の壁が消えていた。


    「──やはり一層では防ぎきれなかったか」


    　ボンの声がしてそちらへ視線を向けると、赤あか糸しとボンは、一瞬でマントを幾重にも折りたたんでいた。そしてそこには、金色に光り輝かがやく巨大な矢が、摩ま擦さつで起きた煙を上げたまま、貫かん通つうしていた。矢の先端は、赤糸の顔のすぐ近くにまで到達している。


    　巨大な矢は金色の光を失うと、そのまま力をなくし、矢の形状を保てずに床ゆかへ抜け落ちた。それは、紫色の毛を何百本と縒より集めて作られたものだった。


    「──なるほど、だからアロ、か」


    　サイクが言った。


    　その瞬間、意識を取り戻しかけた巴ともえとキャロル・アンの体が物凄すごい速度で、矢が飛んできた方向へと廊下の上を滑っていった。


    　俺おれは追いかけて廊下の奥へと走った。廊下の突き当たりに、その姿はあった。


    　巴とキャロル・アンの体を受け止めたアロは、手の中に貼はり付けていたリボンを捨てると、こちらを睨にらみつけた。そしてその口が大きく開き、郷ごう田だの顔が見えた。


    　郷田は俺を睨んでいたが、やがて視線をずらすと、そのまま目の前の病室へと飛び込んで消えた。追いかけて病室に飛び込むと同時に、部屋の奥が光り輝き、何本もの針が飛ばされた。すぐに体を翻ひるがえして壁に身を隠した。


    「郷田！」


    　そう叫んでから部屋の中へ飛び込む。床に巨大な穴が開けられていた。


    　俺はゆっくりと穴の下を覗のぞいてみたが、そこにはもう、誰の顔も見えなかった。
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    　赤糸とボンのもとへ戻ると、壊された建物の自動修復が、ちょうど終わったところだった。


    「やっぱり郷田くんだったのね」


    「ああ。逃げられた。巴も、取り返せなかった」


    「仕方がないわ。歩あゆだって、あまり無理してはいけないわ」


    　その瞬間、天井のスピーカーがノイズとともに『マルセリーノの歌』を流した。


    　本日のゲームの、中断の合図だ。


    「──とりあえず、まだ私たちが誰も出会ったことのない人物が、一人、いるわ」


    「ああ。俺もそいつが、卵を、クラスメイトの中に埋め込んでいると思う」


    「それじゃあ、そいつが『翼』の持ち主と同じやつなのかな？」


    「それは不可能だろう。『翼』と『卵』では、特性が二つになってしまう」


    「とりあえず『翼』について調べを進めつつ、『卵』をクラスメイトに埋め込んでいるピエロ野や郎ろうを先に見つけて、ぶっ叩たたく」


    「賛成するわ。そいつがどこかで高みの見物をしているなんて、虫むし酸ずが走るわ」


    「私もそれで構わない」


    「悪くないね、歩あゆ。とっても悪くないよ」


    「……何がだ、サイク」


    「僕も全く、同意見だってことさ」


    



    　巨大な『翼』がフロアをゆっくりと通り過ぎる間、俺おれはあのとき、郷ごう田だの顔を額ひたいの眼めで見たことを思い出した。


    　あいつの顔は、病室で見たときとは違い──きちんと、あいつ本人の、顔のままだった。


    　そのことをもう一度俺は確認する。間違いない。あいつの顔は、卵のピエロの顔なんかじゃなかった。あれは、郷田勇ゆう気きの顔だ。


    　だとするならば。まだ可能性はある。殺し合いになる前に、もう一度きちんと。


    　お互いの考えていることを話し合って、伝えてわかりあえる日が、きっとすぐに、来る。


    　赤あか糸しは、俺の顔を見ると、少し笑って言った。


    



    「どうしたの、歩。──とても嬉うれしそうだわ」

  



  
    あとがき


    



    　こんにちは。もしくはこんばんは。『キルぐみ』を書きました、竹たけ内うち 佑ゆうです。


    　この作品は、僕がやってるデス電所って劇団で六年前に書いた『音速漂流歌劇団』というお芝居の中に登場する、『着ぐるみ戦記デスプリ』っていう架空のアニメが元ネタになっています。


    　可愛い女の子が、喋ったりする可愛い着ぐるみ着て、何かと戦う、というざっくりしたものでした。


    　その時はそれ以上は何も考えていなかったので、企画書を作っている時に「そういやデスプリがあったな！」と思い出した後、色々と設定とか作り直しました。そうしたら主人公の性別が変わりました。


    　ついでにタイトルも変わりました。


    　当初は主人公達が着ぐるみを着て怪獣や宇宙人と戦うものを考えていたのですが、敵となる怪獣や宇宙人を考えているうちに、「そもそもこの喋る着ぐるみ自体が既に怪獣や宇宙人みたいなもんじゃないかな」と思い、「そもそも喋る着ぐるみって何」と気づき、色々と考え直している内に、キグルミを書き間違えてキルグミと書いてしまい、「グミってことは、組か。じゃあ、クラスメイトが全員敵ってことで」と、実に華麗に決定したのです。


    　たとえ次巻を出せる事になって、そこでついうっかりクラスメイト全員を倒してしまっても、「組」が敵であればいいので、あすか組とか山守組とか広能組とか月組とか星組とかまだまだ出せるので安心です。


    　サイクのデザインだけは六年前に自分が落書きしたものが元になっています。どっかで見たことがあるし、名前もなんか聞いたことあるのは、そのためです。すみません。


    



    　では、謝辞を。担当の江橋さん。すぐに寝てしまい申し訳ありませんでした。こちらの様々な言い訳や悩み事や逆ギレを、笑顔の顔文字で受け止めて下さり本当に感謝しています。イラストの出で水みずぽすかさん。カッコよくて素晴らしい絵を有難う御座います。ぽすかさんが創造してくれたキグルミ達のデザインが、彼らの特性や性格を決定付け、話の展開を物凄く助けて頂きました。


    　また新たな可愛くて不気味でカッコいいキグルミたちと出会えることを願いつつ、この辺で失礼します。それでは。

  



  
    竹内佑


    Yu Takeuchi


    



    愛知県出身。芝居流通センターデス電所にて作・演出担当。劇団のアドレスは http://www.deathtic.com


    執筆以外は主にiPhoneアプリでの『Civilization Revolution』をプレイ。もしくは飼い猫の腹に顔埋め担当。


    好きなものはビールとアクション映画と『RAMMSTEIN』。嫌いなものはナマコ。キモい。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    キルぐみ
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    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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